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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ガタン！

　房ぼうの中に、黒こく檀たんの軋きしむ鈍にぶい音が響ひびいた。

「忌いま々いましいっ……なんでわしがこんな目に！」

　憤いきどおっているのは、干した棗なつめのような老人である。

　小こ柄がらで顔は皺しわだらけ。その声は甲かん高だかく、それらの特とく徴ちようは男性器を切り落とした宦かん官がんのそれと符ふ合ごうする。

　王都にある広大な邸第やしきを訪ねる者はなく、がらんと寂さびしい有様。

　元内ない侍じ監かんという誉ほまれを感じさせないほどに取り乱した彼は、高価な黒檀の卓たく子しをガンガンと叩たたく。叩いた手の方が痛むだろうに、それよりも己おのれの傷つけられた矜持プライドの方が何倍も重傷であると言いたげだ。

　まるで癇かん癪しやくをおこした子供。

　使用人達は怯おびえ、主人の怒りに巻き込まれぬよう縮こまって震ふるえている。

　宦官御ご殿てんも日暮れの有様、などという謡言はやりうたまで流行はやる始末。

　宦官として隆りゆう盛せいを極きわめた彼にとって、現状の悲ひ惨さんさはとても受け入れられるものではなかった。

　貧しさから男という性を捨て、汚きたないことなら何でもやってきたのだ。そして辿たどり着いた先が、現状の不ふ遇ぐうなどと納なつ得とくできようはずもない。

「青せい児じめ……っ」

　己を絶望に突つき落とした男の名を、彼は忌々しそうに口にした。

　口にしただけで臓ぞう腑ふが燃え上がり、死よりも辛つらい苦しみを感じる。

　侮あなどっていた子供はいつの間にか意志を持つ大人になり、そして虎こ視し眈たん々たんと牙きばを研といでいたのだ。

　そして邪じや魔まになった子供を始末しようとした彼をあざ笑うかのように、返す刀で切っ先を突き付けて見せた。

　軍によって地に押さえつけられた痛みが、目を閉じれば昨日のことのように蘇よみがえってくる。

　その惨みじめさ、口くち惜おしさ。

　それらは昼夜彼を苛さいなみ、この一年気が休まる暇いとまもなかった。

「後こう悔かいさせてやる。殺さず情けをかけたこと。羽をもいだといい気になっているがいい。お前を痛めつけることなどこの手足があれば十分じゃ」

　すると彼は苦く渋じゆうの表情から一転、大声で笑いだした。

　静まり返った房室の中で、よく響くその声は地じ獄ごくの亡もう者じやを思わせる。

「もう少しだ……見ていろ。こうなれば国ごと奪うばいとってくれる。せいぜいそれまで、政治ごっこでもしておればよい」

　そしてもう一度机を殴なぐりつけ、男は笑い続けた。
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　紫し微び城の朝は早い。

　夜明けと共に、朝賀が行われるためだ。

　文武百官は参賀のため、まだ暗い内から宮城の前に列をなす。

　穴を空けた夜や漏ろう壺こから、全すべての水が漏もれて空になると暁ぎよう鼓こが打たれる。五ご更こう五点の刻。夜明けである。

　門が開かれると、待っていた官かん吏り達は殿でん庭ていに階位に応じて整列する。

　天子が臨席して朝礼を行い、新しい一日を寿ことほぐのである。

　春先、身は凍こごえるようだが、苛か烈れつな皇太后の政治を生き抜ぬいた官吏達は元気だった。

「ですから陛下！　一刻も早く皇后をお迎むかえいただきたく！」

「失礼ながら、お子を生なすは陛下の務めの第一でございます。無論陛下には深いお考えがおありでしょうが、老い先短い老人のためと思って、早くお世よ継つぎを……っ」

　毎朝繰くり返される嘆たん願がんに龍りゆう宝ほうは耳が胼胝たこででこぼこになってしまいそうだった。

　彼らの訴うつたえを聞いていると、深しん潭たんなど可愛かわいいものだと思えるから不思議だ。

「臣らの国を思う気持ちはよく分かった。しかし一朝一いつ夕せきでどうにかなるものではない。后きさきを娶めとるつもりは勿もち論ろんある。もうしばし待て」

「陛下！　いつもいつもそれでは通りませぬぞ。今日こそは納得のいくお返事をいただかなくては」

「娶るつもりのお后とは、寵ちよう愛あいなされている華か妃ひ様でしょうか？　でしたら家いえ柄がらも十分。何を待つ必要がありましょうか」

　前のめりになる高位の重臣達に、後ろにいる若い官吏達は少し引き気味だ。

　若いと言っても龍宝よりは年長なのだから、誰だれか止めに入ってもいいじゃないかと思わないでもない。

（鈴すず音ねの名を出せば、すぐにご機き嫌げん取とりの贈おくり物だの、命を狙ねらう輩やからが湧わきそうだ。皇后を娶るというのも楽ではない）

　妃きさきにはならないと言った鈴音の意思を尊重して、彼は律りち儀ぎにも彼女の心変わりを待っていた。

　待つのは苦手ではない。むしろ大の得意である。

　しかしそうとは知らない官吏達は、毎日のように龍宝に皇后を娶るよう迫せまってくる。

　それもそのはずで、皇太后が後宮を去ってから一年余。後宮の主あるじは龍宝だが、それとは別に皇こう帝ていの留守を預かる皇后は必ひつ須すとされていた。

　ましてや龍宝は適てき齢れい期き。浮ういた噂うわさもなく後宮に通うことすらしなかった皇帝が、ようやく興味を持ったのが華妃だ。

　世継ぎを待つ重臣達が、彼女の存在に食いつかないはずがない。

　また龍宝は龍宝で、翠すい月げつを重用している手前彼女への寵愛が偽いつわりだなどとは口が裂さけても言えないのだった。

（皇帝なんぞ、不自由なだけだ）

　最近とみに、そう思う龍宝である。

　それでも彼は、待つつもりでいた。

　そう、この時までは───……。
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　呼び出しに応じ、私はその妃の前に立った。

　後宮の中でも最年長の妃。彼女はその少しハリのない肌はだに手を添そわせ、眉まゆを寄せる。

　顰しかめられた顔には、隠かくそうともしない不機嫌そうな表情。

「お前が、華妃の重用しているという化粧けわい師しか」

　棘とげだらけの言葉に、私は拱きよう手しゆの姿勢のまま返事をした。

「はい」

「まるで仙術でも使うように、女を美しくすると聞いたが、どうだ？」

「仙術は使えませんが、少しでもお妃様方のお役に立てればと思っております」

　緊きん張ちようしていたけれど、言葉はおかしくなかったはずだ。

　後宮に戻もどってからも続いた春しゆん麗れいのスパルタ教育のお陰かげで、私の言こと葉ば遣づかいはかなりまともになった。もう余よ程ほどのことがない限り、言葉を間ま違ちがったりはしない。

　けれどだからといって、目の前の相手の機嫌がとれるわけではなかった。

　九嬪ひんが一人、賈か昭しよう儀ぎ。

　昭儀は九嬪の最上位であり、現在後宮にいるお妃様の中でも最も位が高い。

　ついでに彼女はこの後宮に最初に輿こし入いれした妃でもあり、最古参の妃ということになる。

　後宮に入って二年近くになるが、今まで一度も彼女に召めし出されたことはなかった。遠目にその姿を見たことはあったけれど、言葉を交かわすのもこれが初めてだ。

　子し美びが言うには、彼女はあまり華妃をよく思っていないのだという。

　だから華妃と親しくさせていただいている私も、多分よく思われていない。

『何をされるか分からないんだから、しっかり気を引き締しめていきなさいよ！』という、子美の言葉が蘇る。

　賈妃の私を見み据すえる視線は、その言葉を証明するように鋭するどいものだ。

「では教えてもらおうか。妾わらわを若返らせ、より美しくなれる法を」

　与えられた言葉を押し戴いただき、私は深く頭を下げる。

「畏かしこまりました。万ばん事じお任せくださいませ」




　───宮みや下した鈴音、二十三歳。

　二十一世紀の日本から榮えい国という見知らぬ国に放ほうり込まれて、四度目の春。

　美容専門学校を卒業して、メイクアップアーティストになるという夢に向かってやっと一歩を踏ふみ出すという時だった。

　知り合いもいない、言葉も通じない世界で、なんとか今日まで生き抜いてきた。

　はじめはひどいパニックで戸と惑まどうことも多かったけれど、色々な人に助けられて今ではこうして後宮で化粧師として働いている。

　目下の目標は、廃すたれてしまった尚しよう紅こうを立て直すこと。

　といっても、まだ私を入れて三人しかいない部署なのだけれど。

「それで、一体どうするつもり？」

　妃の房ぼう室しつを辞した帰りしな、後ろに付き添っていた子美が不機嫌そうに言う。

　不機嫌そうなのは照れ隠しで、本当は私のことを心配しているのだろうけれど。

　彼女は以前、使用禁止になっていた鉛えん白ぱくを使った罪で後宮を追い出された女によ官かんだ。

　けれど黒こく曜ようの口くち利ききで、城下から私と一いつ緒しよに後宮に戻ってきた。

　意地っ張りで素す直なおじゃないけれど、本当は心の優やさしい女性だ。小こ柄がらで猫ねこのようなつり目が可愛らしい。

　実家は白粉おしろいの卸おろしをしているだけあって、この世界の化け粧しように詳くわしく今ではとても頼たのもしい仲間だ。

「鈴音様に対して、その口の利き方は何ですか」

　間かん髪はつ容いれずに、たしなめたのは春麗。元は皇太后に仕えていた女官で、とても美しくて聡そう明めいな人。

　頰ほおに大きな傷があるのだけれど、最近では私のした化粧を真似まねて傷を目立たなくしている。そうしていると本当に輝かがやくような美しさで、彼女がお妃様でも何の不思議もないのにと思ってしまう。

　皇帝から直々に頼まれたらしく、私に対して時々過保護だ。

「はぁ？　あたしは別に」

「長年後宮に勤めていて、最低限の礼節も守れないのですか？　なんならわたくしが躾しつけ直して差し上げましょうか？」

　そしてこの二人、なんだかんだで仲がよろしくない。

　気が合わないのか、よくこうして言い争いになっているところを見かける。

　春麗は声を荒あららげて怒おこるなんてこと滅めつ多たにしないけど、その代わり絶対零れい度どの視線を繰り出す。なので私も子美も、気け圧おされてしまうことが多いのだ。

「ま、まあまあ二人とも。帰ってお茶でも飲みましょう。試ためしたいこともあるし」

「試したいこと？」

「なんですかそれは？」

　二人の気を逸そらすことができたのはいいけれど、今度は訝いぶかしし気な二つの視線が突つき刺ささる。

（中間管理職って、もしかしたらこんな気持ちなのかもしれない）

　気まずい思いを笑え顔がおで隠しつつ、私はなぜかそんなことを考えた。
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　尚紅に戻り、自分がと言って聞かない春麗をなだめて、私がお茶を淹いれる。

　小さな中国茶用の茶器に注いだのは、鮮あざやかな緑の液体。

　───そう、緑茶だ。

　榮国では基本的に、中国茶っぽい茶色いお茶を飲む。烏ウー龍ロン茶ちやとかそういう、お茶の葉を半はん発はつ酵こうさせたそれだ。

　なので見慣れないその色に、二人は揃そろって顔を引きつらせた。

　普ふ段だんよく雑草茶を飲まされているので、今度は一体どこの雑草だと思ったのだろう。

「鈴音様、この色は……？」

　恐おそる恐るといった風に、尋たずねてきたのは春麗だ。

　子美はというと、緊張した面おも持もちでお茶をじっと眺ながめている。

　その様子があまりにも可愛かわいくて、つい噴ふき出してしまった。

「あはは。大だい丈じよう夫ぶ、変なものじゃないです。雑草じゃない、普ふ通つうのお茶ですよ」

「だってこれ色が……」

　そんなはずがないと、子美の顔に書いてある。

　あんまり不安にさせるのは可哀かわい想そうだと思ったので、私は二人に先んじて自分のお茶に口を付けた。

　緑茶は烏龍茶と葉っぱこそ同じだが、その製法に違いがある。

　酸化を抑おさえるため烏龍茶は葉っぱを炒いり、日本茶は蒸むすのだ。

　このお茶は葉っぱを自分で蒸したので、味わいは日本茶とも少し違うけれど、それでも爽さわやかな香かおりが鼻を抜ぬけていく。

　久しぶりの緑茶は自分で思った以上に郷きよう愁しゆうを誘さそう味で、思わず俯うつむいて黙だまり込んでしまった。

（日本にいた時は気付かなかったけど、私って結構緑茶好きだったんだなあ）

「鈴音様！　もしやお体の調子が!?　早く吐はき出してください！」

　勘かん違ちがいした春麗が、背中を叩たたいて緑茶を吐き出させようとする。私は慌あわてて口の中の緑茶を飲み込んだ。

「ごほっ、だ、大丈夫！　ごめんなさい、故郷の味がしたから懐なつかしくてつい」

　そう言って逃にげると、春麗はすぐに手を止めてくれた。

　しかしその顔は、まだ疑わし気だ。このままでは侍じ医いでも引っ張ってきかねない。

　私が城下から戻って以来、春麗は以前にもまして過保護になった気がする。

　出会った時を考えればその変化は嬉うれしいものだけれど、時々過か剰じようになるのでこちらがびっくりしてしまう。

（余計な心配かけないように、もっとしっかりしなくちゃね）

　そう自分に言い聞かせ、口元に笑みを作った。

「とにかく二人も、飲んでみてください。大丈夫、体に悪いものじゃないですから」

　しかし、二人はなかなか口を付けない。

　私の言葉に半信半疑なのだろう。

　どちらからともなくお互たがいに顔を見合わせ、先に口を付けたのは子美の方だった。

　よほど勇気が必要だったのか、彼女は勢いをつけて茶器を傾かたむける。

　火傷やけどするから止めようかとも思ったが、よく考えたら淹れてから結構時間が経たっている。茶器も小さいし、もう結構冷めていることだろう。

「んぐっ……ん？　意外に悪くないわね」

　子美の言葉に、私は嬉しくなった。

　その様子を見ていた春麗もまた、こわごわと、しかし優ゆう雅がな手つきで茶器を傾けていく。

「これは……？」

　無表情であることの多い春麗の目じりが、少しだけ下がる。

　どうやら気に入ってもらえたらしい。

　嬉しくて、なんだかくすぐったい気持ちになった。

「これは、私の故郷でのお茶の飲み方です。葉っぱは一緒。お茶の葉を、発酵させず蒸して乾かわかしたお茶で、緑茶と言います」

「確かにおいしいですが、試したいことというのはこれのことですか？」

　春麗が首を傾かしげている。

　先ほど受けた相談と、このお茶に何の関係があるのかと言いたげだ。

「それはですね、このお茶に含ふくまれているカテキンの抗こう酸さん化か作用───老いを食い止める力が関係しているのです」

「老いを食い止める？」

「じゃあまさか、不ふ老ろう長ちよう寿じゆの妙みよう薬やくだっていうの!?　このお茶が！」

　子美がガタンと立ち上がった。

　言葉の選せん択たくが悪かったらしい。発音はましになったと言われるけれど、やっぱりこういうミスがでる。

　でもまさか抗酸化作用の説明をしようとしたら、不老長寿に取り違えられるなんて思いもしなかった。

　科学の進んだ日本では不老長寿なんて夢物語だっていう認にん識しきがあるけれど、この世界ではそうじゃないのだ。

「た、確かにこれを飲めば健康にはなるけど、不老長寿になったりはしないですよ」

　慌てて否定すると、子美ががっかりしたように腰こしを下ろした。

「なんですか意い地じ汚きたない。あなた如ごときが不老長寿になりたいとでも？」

　春麗が冷たく釘くぎを刺す。

「はあ!?　それ本気で言ってます春麗さん？　不老長寿の妙薬を見つければ、皇こう帝てい陛下から報ほう奨しよう金きんが出るのは間違いなし。先の皇帝陛下も、不老長寿を求めてわざわざ船団を仕立てて、蓬ほう萊らいにまで送り込んだって話じゃないですか」

「昔の話です。大ター家ジヤーはそんなことなさいませんよ」

　大家というのは現在の皇帝陛下───黒曜のことだ。

　後宮に住む者達は、公おおやけの場でなければ、親しみを込めて皇帝を大家と呼ぶことが許されている。

「まあまあ二人とも。兎とに角このお茶には、肌はだの老化を食い止める効果があるので、賈昭しよう儀ぎのお悩なやみにはぴったりだと思います」

　九嬪ひんの頂点である昭儀の称しよう号ごうを賜たまわっている彼女は、同時に黒曜の初めてのお妃きさき様でもある。

　後宮は前皇帝が亡なくなると同時に、皇帝の母以外全すべての妃ひ嬪ひんが寺へ預けられて尼あまになるのだそうだ。だから皇太后を残して空っぽになった後宮に、最初に嫁かしてきたのは賈妃だった。

　その頃ころ後宮がどんな風だったのか、私は知らない。でも幼い黒曜を思うと、なぜか胸が痛んだ。

「では、このお茶を賈昭儀に飲んでいただくのですか？」

　春麗の問いに、はっと我に返る。

　話の途と中ちゆうに、よく考え事をしてしまうのは私の悪い癖くせだ。

「あ、いいえ。これには他ほかにも方法があって───」

　そう言って、私は二人に緑茶のいくつかの利用法を説明した。

　どれも目新しいものだったらしく、春麗はともかくとして子美は子供のようにキラキラと目を輝かがやかせた。
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　数日後、用意が調ととのったので尚紅に来てもらいたいと、私は賈妃を呼び出した。

　伝えに行ってくれた子美は色々と嫌いやみを言われたらしく、疲つかれた顔をして帰ってきた。

　謝ったら別にいいと言われたけれど、やっぱり申し訳ない気持ちになる。

　かなり認知されてきたとはいえ、やっぱりまだまだ尚紅によくない感情を向けてくる人もいるのだ。

　春麗の話では、どうも華妃のお化け粧しようをさせてもらっているのが、睨にらまれる原因だという。

　以前黒曜が華妃の許もとに渡わたってきていたから、未いまだに彼女が皇后の最有力候補だとみる人も多いんだそうな。

　華妃はとても立派な人でいつも笑え顔がおでいるけれど、彼女も裏ではきっと嫌がらせとかされているに違ちがいない。

　断りはしたが、そういえば私も黒曜に妃になってくれと言われたのだ。

　あの申し出を受けていたら、きっと今頃睨まれるぐらいでは済まなかったのだろうなと背筋が冷たくなる。

　そして約束の時間から少し遅おくれて、賈妃が尚紅にやってきた。

　侍じ女じよを六人も引き連れて、その上輿こしに乗っていたので私は驚おどろいてしまった。

　この距きよ離りの移動で輿を使っているのに、どうしてその華きや奢しやなプロポーションが維い持じできているのだろう。

　不老不死の秘密よりも、よほどそちらの理由の方が知りたいと思った。

「それでは賈昭儀、こちらへどうぞ」

「妾わらわを呼び出したからには、何かよい方法が見つかったのでしょうね？　化粧けわい師しの」

　序列が圧あつ倒とう的に下の小こ娘むすめに呼び出されたので、賈妃は不ふ機き嫌げんそうだった。

（睨んでる～、睨んでるよ～）

　何でもない顔で迎むかえつつ、内心は冷や汗あせだ。

　いつもならマッサージはお妃様の房ぼうにお邪じや魔まして施せ術じゆつさせてもらうのだが、今回はそうはいかない事情があったのだ。

「わざわざご足労頂き、ありがとう存じます。まずはこちらで、お召めし物をお脱ぬぎください」

　私がそう言うと、賈妃は目を丸くした。

「顔を若返らせるのに、服を脱ぐ必要があるのか？」

「はい」

　そのために、春の昼間だというのにわざわざ火ひ鉢ばちを用意したのだから。

　尚紅の壁かべという壁には厚い布を張り、保温と外からの目め隠かくしにしている。

　賈妃の連れてきた女官達は、私を不ふ審しんそうにじろじろと見つつ、彼女の服を脱がしていった。

　女性の前で服を脱ぐことに抵てい抗こうはないらしく、賈妃は訝いぶかしがりつつもなんでもない顔をしている。

　肚兜はらがけ（昔話で金きん太た郎ろうが着ているようなあれ。榮の女性が着る非常にポピュラーな下着）を着て、腰に薄うす布ぬのを巻いた賈妃を案内するのは、職人さんに作ってもらったばかりの新しい椅い子すだ。

　木でできているが柔やわらかい布に覆おおわれており、布の中には綿が入っている。

　支点を変えれば傾かたむけることができて、要は美容室にある倒たおれる椅子のようなものだ。電動ではないけれど、これでパックやマッサージの時によりやりやすく、受けている側もよりリラックスできるようになったと思う。

　代わりに据すえ付けにするしかなくて、それでわざわざ、賈妃にこちらに来てもらうことになったんだけれど。

「まあ、ふかふかとして少し落ち着かないけれど、座り心地ごこちは悪くないわね。それで、どうするのかしら？」

　賈妃は待ちきれない様子だ。

「では早さつ速そく。女官の方々は私の手の動きを覚えて、湯あみ後に施ほどこして差し上げてください」

　そう言って、私は寛くつろいで横になる賈妃の足を取った。

「失礼します」

　そして、その足首から付け根にかけて、足の内側を手のひらで撫なで上げる。

　力は強くなくてもいいので、こうして足の下に溜たまっている老ろう廃はい物を足の付け根にある出口まで流すのだ。

　時間にして一分程度。終わったらもう片方の足にも同じ作業を繰くり返す。

「くすぐったい。なんだか変な感じね」

　そう言う割に不ふ愉ゆ快かいそうじゃないのは、彼女が人に触さわられることに慣れているからだろう。高貴な女性は、身み支じ度たくを全て周囲の女官がやるので、人に触ふれられることに慣れていることが多い。

（蘭らん花かにやった時は、くすぐったがったっけなあ）

　久しぶりに、姉のことを思い出した。

　私がこういった化粧に関係ない技能まで身に付けた原因は、そもそも姉に起因する。

　今ではありがたかったなと感謝しているけれど、当時はどうして私がという気持ちがあったのも本当だ。

「次は腹部を」

　そう言って、今度は胸の下から鼠そ径けい部ぶにかけてを、下に向けてさする。

　方向は上から下へだけ。円を描えがくように撫でても意味がない。

　位置を横にずらしていって、お腹なか全体を撫でるようにする。

　賈妃は胃のあたりが少し冷たかったので、そのあたりを温めるように念入りに撫でた。もしかしたら胃腸が少し弱いのかもしれない。

　冷えは女性にとって大敵で、いつどこでどんな悪さをするか分からないのが厄やつ介かいだ。

「ふふふ、お腹を撫でられるのなんて久しぶり」

　賈妃は先ほどとは打って変わって、穏おだやかな調子で言う。

　横になっているので、少しうとうとしているようだ。

「そうですね。大人になると、あまり機会はないかもしれません」

　何気なく相あい槌づちを打ちながら、今度は幼い頃お腹を撫でてくれた母のことを思い出した。

　先ほどから嫌に日本の家族のことを思い出すのは、賈妃が私の母と同じぐらいの年代だからかもしれない。

　今は仕事中なのだからと、その感傷を必死に振ふり払はらう。

「次に、お化粧を落として顔のたるみを引き上げます」

　化粧は妃嬪の嗜たしなみ。

　当然賈妃は、後宮内にある尚紅に来るためにきっちりメイクを施していた。

　私はいつもの要領で、ひまし油カスターオイルを使って彼女にオイルクレンジングを施す。

　まずは手のひらでオイルを温め、ゆっくり化粧と顔についた汚よごれ、それに老廃物を押し流していく。

　後半はいつもと少しやり方を変えて、顎あごから左右のこめかみまで、人差し指と中指の二本でフェイスラインをなぞっていく。

　これには輪りん郭かくを引き締しめる効果があって、顔のたるみを取るのにも効果的だ。

　それが終わると、今度は眉み間けんから生え際ぎわにかけて、同じ要領で撫で上げていく。

　重力でどうしても落ちてきてしまう、顔のお肉を引っ張るためだ。

　額や眉間にはどうしても皺しわが寄りやすいので、このマッサージを毎日続けることが大切。眉間から徐じよ々じよに横にずらしていき、額を全すべて撫で終わると私は一息ついた。

「さて、次は肌はだに潤うるおうを与あたえますね」

　そう言って賈妃ひの顔にあるひまし油をふき取ると、私は準備をしていた春麗に合図を出した。

　彼女はあらかじめお願いしておいた通り、湯気の立つ盥たらいを持ってこちらに近づいてくる。

　子美はその奥の専用の竈かまどで、今いま頃ごろ火の面めん倒どうを見ているに違いない。できれば賈妃とは顔を合わせたくないと、中に引っ込んでしまったのだ。

　後でたっぷり労ねぎらってあげよう。

「これは……？」

　盥に入っている緑色のお湯に、賈妃は不思議そうな顔をした。

　油分を与えられて艶つやのある肌は、彼女を少し幼くしている。

「これは、茶葉を発はつ酵こうさせずに蒸むして淹いれたものです。肌の老化を食い止める効果あります」

「まあ、ではこれを飲むの？　こんなに？」

　盥は賈妃の顔より少し大きいくらい。

　そこに入ったお茶を、飲み干すのは大変だ。

「違ちがいますよ。この湯気を顔に当てるんです」

「湯気を？」

　ざわざわと、賈妃付きの女によ官かんがざわめいた。

　私は緑茶が冷める前にと、椅子を調整して賈妃が前かがみの姿勢になるようにした。そして彼女の頭に布をかぶせ、熱すぎない距きよ離りに盥を置く。

　布をかぶるのは湯気が逃にげないようにするためだ。

　これで電気の要いらない簡易スチーマーのできあがり。

　肌に潤いを与えて、更さらに汚れが落ちやすくなる。

　おおよそ十分ぐらい経たったら、今度は冷めた緑茶で顔を洗ってもらった。お茶洗顔だ。最後に用意しておいた緑茶化け粧しよう水をつけて、完了。

　化粧水はいつものように、緑茶の葉をお酒に漬つけておいた。これは蘭花にではなく母に作ってあげたのと同じレシピだ。

　あとは侍じ女じよに頼たのんで、賈妃に服を着せてもらう。

　全てが終わった後、自分の顔を触った彼女の目はみるみる輝かがやきだした。

　慌あわてて鏡を覗のぞき込む賈妃。

　その様子は、まるではしゃぐ少女のようだ。

　房ぼう室しつに来た時の不ふ機き嫌げんな様子も、どこかに霧む散さんしてしまった。

　いつもとは違う主あるじの様子に、侍女達も戸と惑まどっている。

「輪郭が、さっきまでと違うわ。まるで昔のよう……」

　賈妃はほうと満足げな溜ため息いきをついた。

　嬉うれしくて、思わず私の顔も緩ゆるんでしまう。

「これを毎日続けますと、もっと効果が出てきます。ぜひ続けるみてください」

「もちろんよ！　楽しみだわ」

　実際にやるのは侍女達だろうが、賈妃が緑茶美容コースを気に入ってくれてよかった。

　私のように日本人ならばかぎなれた緑茶の匂においも、慣れない人にとってはどう感じるか分からなかったからだ。

　中国茶より抗こう酸さん化か作用が強いという理由で緑茶を使ってみたが、予想以上に喜んでもらえてほっと安あん堵どの溜息を漏もらした。

　しばらくそうしてはしゃいでいた賈妃だったが、急に我を取り戻もどしたのかコホンと咳せき払ばらいをした。

「えー……、とりあえずは礼を言っておくわ。まだ認めたわけではないですからね」

　そう言って彼女は、来た時と同じように輿こしに乗って帰っていった。

「行った？」

　ひょっこりと、まるで小動物のように子美が奥から出てくる。

「うん。満足してくださったみたい。よかった」

　そう言うと、子美の硬かたかった表情も少し緩んだ。

「そうなの。よかったわね」

「子美のお陰かげだよ。お湯を沸わかしてくれてありがとう」

「たっ、大したことじゃないわよ」

　そう言うが、彼女の額には汗あせが滲にじんでいるし、頰ほおはうっすら煤すすで黒くなっていた。

　この世界では、お湯を沸かすのですらなかなかに大変だ。

「ううん。出してくれた時、熱すぎると火傷やけどしちゃうし、ちょうどいい加減だった。本当に助かったよ！」

　本心だったが、労う気持ちも込めてちゃんとお礼を言うと、子美はぷいとそっぽを向いてしまった。

　どうも照れているらしい。

　とにかく、そうして緑茶作戦は大成功で幕を閉じたのだった。
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　黒曜が私の寝ね起おきする尚紅にやってきたのは、その夜のことだ。

　政務が相変わらず忙いそがしいらしく、やってきたのは日がとっぷりと暮れた後。春麗や子美が宿舎に戻り、私も化粧水の漬かり具合を見て寝ようとしているところだった。

　黒曜は自分の後宮に、まるで忍にん者じやのように忍しのんでやってくる。

　禁色の袞こん服ふくではなく、夜に溶とけ込むような黒の深衣という念の入れようだ。

　大々的に皇こう帝ていのおなーりーとやられても困るが、これはこれで心臓に悪い。

「来るなら来るって知らせてほしい」

　騒さわぎにならないよう声を潜ひそめつつ、不満を伝えようと睨にらみつける。

「仕方ないだろう。仕事に区切りがつくか分からなかったんだ」

　まるで夫ふう婦ふみたいな会話だと、私は恥はずかしくなった。

　顔が赤くなっている気がするので、黒曜に見られないよう背を向けて竈へ急ぐ。

（私ばっかり、気にしてるみたいじゃないか）

　あの日───妃きさきになれと黒曜に言われた日、キスしたことを。

　それ以来何度か顔を合わせたけれど、黒曜があのキスについて言げん及きゆうしてきたことはない。勿論妃になれと言ったことに対しても。

　それで助かっている反面、なんだかもやもやしてしまう。

　でもだからって、皇帝陛下をもてなさないわけにはいかない。昼間使った茶葉の残りがあるので、私はそれで緑茶を淹れた。

　茶器に注いだ緑色の液体に、黒曜もまた目を丸くする。

「今度は何の茶を飲ませる気だ？」

　彼は少し楽しげに言いながら、器うつわを手に取った。

　正体も分からないお茶を、それでもしっかり飲む気なのだから、もっと気をつけなくて大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になる。

　信じられないことだけれど、皇帝は命を狙ねらわれるのなんて日常茶さ飯はん事じなんだそうだ。

　皇太后の失しつ脚きやくでその機会も減ったそうだけど、強ごう引いんな手法で改革を進めているらしく反発も少なくないと女官達の噂うわさで聞いた。

　賄わい賂ろを取り締しまるのは当たり前だと思うのだけれど、以前はそれが普通だったというのだからびっくりだ。

　黒曜がしていることは正しいと思うし、私も彼のすることを応おう援えんするつもりでいる。

　ただ、何かを変えようとすると反発はつきもので、その反発に遭あって彼が傷つけられるんじゃないかと、私は心配なのだ。

　深潭が口を酸すっぱくして注意しているだろうから、私が改めて言うことでもないのだろうけど。

「ちゃんと、後宮の茶園で貰もらって来たお茶ですよ」

　同時に淹いれたお茶を、私の方が先に飲む。

　本来、客人より先に飲むのはマナー違い反はんだ。でも相手は皇帝なので、私が毒見をするのが筋だと思う。

　口の中には、昼間と同じ爽さわやかな香かおりが広がった。

　榮のお茶も嫌きらいではないが、やはり故郷のお茶と似た味にほっと懐なつかしいものを感じる。

「うん、悪くない」

　私に続いてお茶に口を付けた黒曜は、穏おだやかな笑えみを浮うかべている。

　その目の下はわずかに落ちくぼんでいて、あまり眠ねむれていないのだろうかと心配になった。

　カフェインの入っている緑茶を出したのは、少し失敗だったかなと思う。

（やっぱり忙しいんだ。なら無理してこなくてもいいのに……）

　そんな可愛かわいくないことを考えてしまった。

　私だって、黒曜に会えるのは嬉しい。でもそのために、無理はしてほしくないのだ。

　それに、妃になれと言われて断った手前、二人きりは気まずいという思いもあった。

「ちょっと、待っていて」

　私はそう言って、竈の鍋なべに残っていたお湯で布を絞しぼった。厚めの布を、蒸むしタオルの代わりにする。

「これを、瞼まぶたの上に載のせて───」

　私の突とつ然ぜんの行動に驚おどろいているのか、黒曜は言われるがままだ。椅い子すに座ったまま首を少し後ろに傾かたむけて、布が落ちないようにしている。

　その間に今度は、化け粧しよう品の材料入れに使っている薬棚だなから、ひまし油を取り出した。

　尚紅の仕事には欠かせないものだから、いつでも切らさないようたっぷりと常備してある。

「鈴音？」

　戻ってきた私の気配に気づいたのか、黒曜が布を取ろうとした。

　私は彼の手首をつかんで、それを押し留とどめる。

「待って。このまま」

　困こん惑わくした様子の黒曜に構わず、私は座っていた椅子を黒曜に近づけた。

　そして手にひまし油を付け、もう片方の手で布を取り上げる。

　戸惑いがちに黒曜が目を開ける。

「おい、次は何を───」

「いいから、黙だまって」

　私の中で、完全にスイッチが切り替かわった。くつろぎモードからお仕事モードになる。

　ひまし油は飲むと下げ痢りになるので、口に入っては大変だ。動どう揺ようする黒曜に、口を閉じるように言った。

　後は両手の人差し指から小指で顔を固定し、ひまし油を塗ぬり付けるように、親指で顔にあるツボを押していく。

　左右の鼻の付け根にある睛セイ明メイ。眼がん窩かの一番眉み間けんに近い端はじにある攢サン竹チク。眉まゆ毛げの真ん中の少し下、眼窩とぶつかる位置にある魚ギヨ腰ヨウに、眉まゆ尻じりにある絲シ竹チク空クウ。こめかみにある一番へこんだ部分は太タイ陽ヨウで、目の真下の骨との境目にあるのが承ジヨウ泣キユウだ。

　これを順番に、右目は右回り、左目は左回りに押していく。一つのツボを五秒ぐらい押して、ちょっと多めに三周。

　二周目ぐらいには眉間の皺しわが和やわらぎ、三周目が終わる頃ころには黒曜は寛くつろいだ顔になっていた。

　よかった。

　パソコンで目が乾かわくと嘆なげく友人のために調べておいたマッサージが、役に立ったようだ。

　パソコンではないけれど政務で文字を沢たく山さん読む黒曜も、目が疲つかれて顔の筋肉が強こわ張ばってしまうのだろう。

「気持ちいいが、驚かせるのは止やめてくれ」

　顔についたひまし油を拭ぬぐっていると、黒曜は頰をわずかに上気させて言った。

　布が熱すぎたのかもしれない。

「ごめんなさい。でも楽になったでしょう？」

「それはそうだが……」

　黒曜の眉間に、再び皺が寄った。

　そのまま彼が頭を抱かかえてしまったので、私も何が悪かったのか分からずじまいだ。

「まあいい。それより、そろそろ答えは出たか？」

「答え？　なんの？」

「俺の妃になる覚かく悟ごはできたのか？　と聞いているんだ」

　顔から火が出るかと思った。

　先ほどとは比べ物にならないほど、顔が熱い。

　見ることはできないけれど、きっと茹ゆで蛸だこのように真っ赤になっているに違ちがいない。

「な、なななななに言ってるアル！」

　不意に出た『アル』に、自分が動揺していると思い知らされる。

　春麗の厳しい指導で直っていたおかしな言こと葉ば遣づかいも、驚くと地が出てしまうのだ。

　でもそれは、黒曜が悪い。

　突然、私が驚くようなことを言うから。

「だって、それは……」

　マッサージのために近づいていた距きよ離りを、ずずずずと後ずさって広げた。

　黒曜はすっと立ち上がり、私を追い詰つめるようにゆっくりと近づいてくる。

「前に言っただろう。俺の妃になってくれと」

「でもそれっ、断ったアルよ!?」

　そう。私は断った。妃にはなれないと。

　しかしその答えは、黒曜を納なつ得とくさせるのには不十分だったようだ。

「あの婆ばばァを追い出すのに十年以上待った俺が、そんなすぐに諦あきらめるとでも？」

　自じ嘲ちようするように、彼は言った。

『婆ァ』というのは、一昨年おととしの終わりに離り宮きゆうに蟄ちつ居きよを言い渡わたされた彼の義母、皇太后のことだ。

　幼くして皇太后の傀かい儡らいになった黒曜は、乳ち兄きよう弟だいである深潭と一いつ緒しよに皇太后没ぼつ落らくの時を虎こ視し眈たん々たんと狙っていたのだという。

　そんな彼にしてみれば、私の抵てい抗こうなんて可愛いものかもしれない。

　というかむしろ、黒曜の方が執しゆう念ねん深すぎるのだ。

　いつもは素知らぬ顔でどちらかというと素っ気ない風に見えるのに、実は熱血漢で執念深いなんて反則だと思う。

「諦めるも何も、私そんなつもりは……」

　まごついている間に、壁かべ際ぎわにまで追い詰められてしまった。

　黒曜との身長差は大きくて、こんなに近づかれては上を見上げなければ顔も見えない。

　でも顔を見るのは妙みように気き恥はずかしくて、私は思わず俯うつむいてしまった。

「だって、妃きさきなったら後宮探さぐる、できないよ？　化粧けわい師しだから、気を許すしてみんな色々教えてくれるのに」

　複雑に編まれた黒曜の髪かみが、目の前でつやつやと光っている。

　そうだ。私は黒曜に頼たのまれて隠おん密みつとして、後宮に入った。皇太后の弱みを摑つかんでほしいという、依い頼らいを受けて。

　皇太后が蟄居になってからも、その約束は続いている。

　少しでも黒曜の役に立つようにと、後宮の噂には敏びん感かんでいるつもりだ。

　なのに妃になったらもう、そんな風に役に立てなくなってしまう。

　役に立てなくなったら、黒曜はすぐ私に飽あきてしまうんじゃないか───不意に、そんな考えが頭をよぎることもある。

　否定されるだろうから、本人には絶対に言えないけど。

　一年以上伸のばして、ようやく鬘かつらの要いらなくなった髪を一ひと房ふさ、節くれた指が摑んだ。

　引っ張られるのかと怯おびえたが、黒曜のそれからの行動は私の想像を超こえていた。

　彼は私の目の前で、その毛先に口づけたのだ。

「なっ！」

　何かを言えば息がかかりそうな距離だ。

　叫さけびを堪こらえるため、思わず顔を両手で覆おおった。

「気は長い方だが、だからと言っていつまでも我が慢まんできるわけじゃない。俺に無む理り強じいはさせないでくれ」

　耳元でそう呟つぶやくと、間近にあった黒曜の体温は去っていった。

　恐おそる恐る顔から手を外すと、部屋から出ていく黒い背中が見える。
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　戸が閉まった瞬しゆん間かん、膝ひざから崩くずれ落ちる。

　今まで黒曜は、口では乱暴なことを言っていても、何かを強要しようとしてきたことなんてなかった。

　花か酔すい楼ろうから無む理り矢や理り連れ去った時だって、結局はお金と言葉で私を説得して、後宮へ間かん諜ちようとして忍しのび込んでほしいと頼んできたのだ。

　国で一番偉えらいはずの彼が、頭まで下げて───……。

　私はお金が欲しくて、彼の頼みを引き受けたんじゃない。

　わざわざ花酔楼の皆みんなからの手紙を届けてくれた、黒曜の誠意に感動したんだ。だからバレれば殺されるかもしれない、間諜なんて危険な役目を引き受けた。

　そんな黒曜を、嫌きらいなはずはない。

　むしろ好きだと思う。

（でもお妃様になんて、なれるはずないよ。私はこの世界では身寄りもなにもない孤こ児じで、妃になっても黒曜に何もしてあげられないのに）

　つまるところ、私が黒曜の誘さそいを断っている理由はそれだった。

　後宮には沢山のお妃様がいる。

　美しい人。聡そう明めいな人。無む邪じや気きな人。何かに秀ひいでた人。

　百花とはよく言ったもので、ここには多種多様な花が咲さき、しかもそれぞれに確かな後ろ盾だてを持っている。

　その中の誰だれを皇后にしても、きっと黒曜には何かしらの恩おん恵けいがあるはずだ。

　名門貴族の令れい嬢じようや、或あるいは諸外国から献けん上じようされた姫ひめを寵ちよう愛あいすれば、彼の目指している国づくりに少しでも早く近づくことができる。

　でも私は、そうじゃない。

　妃になったところで、黒曜には何も与あたえてあげられない。

　後ろ盾はないし、日本にいた時だって一いつ般ぱん家庭の子供だった。今も昔も、権力にはちっとも縁えんがない。

　だから妃になる資格なんて本当はないんだ。

　それにもし、黒曜の妃になったとして。

　私は自分より美しい他ほかの誰かと、黒曜を共有することなんてできない。

　きっと今より苦しくて、悲しいはずだ。後宮に残ることを決めることにすら、後こう悔かいするかもしれないと悩なやんだのに。

　だから私は今のまま、尚紅の化粧師として黒曜の傍そばにいたいのだ。

　そうすれば、苦しい思いをしなくて済むから。いい国を作りたいという、黒曜の夢の邪じや魔まにならずに済むから。

　でもそれを正直に言ったところで、気にするなと言われるのは目に見えていた。

　だから私ははっきりと拒きよ絶ぜつもできないまま、ただ問題を先延ばしにすることしかできないでいるのだ。

　けれど───この中ちゆう途と半はん端ぱな態度を後悔する日が来るなんて、その時の私には想像もつかないことだった。
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　雲うん州しゆう虎こ柵さく県。

　榮の最北部に位置する、かつての皇こう帝ていが荒あらぶる虎とらを封ふうじ込めたという伝説の残る地である。

　皇太后───前皇帝の皇后であった女が、勢力を失い蟄居を命じられた離宮がこの地にはあった。

　広大で寒冷な草原を背に、その土地は長年蛮ばん族ぞくの襲しゆう来らいに脅おびやかされてきた。

　季節と共に移動する彼らは遊牧民で、冬の訪おとずれを前に南下し食しよく糧りようを求めて榮の村を襲おそうのだ。

　そのため、虎柵県には鎮ちん戍じゆと呼ばれる前線基地が置かれ、冬になると最大で一万人を超える兵が滞たい在ざいしていた。

　この兵は兵募と呼ばれる臨時に徴ちよう兵へいされた平民であり、その多くは近きん隣りんの地域に住まう若者だった。

　そんな中、皇太后が蟄ちつ居きよのために与えられたのは玄げん冥めい宮きゆうという古い建物だ。

　前王朝から引き継つがれたその建物は、元は卜ぼく占せんを行うために建てられた廟びよう宇うだった。だから宮というのは名ばかりで、隙すき間ま風かぜは吹ふく、耗子ねずみは出るのひどい有様だ。

　そんな玄冥宮で彼女は一人、ぼんやりと窓の外を眺ながめていた。

　そこに、なにやら慌あわただしい足音が近づいてくる。

　足音の主は、部屋に入った途と端たん声を張り上げて言った。

「[image: ][image: ]マーマ、今日という今日は手伝ってよね。食糧庫の耗子を、一いち網もう打だ尽じんにしてやるんだから！」

　箒ほうきを手に宣言するのは、流行の襦じゆ裙くんではなく古めかしい深衣姿の、大層な美人だ。

　その名も佳けい佳けい。またの名を芙ふ蓉ようといい、ついこの間まで王都で妓ぎ女じよをしていた。

　妓女といってもその位は様々で、彼女の場合はその最上位。金持ち御ご用よう達たしの花酔楼に、この人ありと謳うたわれた妓女である。

　しかし傾けい国こくの名を恣ほしいままにした面おも影かげは既すでになく、少し日焼けしたその顔は生命力に満ち満ちていた。

　かつての客達は彼女の変化を残念に思うかもしれないが、見る者によってはその瞳ひとみの輝かがやきにより深く心奪うばわれてしまうに違ちがいない。

　深衣は袖そで口ぐちの広がった一枚着を体に巻き付けて胴どうで縛しばる衣服だ。彼女は更さらにそこに襷たすきをかけて袖をまとめ、働くための準備を万ばん端たん整えていた。

「そんなこと、哀あい家かにできるわけないじゃないの」

　口をとがらせるのは、とても芙蓉の歳としの子供がいるとは思われないような美女だ。

　その唇くちびるは紅を塗ぬらなくても赤く、ゆったりとした声こわ音ねは楽がくに耳を傾かたむけているかのよう。

　彼女が悪名高き榮の皇太后だと知らなければ、男どころか女ですら二人の美女に釘くぎ付づけになったことだろう。

　先年離り宮きゆうに送られた二人は、この一年でようやくこの北方の街に慣れ始めたところだ。

「できるできないじゃなくやるの！　耗子にお米を食べられたら、折せつ角かく蟄居で済んだというのに飢うえ死にしてしまうじゃないの」

「食糧なら王都から送らせればいい。哀家の娘むすめともあろうものがぎゃーぎゃー騒さわがないで頂ちよう戴だい」

「お上品にしてお腹なかが膨ふくれるか！　もういい！　アタシは先に行くから、着き替がえて絶対に手伝ってよね」

　男を籠ろう絡らくしていた頃ころとは何もかもが違う。来た時と同じ素す早ばやさと騒そう々ぞうしさで部屋から出て行った。

　皇太后は、静かにその背中を見送る。

　面めん倒どうくさそうな口調とは裏腹に、彼女の口元にはうっすらと笑えみが浮ういていた。

　しかしその小さな笑みは、部屋の中に吹いたささやかな北風と共に消えてしまう。

　芙蓉と相対していた時の柔やわらかさがごっそり抜ぬけ落ち、彼女は北風よりも更に冷たい口調で言った。

「……して、今更このようなところに何用じゃ？」

　するといつの間にか、音もなく部屋の隅すみに黒ずくめの男が立っている。まるで冥めい界かいから命を取りに来た鬼クイのようだ。

　男はすぐさま膝を折ると、零れい落らくした皇太后に敬意を払はらう姿勢を見せた。

「お気づきでしたか。流石さすがは榮にこの人ありと謳われたお方」

　それを皇太后は、軽けい蔑べつしたとでもいわんばかりに睥へい睨げいする。

「今更哀家に媚こびを売ってなんになる。見え透すいた世辞はいらぬ。さっさと用件を申せ」

　厳しい対応だが、しかし男に臆おくした様子はない。

「我が主あるじが、貴方あなた様のお力を借りたいと」

「ではすぐさま帰ってその主とやらに伝えろ。貸すような力はもう哀家にはない、とな。金も力もすべて奪われた。哀家はこの地で朽くちるのみよ」

「おや、一時は王都で権勢を振ふるったお方が、随ずい分ぶんと気弱なことを仰おつしやる」

　どこか芝しば居いめいた男の物言いを、皇太后は鼻で笑った。

「嬲なぶるか。人を呼んでもよいのだぞ。警備を抜けてここまで来たのは見事じゃが、包囲されてはいかな破房子あばらやとはいえ抜け出ることもできまい」

「そう虐いじめてくださいますな。貴方様にとっても、悪くはない申し出かと」

　しかし皇太后はにべもない。

「聞かぬ。ぬしの声で耳が穢けがれたわ。兵を呼ばれたくなくばとっとといね」

「そう仰らずに……」

　猫ねこなで声を出す男に、愛あい想そは尽つきたとばかりに背を向ける。

　しかし、それで終わりにはならなかった。

「実に美しい、娘さんですね？」

　男の呟つぶやきに、皇太后の顔つきが変わる。

「……どうやら、余よ程ほど人を呼ばれたいようじゃの？」

「おやおや恐おそろしい。わたくしはただ、美しい娘じよう子しですねとお褒ほめしただけですよ」

　笑みの形に歪ゆがんだ男の目。

　話を続けながらも、皇太后は振り返らない。

「気味の悪い男じゃ。哀家を嬲りたいのならさっさと殺せ。覚かく悟ごならとうにできておる。むしろ短気なぬしの飼い主が、よく一年も哀家を放ほうっておいたものじゃ」

　男の素す性じように、皇太后は察しがついているようだった。

　まだ春にならぬ北方の冷たい風が、窓から入り込み彼女の髪かみを揺ゆらす。

「まさか、そのような勿もつ体たいのないこと」

　次の瞬しゆん間かん、男の気配は皇太后の背後に一瞬にして移動していた。

　結ゆってもいない黒く艶つややかな髪を一ひと房ふさ、男がぎゅっと握にぎる。まるでいつでも殺せるのだから、それが今である必要はないとでも言わんばかりに。

「雨う露ろ様からの伝言です。青児を弑しいし、聖せい母ぼ神しん皇のう様とその娘子に、再びこの国を差し上げる、と」

　低い囁ささやきに、皇太后は一瞬たじろいだ。

　そしてそれを隠かくすように、低く笑う。

「ふん。鹿しかを逐おって山を見ぬ昏ばかが」

　利益しかを追って道理を失った者の喩たとえを口にし、彼女は団扇うちわで口元を隠した。

「その話、詳くわしく申せ。協力してやらんこともない」

　すると男は、我が意を得たりとばかりにもう一度にたりと笑ったのだった。
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　梅樹の花が咲さき誇ほこる麗うららかな日に、皇こう帝ていの座す龍りゆうの間は緊きん迫ぱくした空気に包まれていた。

「虎柵県で反乱？　馬ば鹿かな！」

　黒曜───龍宝は思わず紫し檀たんの机を叩たたいた。

　バシンという乾かわいた音が、房ぼう内ないに響ひびき渡わたる。

　報告した深潭の顔もまた、緊きん張ちようでわずかに引きつっていた。

「早馬の報しらせによれば、鎮戍の兵募が多数参加しているとのこと。自分達がいつまでも富まないのは国の失策のせいだと、触ふれ回っている者がいるようです」

「玄冥宮の様子は？　あの女の企くわだてか」

「それはまだ分かっておりません……玄冥宮は多数の兵に包囲されており、近づけるものではないと……」

「とにかく、すぐにでも兵を送らねば。蛮ばん族ぞくと手を組まれたら取り返しがつかないぞ！」

　話に割り込んできたのは、龍の間に詰つめていた翠月だった。

　逃とう亡ぼう生活で国内を放ほう浪ろうした経験を持つ彼は、国内の地理や情勢に詳しい。

「既に手を結んでいる可能性は？」

　龍宝の問いかけに、深潭は慎しん重ちように言葉を返す。

「例年、蛮族の進軍は収しゆう穫かくを終えた秋の終わりです。今は厳しい冬を終えたばかりで蓄たくわえもなく、また春の作付けを妨ぼう害がいするのは彼らにとっても本意ではないでしょう。現状では、挙兵に蛮族が関かかわっている可能性は低いかと」

　榮の北方に住むのは、季節ごとに移動しながら暮らす遊牧民族だ。彼らは馬の扱あつかいに長たけており、精強な兵は食しよく糧りようを奪うため毎年のように国境線を越こえてくる。

　しかしそれは大たい抵てい秋の終わりという限られた時期だ。蛮族は冬の蓄えを得るため収穫のあとに狙ねらいを定めてくる。それは逆を言えば、田畑の作物を育てるために重要な春から秋にかけては事を仕し掛かけてこないということだ。

「しかし場所が場所ですから、断言はできません。反乱軍が報ほう酬しゆうを約束して彼らを雇やとい入れれば、鎮ちん圧あつはより難しいものになるかと……」

　深潭のいつも以上に難しい表情に、三人の間には気まずい空気が流れた。

　民たみを守り侵しん略りやくを防ぐための鎮ちん戍じゆだが、それが仇あだになった。

　徴ちよう兵へいした民兵を一か所に集めていたことで、反乱が起きやすくなっていたのだ。

　一昨年おととしまでの皇太后による垂すい簾れん聴ちよう政せいによって、国は民からの信しん頼らいを失っている。度たび重かさなる賦ふ役えきと徴ちよう税ぜいで追い詰められた彼らが、反乱を起こしても仕方のない状じよう況きようではあった。

「とにかく、その煽せん動どうしている者達の素性を調べさせろ。玄冥宮のある虎柵県で反乱が起こったのには、何か理由があるはずだ」

　前皇帝の正妻である皇太后が、玄冥宮に蟄ちつ居きよさせられているという事実を知る者は少ない。

　場所を公表すれば彼女の存在を悪用される危険性があると考え、龍宝達はその場所を敢あえて公開せずにいたのだ。

　反乱が起きたのがもし偶ぐう然ぜんでないとすれば、皇太后の蟄居先を知る者が反乱に関わっているはず。

　そこまで考えて、龍宝は用心深く息を吐はいた。

「アレはどうしている？」

　彼の問いかけに、深潭はあらかじめ答えを用意していたのか淀よどみなく答えた。

「城下にある私し邸ていにて、大人しくしている様子です。しかし……」

「しかし？」

「邸第やしきに潜せん入にゆうした密みつ偵ていが、立て続けに消息を絶っています。油断は禁物かと」

　龍宝は思わず笑いたくなった。

　あちらもこちらも敵だらけ。皇帝なんて名ばかりだと弱音の一つも吐きたいが、深潭と翠月の手前それもできない。

　───鈴音。

　ふと、彼は後宮にいる娘むすめを思い起こした。

　妃きさきになってくれと言っても、首を縦には振らない女だ。

　皇帝の求きゆう婚こんを断る娘など、龍宝は聞いたことがない。

　それでも辛しん抱ぼう強づよく彼女の心変わりを待つつもりでいたが、事情が変わった。

　自分はそんな悠ゆう長ちようなことを言っていられる立場ではなかったのかもしれないと、思い知る。

「わかった」

　龍宝の決断は早かった。

「将軍を呼べ。虎柵県に親しん征せいを行う」

　その言葉に、向かい合っていた深潭と翠月は言葉をなくした。

　親征とは、天子が自ら軍を率いて遠征を行うという意味だ。

　兵士の士気は上がるが一方で皇帝を失いかねないという危険があり、建国間もない国ならまだしも、ある程度成熟した国家ではまず行われないことである。

「陛下！　何も陛下自ら鎮圧に向かわずとも……」

　押し留とどめようとする深潭の言葉を、龍宝が遮さえぎる。

「いや、虎柵県の反乱には即そく座ざに、かつ断固として対応しなければならない。各地で後に続く者が出ては困るのだ」

　彼は何も、血気に逸はやって親征を宣言したわけではなかった。

　その口調は静かで、落ち着いている。

「皇太后を排はいしたとはいっても、あれの食い荒あらした国は病人と同じだ。ほんの少しのことで崩くずれかねん。反乱が各地に飛び火すれば、もう手当てのしようがない」

　今、榮の国内は反乱を起こした者達同様、不満を持つ者で満ち満ちている。

　皇太后を朝ちよう廷ていから排除して後、龍宝は弱者にも優やさしい政治を施ほどこそうとしたが、まだその試みも末まつ端たんまで行き渡らないのが現状だ。

　そんな中虎柵県での反乱に、各地の不満分子が呼応すればどうなるか。榮は一転して内乱の時代に逆ぎやく戻もどりしかねない。

　龍宝の胸にあったのは、その事態だけはなんとしても避さけなければならないという責任感だった。

「それはその通りだが、地じ盤ばんも固まっていない今の朝廷を、お前が空けるというのか？」

　皇帝相手にもかかわらず、翠月は不ふ遜そんな態度で言う。

　そんな彼の顔にも、明らかな焦あせりが浮うかんでいた。

　ふと、龍宝の張り詰めた顔が一瞬だけ緩ゆるむ。

「だからこそ、お前を雇い入れたんじゃないか。しっかり働いてくれよ、御ぎよ史し大たい夫ふ」

　龍宝が無む理り矢や理り浮かべた笑えみに、翠月は虚きよを衝つかれた顔になった。

「俺が竜りゆう原げんを空けている間に、深潭と協力して使えるやつと使えないやつの選別をしておいてくれ。百官の人事権を一時譲ゆずり渡す。華家に従って在野に降りた者も多い。彼らを呼び戻すのは、華家の当主であるおぬしにしかできんことだ。ついでに、こんなつまらん事態を引き起こした阿あ房ほうを、捕つかまえておいてくれても構わんのだがな」

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられていた翠月が苦く笑しようする。

　彼は皇帝をぎろりと睨にらみつけて言った。

「……人使いが荒あらいことだ。選せん択たくを誤ったかもしれん」

　憎にくらしく言う翠月だったが、二人の会話に黙だまってはいられぬと深潭が割り込んでくる。

「陛下！　任にん免めん賞しよう罰ばつを司つかさどるのは吏り部ぶの役目。諸官を蔑ないがしろにすれば反発が出ます」

　しかし龍宝は涼すずしい顔だ。

「吏部尚しよう書しよは昨年更こう迭てつして以来空席だろう。それを兼任させておけ」

「そんなことをすれば権力に偏かたよりが出ます。いくら華家当主とはいえ、先日まで髪かみ結ゆいをしていた者を、なにゆえ陛下はそこまで重用なさるのです！」

　深潭が恐こわい顔をより鋭するどくして捲まくし立てる。

　腹心の舌ぜつ鋒ぽうに、しかし龍宝は怯ひるまない。

「それは翠月が、俺に阿おもねらないからだ」

　彼の言い放った言葉に、深潭は言葉をなくした。

「この男は官吏になろうが俺を敬わない。つまり阿っても己おのれに利するところがないと考えているのだ。この男が欲しいのは金や名めい誉よではない。ならば賄わい賂ろに目が眩くらむこともあるまい」

　それは貶けなしているようにも、或あるいは途と方ほうもない誉ほめ言葉のようにも聞こえた。

「言っていろ。そのうち寝ね首くびをかかれるかもしれないからな」

　そう言って、翠月は足音荒く龍の間を出て行った。

　残されたのは、憮ぶ然ぜんとした顔の深潭と満足げな龍宝だ。

　そして宰さい相しようである深潭は、大きな大きな溜ため息いきをついた。

「我が主あるじの無む謀ぼうは、今に始まったことではないと諦あきらめます。しかし戦場ではくれぐれも、血の気に逸って先せん鋒ぽうになど飛び出しませぬよう」

「はは、いくら何でもそこまで恐いもの知らずじゃない。この国は今が大事だ。それは俺も分かっている」

「国のためだけでなく、御おん身みをお大事にしてください。乳ち兄きよう弟だいとして、お頼たのみ申し上げます」

　畏かしこまって頭を下げる深潭の肩かたを、龍宝は軽く叩たたいた。

「分かっている。お前にも苦労を掛かけるが、頼むぞ」

　二人の間に一瞬の沈ちん黙もくが流れ、そして彼らは仕事に戻った。

　皇帝の親征となれば、処理しなければならない事こと柄がらは山のようにあり、深潭が矢のように房ぼう室しつを出ていく。

　翠月も深潭も、今から夜を徹てつしてその準備に取り掛かるのだろう。

　一人残された龍宝は、ぎらりと目を光らせた。

　手が震ふるえるのは、恐おそれではなく武む者しや震ぶるいだ。

　───早く、早く。

　気が急せいた。

　一刻も早く、反乱を鎮しずめ王都に戻らねばならない。

　足音荒く、彼は仁じん貴きのいる北ほく衙がへと向かった。
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　それから十日も経たたぬ内に、北衙禁軍を中心とした三万余の軍勢が王都を発たった。皇こう帝ていの親征軍としては、過去に例がないほどの小規模な軍である。

　しかしそれはあくまで数字の上でのことで、三万のほとんどは馬に乗った騎き兵へいであった。それも機動力を重視した甲かつ冑ちゆうをつけない軽騎兵で、これは馬を巧たくみに操あやつる蛮ばん族ぞくを警けい戒かいしてのことである。

　馬にも鎧よろいをつけた重騎兵は防ぼう御ぎよ力に優すぐれるが、代わりに速度を犠ぎ牲せいにしなければならない。そして長い蛮族との戦いの歴史は、重騎兵では速さで圧あつ倒とうされ蛮族に勝てないということを龍宝に伝えていた。

　服装ですら、蛮族に勝つため遊牧民を真似まねた胡こ服ふくを纏まとっている。

「まったく、恐ろしい無む茶ちやをなさいます」

　指揮官及および皇帝の護衛として、副官に任命されたのは趙ちよう仁貴だ。彼はその鯰なまず髭ひげを指で整えながら、馬を進めて苦笑を零こぼす。

「十日で軍を用意しろなどと。それも一将軍である臣を、恐れ多くも副官に任じなさるとは」

　二人の位置は、軍のちょうど中ほど。

　一足先に空の御み輿こしを運ばせ、龍宝自身は仁貴とさほど変わらぬ武装をしていた。三万の軍勢に守られていようと、用心を怠おこたることはできないからだ。

　龍宝の下では、久々の遠出に雪せつ原げん公こう主しゆが嬉うれしそうにしている。

　戦争に行くのだから嬉しがるんじゃないと、彼は愛馬の首を撫なでた。

「なに、できると思ったから命じたまでだ。それともなにか？　反乱を鎮ちん圧あつする自信がないとでも？」

　龍宝がこともなげに言うと、仁貴は参ったとばかりに兜かぶとの上から頭を搔かいた。

「陛下にはかないませぬ」

　すると今度は、その皇帝自ら仁貴に馬を寄せてくる。

　周囲の目を引かないよう何気なく、しかし仁貴にぎりぎりまで近づいた龍宝は、周囲の兵には聞こえないよう声を潜ひそめた。

「お前には、もっともっと偉えらくなって貰もらわねばならん。三万程度で音をあげるなよ」

　無数の馬の足音にかき消され、その声は仁貴の耳を掠かすめるにとどまった。

　表情は変えず、仁貴はわずかに黙り込む。

　そして突とつ然ぜん、彼は呵か々かとして笑い出した。

「陛下の無茶は今に始まったことではありませぬが、さすがの臣も一本取られました」

「ふむ。いつまでもお前に負かされているばかりではいられぬからな」

　仁貴は龍宝にとって特に親しい将軍であり、馬術の指南役でもある。

　馬の扱あつかいに慣れた心根の優しい男で、龍宝はそういう人間にこそ軍を束ねる地位にいてほしいと思っている。

　勿もち論ろん荒あら事ごとに関しても手て練だれで、心優しいからといって敵に怯むことはない。

「さて、それはそうと陛下。以前言ってらした〝会いたい女ひと〟とは、どうなりましたかな？」

　反はん撃げきとばかりに、突然飛んできた仁貴の問い。

　驚おどろきのあまり、龍宝は馬から転がり落ちるかと思った。

「突然何をっ」

「突然ではありませぬぞ。僭せん越えつながら臣に真っ先にお知らせいただけるとのことでしたのに、とんと音おと沙さ汰たがございませんので」

　仁貴が言っているのは、以前遠乗りに出かけた際の約束だ。

　その〝会いたい女〟を皇后として擁よう立りつすればいいと勧すすめる仁貴に、龍宝は用心してことを進めたいからと明言を避さけたのだった。

　しかし約束を交かわしてから、もう半年以上の時間が過ぎている。

　話の雲行きが怪あやしいと感じたのか、雪原公主が不ふ愉ゆ快かいそうにしっぽを振ふった。

　普ふ段だんは気き性しようの大人しい扱いやすい馬だが、賢かしこすぎるのと主人のことが好きすぎるのは欠点と言えば欠点かもしれない。

　そして今の龍宝に、それを気き遣づかえる余よ裕ゆうはなかった。

　たっぷりの逡しゆん巡じゆんを置いて、龍宝が口を開く。

「……笑わないか？」

「臣が陛下をお笑い申し上げると？　まさか」

　自信満々に言い切る仁貴に、龍宝は思い切って真実を打ち明けることにした。

「妃きさきにはならないと、言われてしまったのだ……」

　馬上でがっくりと肩を落とす龍宝。笑わないと自信満々に請うけ合った仁貴も、これには呆気にとられた。

「なんと、お断りされたので？　まさか！」

　仁貴は小さな目をまん丸と見開いている。

　皇帝が振られるなど、それほどまでにありえない事態だからだ。

　美女三千人（現在は皇帝の女嫌ぎらいのせいで随ずい分ぶんとその数を減らしているが）と謳うたわれる後宮を持つ皇帝が、一人の女に袖そでにされて落ち込んでいるなどと、誰だれが想像できるだろう。

　仁貴はあまりのことに驚きを隠かくせない。

「榮の道理など通じぬ娘むすめだ。そういうこともある」

「なんと、異国の娘さんで？」

　仁貴の驚きぶりに、逆に龍宝は冷静さを取り戻もどすことができた。

　そもそも、妃にはならないと言われているだけで嫌いだと言われたわけじゃない。振られたわけではないのだ。厳密には。

「越こえるべき関は多かろうが、俺は絶対諦めぬぞ」

　力強く断言する皇帝に、仁貴は満面の笑えみを浮うかべた。

「その意気ですぞ陛下！　臣も精せい一いつ杯ぱい助力いたしますので、まずは反乱を鎮めそのお方に男を見せましょうぞ！」

　そう言って仁貴が腕うでを振り上げると、いつの間にか聞き耳を立てていた周囲の兵士達が、呼応するように雄お叫たけびを上げて腕を振り上げた。

　三万の兵に、どんどんその雄叫びが広がっていく。

　どうやら決起を促うながす雄叫びだと勘かん違ちがいされたらしい。

　龍宝はその様子に呆あつ気けにとられながら、とりあえず士気が上がったようで何よりと一人肩を落としたのだった。
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「親しん征せいだと!?」

　予想外の報しらせに、老人は思わず椅い子すから立ち上がった。

「ははははっ、自らの武勇を天下に知らしめようとでもいうのか。これはいい、笑いが止まらん！」

　彼の目的は、虎柵県に皇帝の目を引き付けておくことにあった。

　反乱の火が各地に広まることを恐れた龍宝が、急ぎ北方に軍勢を向かわせると予想して。

　それがどうだ。

　老人が睨にらんだ通り、どころか皇帝はわざわざ王都を留守にしてくれるという。

　出発した禁軍の数が少々少ないのが不満だが、いっそ虎柵県で死んでくれれば万ばん々ばん歳ざいだ。

「こうなれば本当に反乱軍は生き残るかもしれんな。使い捨てるつもりでいたが、やれやれあの女も悪運の強いことだ」

　そう言いながら、老人は上じよう機き嫌げんで再び椅子に腰こしを下ろした。

　いつもの不機嫌な様子はどこへやら、大きな椅子に埋うもれるように座り、脚あしまで組んでいる。

「皇太后も青児も我が手のひらで踊おどれぇ！　わしの天下は近いぞ！」

　まるで何かに取り憑つかれたように、老人は笑う。

　彼の静かな邸第やしきは、狂きよう気きに満たされていくようだった。
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　確かに、最近後宮が騒さわがしいなとは思っていた。

　あとは黒曜がちっともやってこなくなったとも。

　でも彼が忙いそがしいのはいつものことだし、尚紅の仕事にかかりきりであまり気にしていなかった。

　だからまさか、外でそんな大ごとが起こっているなんて、思いもしなかったのだ。

「虎柵県の反乱の鎮ちん撫ぶに、陛下御おん自ら親征なさるなんて素す敵てき！　なかなかできることではないわ！」

　胸を押さえ子美が放った言葉を、私は初め上手うまく理解できなかった。

「親征……ってなに？」

　尋たずねると、信じられないという顔をされる。

「あんた親征も知らないの？　陛下自ら軍を率いて遠征に行かれることよ！」

　怒ど鳴なり返され、思わず言葉を失う。

　春麗が、子美を押しのけるように私に近づいてきた。

「落ち着いてください鈴音様。親征とはいっても地方で起きた小さな反乱を鎮しずめるだけです。陛下の威い光こうを国中に見せつけるのが目的で、大きな武力衝しよう突とつにはならないでしょう」

　冷静な彼女の説明も、どこか遠くに聞こえた。

（武力衝突？　黒曜が？　だって黒曜が一番偉いんでしょう？　なのにどうして、自分で危ない場所に飛び出して行ったりするの？　それに、虎柵県ってまさか）

「虎柵県って確か……」

「皇太后が蟄ちつ居きよなさっておられる地です」

　私にだけ囁ささやくように、春麗が説明を加えた。

　どうりで、聞いたことのある地名なわけだ。

　虎柵県は皇太后の送られた場所。それは同時に、芙蓉姐ねえさんがその地にいることを示している。

　私は彼女が心配になった。

　けれど同時に、黒曜のことを考えようとすると頭が真っ白になってしまう。

（大きな武力衝突はなくたって、黒曜は戦争に行ったんでしょ？　剣けんとかで戦いに行ったんでしょ？　なのに皆みんな、どうしてなんでもない顔で見送れるの？　凄すごいって褒ほめるの？　もしかしたら死ぬかもしれないのに……一生会えなくなるかもしれないのにっ）

　そう考えた瞬しゆん間かん、震ふるえが止まらなくなった。

　ずっと傍そばにいたいから、後宮に残ったのに。

　黒曜が死んだら、尚紅を立て直すって夢も意味を無くす。

　気付けば私にとって、黒曜はこの世界で生きる理由になっていた。彼の頼たのみだから危険なことだってできた。妃にならなくたって、ずっと近くにいられればそれでいいんだって思ってた。

　でも───……。

（どうして、私に何も教えてくれなかったの？）

　最後に会った時は、そんなこと一言も言っていなかった。

　言われても私に何ができるわけじゃないけど、それでもこんな風に他人の口から知りたくはなかった。

　考えがまとまらなくて、ふと見た指先が震えている。

　そしてその指が、静かに滲にじんでいた。

「鈴音……」

「え？」

　自分が泣いていることに気が付いたのは、子美の声に戸と惑まどいが混じっていたからだ。

　どうして泣いているのだろう。

　黒曜の告白から逃にげた私に、泣く権利なんてあるわけない。

　なのに涙なみだが止まらないのだ。

　辛つらいのか悲しいのか。心はただただ混乱していて、涙の源となったもやもやとした感情に、名前を付けることはできそうになかった。

　春麗が差し出してくれた手しゆ巾きんを借りて、大人しく涙を拭ぬぐう。

　ふんわりと、優やさしい花の香かおりがした。

（化け粧しようとかしてなくて、よかった）

　まだ朝も早い時間なので、幸運にも化粧はしていなかった。

　もし化粧をしていたら、白粉おしろいは流れるわコンシーラーは滲むわでひどい有様になっていたことだろう。

　そのタイミングだけは、子美に感謝してもいいかもしれない。もし誰かお妃きさき様の房ぼう室しつで今の話を聞いたら、私は仕事ができなくなっていたことだろう。

　手巾に顔をうずめてすすり泣く私の肩かたに、そっと温かい手が置かれた。

「大だい丈じよう夫ぶです鈴音様。陛下はきっと無事お戻りになります。勿もち論ろん芙蓉様も。だからあまり、お嘆なげきになりませぬよう」

　春麗の平へい淡たんな言葉から、けれどその奥に隠された優しさや、彼女が私の涙に実は少し焦あせっているのが伝わってきた。

　母のようでも友達のようでもないが、私はその添そえられた手のお陰かげで少し落ち着くことができた。

「まさか鈴音、あんた禁軍に恋こい人びとでもいるの？」

　尚紅に戻もどって間もない子美には、私と黒曜の関係を知らせていない。

　秘ひ密みつ裏りに後宮内部の動向を調べているなんて知れば、彼女の身にも危険が及およぶかもしれないからだ。

　それでも彼女は、突とつ然ぜん泣き出した私を心配してくれていた。

（関係と言っても、少し気安く話ができるくらいのことだけどね。私達の間に、特別なものなんて何もない……）

　二人で話している時には忘れそうになるけれど、黒曜はこの国の皇こう帝ていなのだ。

　一方私は、後宮で働いているだけの一いつ介かいの化粧けわい師し。

　こんな大変な時に、自分にも何か言ってほしかっただなんて、そんなわがままを言える立場じゃないのは分かってる。

　でも、もし黒曜に何かあったら、先日のつまらないやり取りが最後になってしまう。そんなのは辛すぎる。

　突然、家族や親しい人達から引き離はなされた私だから余計に。

　胸が痛くてたまらない。私はなかなか止まらない涙を拭いながら、自分の無力さを嚙かみしめるより他ほかなかった。
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　悲しかろうが辛かろうが、今の私が黒曜にしてあげられることは何もない。

　私は不安を振ふり切るように、尚紅の仕事に熱中した。

　今日は朝一番に賈妃ひとの約束があったので、彼女の房室にお邪じや魔まする。

　尚紅にあった特製の椅い子すが彼女はお気に召めしたようで、早さつ速そく翌日には己おのれの房にそっくり似たものを設置させていた。

　生まれついてのお嬢じよう様さまは流石さすがにやることが違ちがう。

「よくきたわね」

　緑茶美容法を余よ程ほど気に入ってくださったようで、あの日以来彼女の対応は少しずつ柔やわらかいものになってきている。

　おかげで仕事もかなりやりやすくなった。

　早速、先日教えたのとは別のマッサージを、侍じ女じよに教えながら彼女に施ほどこしていく。すると賈妃は夢うつつになりながら、ぽそりと思わぬことを呟つぶやいた。

「そういえば……聖母神皇様はどうおなりあそばされたかしら……」

　寝ね言ごとのような小声だったが、それを耳にした侍女や私には緊きん張ちようが走った。

　国を好き放題にしたということで、今や聖母神皇という呼び名は後宮内では禁句扱あつかいになっていたからだ。

　房ぼう内ないにいた最も年かさの侍女（多分賈妃が実家から連れてきた古参の侍女）が、このことを外で漏もらしたら承知しないとでもいうように私を睨にらみつけていた。

　気まずい思いをしつつ、聞かなかったふりでマッサージに集中する。

　けれど、逆にそれがよくなかったのかもしれない。より深いリラックス状態になった賈妃は、更さらなる爆ばく弾だん発言を口にした。

「玄冥宮が反乱軍に侵おかされれば、あのお方も無事ではすまないでしょうに……」

　物ぶつ騒そうな言葉とは裏腹に、彼女の顔はうっとりと薄うすい笑えみを浮うかべている。

　その顔にぞっとしつつ、私の鼓こ動どうは高鳴っていた。

　反乱軍というのは今この時に、黒曜が戦っている相手のはずだからだ。

（賈妃は、反乱について何か知っているの？）

　皇太后が虎柵県玄冥宮にいるという事実は、九嬪ひんが一人の彼女ですら、知らないはずのことだったからだ。

　それを知っているということは即すなわち、彼女が裏に特別な情報源を持っているということになる。

「ご心配ですか？」

　敢あえて〝何が〟とは明言せず、私はやんわりと問いかけた。

　侍女の私を見る目が更に尖とがるが、気にしない。

　後宮の妃嬪であれば、親しん征せいに出ている陛下がという意味にとらえるはずだ。

　しかし、彼女の答えは違っていた。

「心配？　どうかしら……分からないわ」

　憂ゆう鬱うつそうに、賈妃は大きな溜ため息いきをつく。

　私は腹部をほぐしていた手を、そっと肩に滑すべらせた。鎖さ骨こつのリンパを意識しながら肩の凝こりをほぐしていくと、賈妃は心地ここちよさそうに表情を和やわらげる。

「みなが手のひらを返したように口を噤つぐんでいるけれど、妾わらわは聖母神皇様が嫌きらいではなかったのよ。妾が入宮した時、陛下はまだ小さな子供であらせられた。両親から引き離された妾は頼たよる人もなく、寂さびしい思いをしたものよ……」

　じりじりと、いつ止めに入ろうかと侍女が身構えているのが分かった。

　私はもっと賈妃の話が聞きたいと、急いで質問を投げる。

「それを聖母神皇様が、お慰なぐさめになったのですね？」

「いいえ」

　笑みを浮かべ、彼女はきっぱりと否定した。

　見れば、先ほどまで眠ねむりかけていた顔が、今はぱっちりと目が開いている。

「あのお方はね、後宮の主あるじは己であるから逆らわぬようにと、妾に徹てつ底てい的に冷たくあたられたわ。いくら名門出身と言っても彼女には誰だれも逆らえなかったから、娘むすめ時分は必死でそれに堪たえたものよ」

「そ、そうなのですか……」

　語気の強くなった賈妃の言葉に気け圧おされながら、私は肩のマッサージを続けた。

「でもね、おかげで強くなれた。衣食住に不自由がなくとも妃は籠かごの鳥よ。弱ければ自じ滅めつするしかない。妾がこの歳としまで生き抜ぬけたのも、もしかしたらあのお方のおかげかもしれないわね」

　淡々と語る彼女に、私はその壮そう絶ぜつな過去を想像せずにはいられなかった。

　後宮は特とく殊しゆな場所だ。

　一度入ってしまえば、皇帝が死ぬまで出ることはできない。

　まだ若かった賈妃が、自分より一回り以上年下の皇帝に嫁とつぐと決まった時、一体彼女は何を思ったのだろうか。

「だから尚なお更さら残念だわ。『賤せん露ろ』ごときに、あのお方がいつまでも縛しばられているなんて」

　賈妃の何気ない一言に、虚きよを衝つかれた。

『賤露』というのは、今は権力から引き離されている雨露元内ない侍じ監かんを蔑さげすんで言う呼び名だ。

（皇太后が雨露に縛られている？）

　どういう意味かと追つい及きゆうしようとしたら、先ほどの侍女が慌あわてて叫さけんだ。

「昭儀！」

　これ以上話を続けられてはまずいと思ったのだろう。

　侍女は無む理り矢や理り賈妃から私を引きはがすと、後始末すらさせず私達を房の外に追い出した。

　ひまし油を使っていたのに、手を洗うことすら許されなかったくらいだ。

　けれど今は、それどころではない。

　───賈妃は最後に何と言った？

「今……」

　一いつ緒しよにいた二人に確かく認にんしようとすると、それをここで言うなとばかりに春麗に言葉を遮さえぎられた。

「鈴音様。とにかく一いつ旦たん尚紅に戻りましょう」

　その言葉には、ほんの少しの緊張感が混じり込んでいた。

　私は黙だまって、彼女の言葉に従った。




[image: ]




　尚紅に戻り、一息。

　手についた油はその頃ころにはすっかり肌はだに馴な染じんでいて、もう洗い流す必要はなくなっていた。

　とにかく三人で卓たく子しを挟はさんで向かい合うと、奇き妙みような沈ちん黙もくが落ちる。

　冷静な春麗を除いて、子美の───おそらく私の顔にも、引きつった表情が浮かんでいるはずだ。

「ねえ、さっきのあれって……」

　口火を切ったのは子美だった。

　しかし、すぐさま春麗はそれを制する。

「子美。あなたは房ぼう室しつの外へ」

　きつい言い方だったが、私はそれを止めることができなかった。

　賈妃の『賤露』という発言を無視することはできない。あの言葉は、雨露がまだ何かを企たくらんでいるという重要な証しよう拠こだ。

　でもそれが重要だと思うのは、私が黒曜の側の人間だから。

　私が黒曜のために後宮に残っただなんて、子美は知らないし、危ないことには関かかわってほしくない。

　関わらせられないなら、この話だって聞かせるわけにはいかない。

　私は何があっても皇こう帝てい───黒曜の味方でいるつもりだし、それを春麗も知っていて色々と助けてくれている。

　賈妃ひはおそらく、何かを知っている。

　そして私は、それを知りたいと思っている。春麗にはこれからそれを話すつもりだし、頼たのめばいつものように協力してくれるだろう。

　でも子美には、皇帝の味方をする義理もなければ、私達に気を遣つかう必要もないのだ。

（それに───子美を危険なことに巻き込むわけにはいかないっ）

「子美。聞かない方が、あなたのためかもしれない」

　そう言うと、子美はとても傷ついた顔をした。

　私はすぐに自分の失言を悟さとったけれど、それを訂てい正せいすることはできなかった。

「……なによっ、今いま更さら何言ってるのよ！」

　子美が叫ぶ。

「しっかり巻き込んでおいて、今更仲間外れってわけ？　随ずい分ぶんなことしてくれるじゃない！」

「子美、ごめんなさいそんなつもりじゃ───」

「じゃあどんなつもりだったっていうの!?　どうせ一度後宮を追い出された女なんて信用がならないって、あんたも思ってたってことよね」

「違ちがう！　あなたを疑っているとかじゃなくて───」

　必死に取り繕つくろおうとしたけれど、彼女は聞く耳を持たなかった。

「お望みのとおり出てってやるわよ！　なによなによっ……馬ば鹿かにするのもいい加減にして。別にあんたじゃなくたって、あたしを必要としてくれてる人は他ほかにいるんだから！」

　そう叫んで、子美は尚紅を出て行ってしまった。

　慌てて追いかけようとしたが、春麗にそれを押し留められる。

「あの者のことはわたくしがよいようにしますから、鈴音様は何もなさいませんよう」

「でも、私が子美にあんなこと言ったから……」

「いえ、いい機会かもしれません。わたくしたちのためにも、あの者のためにも」

　春麗の言葉に、返す言葉が見つからなかった。

　今尚紅を出た方が子美のためと言われたら、何も言えなくなってしまう。

　少なくとも他の部署なら、命を狙ねらわれたり変に敵視されるようなことだってない。

　子美と仲がいいとは言い難がたい春麗に任せるのは不安だったけれど、私は彼女の言葉に従うことにした。

　無理に連れ戻もどしたとしても、結局私では子美を守り切れないからだ。

「ただし、彼女に危害を加えるようなことは絶対しないでください。春麗、約束してくれますか？」

　私より少し背の高い春麗を見上げると、彼女は無表情のままで、しっかりと頷うなずいたのだった。




　その後、私達は二人だけで賈妃の『賤露』という言葉の意味について話し合った。

　春麗の考えも私と同じで、賈妃が雨露の新しい動きについて、何か知っているんじゃないかということだった。

　しかし侍じ女じよの警けい戒かいぶりから見ても、直接尋たずねて教えてもらえるわけがない。

　どうしようかということになったけれど、とりあえずしばらくはマッサージに通いながら、様子を見ようということで話は落ち着いた。

　内侍監という宦かん官がん最高の位を追われ、出仕もせず城下の私し邸ていに引きこもっているのだ。一年以上動きがないので忘れかけていたが、あの欲深い老人がそう簡単に引き下がるはずがない。

　私は何とも言いようのない不気味さを感じながら、子美のことと雨露のことで頭がパンクしそうになっていた。
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　一方その頃、子美は怒いかりに震ふるえながら回かい廊ろうを突き進んでいた。

　彼女のその迫はく力りよくに、すれ違う女によ官かん達は思わず道を空けたほど。

「なによなによ！　いっつもあたしに内ない緒しよでこそこそ話して。そりゃあ一度はあんな嫌いやみを言ったあたしのこと、簡単には信用できないかもしれないけどっ」

　彼女が感じているのは、怒りではなく悔くやしさだった。

　自分よりも春麗の方が、鈴音に信しん頼らいされているという敗北感。そして三人の中でいつも何か隠かくし事をされているという疎そ外がい感。

　付き合いの長さを考えればそれは当然なのかもしれなかったが、感情的に納なつ得とくできるものではない。

　子美だって鈴音と一緒に、尚紅を盛り立てていきたいという気持ちがあるのだ。だからもっと信頼してほしいし、何でも話してもらいたいと思っている。

「そりゃあたしじゃ、頼たよりにならないでしょうよ。でもだからって、だからって……」

　怒りの底にある悲しさに打ちのめされながら、子美は足を止めた。

　夢中で歩く内に、いつの間にか後宮の外れにまで来てしまったようだ。

　あたりに人ひと気けはなく、遠くにうっすら女官たちの楽しそうな声が聞こえる。

「あたしだって、仲間に入れてよ……」

　一人になってようやく漏もれた、子美の本音だった。

　後宮に戻って前の仲間達には辛つらく当たられることもあったが、その時は必ず鈴音が庇かばってくれたのだ。

　その恩も返したくて頑がん張ばっているのに、尚紅の中ではいつも一歩距きよ離りを置かれている気がして、いつ放ほうり出されるか分からないと子美は不安なのだった。

「どうしたら、鈴音のために役に立ちたいんだって分かってもらえるの？」

　誰だれに言うともなく、子美は呟つぶやいた。

　素す直なおじゃないから直接言葉にはできないけれど、子美はずっと、そんな自分の気持ちを分かってもらいたいと思っていた。

　けれどこんな風に弱気になるのは、自分らしくないと彼女は首を振ふる。

「そうよ。役に、役に立てばいいのよ。『賤露』について詳くわしいことが分かれば、鈴音だってあたしを見直すわよね？　今は話してくれない事情だって、きっと説明してくれるはず……っ」

　そうと決めたら、子美の行動は早かった。

　彼女は早さつ速そく賈妃の周囲を探さぐろうと、彼女の房へ向かったのだった。

　そんな子美を見ていた人物がいたことなど、彼女は気付きもしなかったのだ。
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　子美が出て行ってから、数日が経たった。

　あの日以来、彼女は尚紅に姿を見せていない。

　春麗は任せてほしいと言うばかりで、どんなに尋ねても具体的にどうなっているのかは教えてもらえなかった。

　不安だけれど、今は二人を信じるしかない。

　その間に私は一人で賈妃の許もとに通っている。こちらもかなり警戒されている様子で、あれ以降賈妃に会わせてすらもらえない。

　行くと、対応する侍女達に何かと理由をつけて対面を断られてしまうのだ。

　その過か剰じような反応がまた、私の不安を煽あおる。

　雨露は一体、皇太后に何をさせるつもりなのだろう。

　彼女のいる虎柵県で反乱が起きていることも相まって、私はいても立ってもいられない気持ちになった。




　その日、私は一人で華妃の許を訪おとずれていた。

　何日も前から、彼女に化け粧しようをするという約束があったからだ。

　仕事はしっかりとしなくてはと思うのに、考え事をしていたせいで通いなれた道を間違えてしまった。

（こんなことじゃダメって分かってるけど、とても普ふ通つうじゃいられないなあ）

　とにかく、遅ち刻こくぎりぎりで華妃の房ぼう室しつに転がり込み、あらかじめ予定していた美容マッサージを終わらせた。

　素す肌はだがきめ細かで美しい華妃は、化粧などしなくても気高くて近寄りがたい美人さんだ。

　でもだからと言って何もしないのは化粧けわい師し失格なので、今日は彼女の希望する明るい色での化粧を施ほどこした。

　馬のしっぽの毛で作った大きめのブラシで、ピンク色の頰紅チークを楕だ円えん状に入れる。

　すると大人びた彼女の顔に、年相応の娘むすめめいた華はなやぎが加わった。

　焦あせりや不安を感じていても、化粧筆を持つと少し落ち着くことができる。

　それは日本にいた時と同じだ。

　化粧を終え、誘さそわれるがままにお茶をいただいた。

　華妃ひとのお茶の時間はいつも楽しいものなのに、今日はちっとも集中することができない。

「ふふ、心ここにあらずですね。鈴音」

　ほほ笑えみながらずばりと見み抜ぬかれて、心臓が飛び出すかと思った。

「───陛下のことが、心配なのでしょう？」

「え!?　ああ、あの……ええと」

　思わぬ指し摘てきに、あたふたしてしまう。

　本当はいなくなった子美と雨露の企たくらみについて心配しているんですなんて、いくら相手が華妃でも話すことはできない。

　ただ考えてみれば、時期的に華妃が黒曜の心配をしているのだろうと思うのはもっともで、逆に違ちがうことで心を占しめられている自分が申し訳ない気持ちになった。

　いや、確かに黒曜のことは心配なのだけれど、今はとにかく春麗が子美をどうするつもりなのか、雨露が何をしているのか、それが気になって仕方がないのだ。

　私の反応を奇き妙みように感じたのか、華妃が眉まゆを上げた。

「おや、化粧師様には何か、他ほかに心を煩わずらわせることがあるご様子。わたくしで良ければ、話を聞かせてくださいな」

　ゆったりと菖しよう蒲ぶをあしらった団扇うちわを扇あおぎながら、華妃が言う。

　若々しい化粧も相まって、その顔には子供めいた好こう奇き心しんがのぞいていた。

　いつも大人びている華妃が、こんな風に感情を露あらわにするのは珍めずらしいことだ。

　予想外の反応に、私の方はただでさえ動転していたものが更さらにまごついてしまった。

　私の方が年上のはずなのに、隠し事ができなくて情けない。

「いえ、華充じゆう儀ぎを煩わすようなことでは……」

「いいからお話しになって。わたくしもなにかお手伝いができるかもしれませんもの」

　春先あたりまでは思い悩なやんだり沈しずんでいることが多かった彼女が、こんな風に明るく接してくれるのは嬉うれしいことだ。

「うー……」

　私は悩みに悩んだ末、子美のことだけ彼女に相談することにした。




　賈妃の零こぼした言葉には触ふれず、子美と春麗の折り合いがよくないことと、ふとしたことで子美が尚紅を飛び出してしまったのだということのみを伝える。

　子美は元々華妃専属の化粧師だったので、彼女のことを華妃に相談するのは真っ当といえば真っ当かもしれない。

　むしろもっと早く相談して、私が子美に対して何か違う言葉をかけてあげられていれば、彼女が尚紅を飛び出すこともなかったのかもしれないのだ。

　そう思うと、子美の傷ついた顔がありありと思い出されて胸が痛む。

「まあ、そんなことが……」

　子美についての一通りの事情を説明すると、華妃は整った柳りゆう眉びをそっと顰ひそめた。

「こんなこと言いたくはないけれど、やはり子美を後宮に残しておくのは、あなたにとってよろしくないのではないかしら？　今まで口出しせずにいたけれど、陛下の勅ちよく命めいを破った罪は、本来なら死に値あたいするものなのよ。その子美を心から信しん頼らいできないというのは、当然といえば当然のこと。あなたが思い悩む必要はないわ」

　その柔やわらかい口調に反して、華妃は子美のことをばっさりと切り捨てる。

　確かに子美は以前、華妃の化粧に勅命で禁じられている鉛えん白ぱくを使った。

　それは本来なら死罪という重い罪だったが、華妃の計らいによってどうにか後宮からの追放処分で済んだのだ。

　子美を連れて後宮へ戻もどった時私が最初にしたことは、華妃に対する謝罪と子美が尚紅で働くことについて許しを貰もらうことだった。

　華妃は寛かん大だいな態度で許しをくれたけれど、早速こんな弱音を吐はいているなんて自分が情けない。

「こんな相談をしてしまって申し訳ない、です。折角華充儀が許してくださったのに……」

「子美を後宮に連れてきたこと、後こう悔かいしているの？」

　華妃の静かな問いに、私は子美に対して自分がどんな感情を持っているのか、改めて探ってみる。

　彼女が鉛白を使っていると知った時は、怒いかりで頭が真っ白になった。

　鉛なまりを含ふくんだそれは、皮ひ膚ふから吸収されいつしか人を死に至らしめるからだ。

　いや、それだけではない。鉛白はそれを使った女性だけでなく、その女性から新たに生まれ出る命すらも蝕むしばむ。榮では白粉おしろいを顔だけでなく、大きく開いた襟えりぐりや胸むな元もとなど広範囲に塗ぬるので、母親の乳ち房ぶさから乳を貰う子供がそれを舐なめてしまうことは十分に考えられた。

　実際、日本も江え戸ど時代には鉛なまり中ちゆう毒どくと思われる疾しつ病ぺいを持つ子供達の記録が、数多く残されている。

（でも……）

　私は城下に降りて、子美がどうして鉛白に固こ執しゆうしていたのか、その理由を知った。

　彼女は鉛白の商あきないを専門にしていた実家を憂うれい、実家を窮きゆう地ちに陥おとしいれた鉛白禁止の勅命に反発していたのだ。

　実家を無くしたくないという彼女の想おもいは、私にも理解できるものだった。

　もう、帰ることはできないのかもしれないけれど、私にだって実家はかけがえのない場所だ。帰ることはできなくても、死ぬまで思い出し続ける。家族には幸せになってほしいと願い続ける。

　家族って、きっとそういうものだと思う。

　家族を案じ危険を冒おかした彼女を、私は嫌きらったりなんてできない。

　余よ暉きの邸第やしきにいる時、彼女の不器用な優やさしさに触れてしまっただけに、余計に。

「信頼してないとは、違うです。子美は不器用だけれど、心の優しい人。怒おこりっぽいけど、理由なく怒ったりするような人じゃない。彼女のお陰かげで、助けられていることいっぱいあります。私は───尚紅にはまだ味方少ないですけれど、彼女は信頼できる仲間だと思ってます。だから無む理り矢や理り連れ戻すじゃなくて、彼女には自分から望んで戻ってきてほしい。私に愛あい想そが尽つきたというのなら……他の部署で仕事する仕方のないことですけど」

　つっかえつっかえ話す私に、華妃は辛しん抱ぼう強づよく付き合い、そしてにっこりとほほ笑んだ。

「ですって。ここまで想われていて、どうしてそれが分からないのかしら？」

　華妃の言葉に、どういう意味だろうと首を傾かしげる。

　そして彼女が視線を向けた先を見やると、奥にある衝つい立たてから子美が姿を現した。

　まさかの登場に、言葉がない。

　子美の後ろには、春麗の姿もあった。

「え、どうして……？」

　驚おどろいて、思わず立ち上がる。

　子美が華妃の許もとにいるなんて、想像もしていなかったことだ。

「実はね、数日前に偶ぐう然ぜん賈昭儀の房ぼうの近くを通ったら、彼女がこそこそと中を探さぐろうとしているのを見かけてね。危なっかしいからわたくしが保護していたのよ。どこから聞きつけたのか春麗が何度も許してやってほしいと嘆たん願がんに来てね。でもさすがに、そのまま放ほう免めんというわけにはいかないわ」

「な……」

　思わぬ成り行きに、私はすっかり動転してしまった。

　どうして子美は、賈妃の房に忍しのび込もうとなんてしたのか。

　高位な妃きさきの房というのは、一種の治外法権で近づくことにすら気を遣つかう。

　最悪命を取られることだってあるのだ。特に今は、私でも賈妃に会わせてもらえないほど彼女の侍じ女じよはピリピリしているというのに。

　そう考えたら、血の気が引いた。

　私はその場に這はいつくばり、床ゆかにおでこをつけた。

　叩こう頭とう。皇こう帝ていに謁えつ見けんする時と同じ、最上級の謝罪方法だ。

　鼓こ動どうは早はや鐘がねのように高鳴り、反対に房の中はしんと静まり返る。

「どうかお許しください。子美は尚紅の女によ官かん。彼女の咎とがは私の監かん督とく不行き届きです！」

　床にたたきつけた言葉が、房室の中に木霊こだまする。

　すると、華妃ひが私に近寄ってくる気配がした。頭のすぐ近くに、彼女の羽織った薄うす布ぬのの先がはらりと落ちる。

「顔をあげて、鈴音」

　ゆっくりと、私は彼女の言葉に従った。

「先ほどの言葉、しかと聞きました。今回のことは、見なかったことにしてあげるわ」

「華充儀……」

　彼女の優しい言葉に、思わず泣きそうになった。

　女官をきちんと罰ばつするのは、妃の仕事の一つでもある。それをしなければ後宮内の秩ちつ序じよが乱れ、ひいては妃自身が侮あなどられることにもつながりかねない。

　それでも彼女は、子美をもう一度見み逃のがしてくれるという。

　ありがたいやら申し訳ないやらで、私はしばらく立ち上がることができなかった。

　そんな私を、春麗が助け起こしてくれる。

　おずおずと進み出てきた子美に、私はなんと声を掛かければいいか分からなかった。




「それでは鈴音。しっかりね。今日の化け粧しようありがとう」

　まるで何事もなかったように、華妃は私達を笑え顔がおで見送った。

「本当に、ありがとうございます……」

　それ以外の言葉なんてなくて、でもそれだけではこの感謝を言い表すにはとても足りなくて、私は苦しかった。

「それと、子美」

「……はい」

　子美は、先ほどからずっと血の気の引いた青白い顔をしている。

　己おのれのした事の危あやうさを、思い知ったのだろう。

　勝手なことをした彼女への怒りもあるが、今はそれよりも憔しよう悴すいし切っているらしい彼女が心配だった。

「これだけは言っておきます。三度目はないと思いなさい。あなたの首は皮一枚で繫つながっているだけだということを、忘れないで」

　ぞっとするような、冷たい声こわ音ねだった。

　私まで、ぴしりと体が固まる。

　子供めいたピンク系の化粧に不ふ釣つり合いの、華妃の美しさゆえの迫はく力りよくに生きた心地ここちがしなかった。

「分かりました……」

　子美の声は震ふるえていた。

　とにかく私と春麗は子美を連れて、急ぎ足で尚紅へと戻った。
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「子美、一体どうして、賈昭しよう儀ぎを探ろうとなんてしたの？　華充じゆう儀ぎが保護してくださらなかったら、今いま頃ごろどうなってたかわからないんだよ？」

　尚紅に着くと、思わずきつい言葉が口をついて出た。

　今回は許されたからいいが、相手がもし華妃でなければその場で切り殺されることすらあったはずだ。

　子美がしたことは、後宮ではそれほどまでに危ういことだ。

「鈴音様」

　しかし、口を開いたのは子美ではなく春麗の方だった。

「子美のしたことは確かに許されることではありませんが、あまりお責めになりませぬよう。この者も十分反省しております」

　子美と仲が悪いはずの春麗の執とり成しを、私は意外に思った。

　普ふ段だんなら私を差し置いて春麗が真っ先に、彼女を尚紅どころか後宮から追い出そうとしたはずだ。

「責めているわけじゃなくて、ただどうしてそんなことをしたのか、知りたくて……」

「それは───」

　理由を説明しようとする春麗の言葉を、子美が手のひらで遮さえぎった。

「いい。自分で話す」

　まだ青ざめたままの子美の顔は、こわばり悲ひ愴そうな色を宿している。

「……賈昭儀の房室を探ろうとしたのは、あの言葉があったからよ」

　ぽつりぽつりと、彼女は語り始めた。

「賈妃が『賤露』って言った言葉の意味が分かれば、鈴音が喜ぶかと思ったのよ。あたしだって役に立つんだってこと、二人に分からせたくて……」

　切なく言う子美の言葉に、思わぬ衝しよう撃げきを受ける。

「二人はあたしが尚紅に来てからいつもこそこそと、何か内ない緒しよで話をしてた。後宮は、どんな場所より言葉に気をつけなければいけない場所ってあたしだって分かってる。信用した相手にしか、大切な話はしちゃいけないって。でもその光景を見るたびに、あたしはまだ鈴音に信用されてないんだって思い知らされてるみたいで、悔くやしかったの！」

「子美……」

　私の何気ない態度が、そんなに子美を傷つけていたなんて知らなかった。

　確かに、黒曜に関することを子美に話していいのかまだ分からなくて、春麗と二人で内緒話をしているような状じよう況きようになっていたこともある。

　そして子美が事情を知ってその話を外に漏もらしたら───そう恐おそれたことも事実だ。

　それに私は、子美が不必要な秘密を知って、誰だれかに狙ねらわれるのが恐こわかった。

　春麗に───皇太后に身を捕とらわれた時の恐きよう怖ふは、今も鮮せん明めいに残っている。私は子美に、そんな思いはしてほしくなかった。

　春麗は自分で自分の身を守れるけれど、子美はそうじゃない。

　私には覚かく悟ごが足りなかったのだ。

　子美を信しん頼らいし、ちゃんと胸を張って仲間にするということの覚悟が。

「ごめんなさい」

　私より小こ柄がらな子美に、そっと手を伸のばした。

　いつも強気で意地っ張りな子美の目に、うっすらと涙なみだが浮うかんでいる。

「寂さびしかったよね。その気持ちに、気付いてあげられなくてごめん……」

　そのままそっと、小柄な子美の体を抱だきしめた。

「うっ、うわぁぁぁ」

　その途と端たん、子美が大声で泣きだす。

　布越ごしに、おしあてられた顔が熱い。

「ごめんね、子美」

　私は子美の小さな肩かたを、子供をあやすようにぽんぽんと撫なでた。

　春麗は相変わらずの無表情だったけれど、よく見ればどうしていいか分からず戸と惑まどっているのが分かる。

　冷たいように見えて、彼女はとても優やさしい人だ。

　私は自分でも気づかない間に本当に得え難がたい仲間を得ていたのだと、そのありがたみを改めて嚙かみしめたのだった。




　その日の夜遅おそくまでかかって、私は自分がどうして後宮に来ることになったのかということを子美に話して聞かせた。

　彼女が特に驚おどろいたのはやはり、ただの貴族だと思っていた黒曜が実は皇こう帝ていだという件くだりだった。

「あ、あの男が皇帝陛下ですって!?」

　子美はしばらく、その事実を受け入れられないとでもいうように視線を宙に彷徨さまよわせていた。

「大ター家ジヤーをあの男呼ばわりですか」

　春麗が冷たく指し摘てきする。

　彼女が子美を許してくれるよう華妃を執り成してくれたそうだが、やっぱりすぐに仲良しという訳にはいかないらしい。

「だってあたし、あ、あの方の前で好き勝手、言って……」

　両手を頰ほおに当てて、彼女は顔を青ざめさせる。

「心配しなくても、あの方は鈴音様以外割とどうでもいいお方ですわよ」

「ちょっ、なにそれどういうこと!?」

　すっかり調子を取り戻もどした子美に詰つめ寄られて、私は苦く笑しようするより他ほかなかった。

　子美が元気になってくれたのはいいけれど、自分ですらよく分からない関係を説明することは難しい。

（春麗さん。その言い方って、色々問題ある気がします）

　私の動どう揺ようなど素知らぬ顔で、春麗は珍めずらしくちょっと笑っていた。
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　黒曜が親しん征せいに出て、ひと月あまりが経たった頃ころ。

　後宮では毎日のように、よくない噂うわさを耳にするようになった。

「虎柵県にて、禁軍は大変な苦戦を強しいられているらしいわ」

「反乱軍は玄冥宮に立て籠こもり、陛下は攻せめあぐねていると……」

「もしもこれで陛下がお隠かくれになるようなことがあれば……」

「よしなさい、縁えん起ぎでもない！」

　方々で、女によ官かん達が寄り集まってはそんな噂話をしている。流石さすがに妃ひ嬪ひん達は表立ってそんなことは言わないけれど、誰もが不安がっているのが手に取るように分かった。

　もし皇帝が崩ほう御ぎよすれば、その皇帝の妃きさき達は全すべて髪かみを下ろして尼あまになる。

　そして仏門に入るということは、この世界では死んだも同じ。まだ若い者も多い妃達が、怯おびえて言葉少なになるのも仕方のないことだ。

　そして、私はといえば……。

「鈴音様、あまりご無理なさらない方が」

「最近前にもまして働きすぎよ！　あたし達もいるんだから、少しは休みなさいよね！」

「へ？」

　春麗と子美に、こんな風に心配される始末。

　それも当然で、禁軍苦戦の報しらせを聞いて以来、不安で眠ねむれない日々が続いている。

　何かに悩なやむとそれを打ち消すように仕事にのめり込むのは、昔からの癖くせだ。

　分かってはいるのだけれど、寝しん台だいで目をつぶると悪いことばかりを想像してしまって、ちっとも心が休まらない。

「あんたね、ひどい顔してるわよ。そんなのが化粧けわい師しだって言ったって、ちっとも説得力ないじゃない」

　子美の指摘はもっともだった。

　でも仕方ないじゃないか。

　私は黒曜が───心配なのだ。

「……やはりわたくしが、城下に降りて元内ない侍じ監かんの邸第やしきを探さぐってまいりましょうか？」

「だめです。無む茶ちやしないで」

　元内侍監とは、雨露のこと。

　先日の賈妃ひの発言以来、春麗は私を気き遣づかって何度もこの申し出をしてくれている。

　良かれと思って言ってくれているのは分かるが、私は春麗にだって危険な目には遭あってほしくない。

　たとえ彼女が荒あら事ごとに慣れた人だろうと、もう皇太后に仕えていた時のようなことはしなくていいのにと思う。

　こんな風に調子を崩くずして、心配をかけてる私が言えることじゃないけど。

　あれから『賤露』の件は宦かん官がんを通じて深潭に知らせたけれど、向こうも忙いそがしいのか返事はないままだ。

　閉とざされた後宮の中で他にできることはないのかと、うだうだ悩んでばかり。

（こんなことなら黒曜の言う通り、妃になっておけば───）

　そこまで考えて、はっとした。

　自分はあくまで化粧師なのだと、私は黒曜の要望を突つっぱねた。

　妃になってほしいという彼の言葉が、嫌いやだった訳じゃない。むしろ嬉うれしかった。

　けれど妃になったところで、自分では黒曜になにも与あたえてあげられない。

　特別美しいわけじゃないし、詩作も楽器の演奏も平均以下。妃達が涼すずしい顔でこなす高貴な女性の嗜たしなみというやつが、私はどれ一つちゃんとできない。

　後宮に入る前に特訓を受けたとはいえ、どれも付け焼き刃ばで、物心つく前からそれらを嗜んでいた妃達の足元にも及およばないのだ。更さらに言うならこの世界のことについては物知らずだし、数か国語を話すどころか榮の言葉を喋しやべることさえ、最近やっとまともになってきたところ。

　妃の中には、聡そう明めいで数か国語に通じる方や、千以上の詩文を諳そらんじる方もいらっしゃる。

　対して私にできるのは、化け粧しようをすることだけ。

　化粧を通じて、妃達の心を和なごませること。マッサージで黒曜の疲つかれを、ほんの少しでも癒いやしてあげること。

　足手まといになりたくないから、黒曜の誘さそいを蹴けった。

　なのに今、その選せん択たくを後こう悔かいしている自分がいる。

　もし私が妃という立場にいたのなら、主あるじ不在で動揺する後宮でもっと他に何かできることがあったんじゃないかと。

　権力が欲しいなんて思ったことは一度もないけど、黒曜を支える力が手に入るのなら───……。

「鈴音様」

　考えに耽ふけっていたようで、すっかり手元が疎おろそかになっていた。

　お茶の葉を薬や研げんですり潰つぶしていたのだけれど、すっかり手が止まってしまっている。

「あ、ごめんなさい」

　思わず謝ると、春麗がそうではないと首を横に振ふる。

「御ぎよ史し大たい夫ふ様が内々にお話しになりたいことがあると、報せの者が参りました」

　彼女が視線で示した先では、見覚えのある宦官が拱きよう手しゆしていた。

　彼は確か、黒曜が懇こん意いにしている宦官のはずだ。

　私は反射的に、尚紅を飛び出しそうになった。

「化粧師様。御史大夫様が光こう順じゆん門でお待ちです」

　光順門というのは、後宮と外がい廷ていを隔へだてる門の一つだった。

　御史大夫、つまり余暉が私に話があるという。

　それが先日知らせた『賤露』の件の返事かもしれないと思うと、とてもじゃないがじっとしてなどいられなかった。
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　宦官の言葉通り、光順門の一室には余暉が待っていた。

　しかし一人ではない。

　先客がいて、余暉と向かい合ってお茶を飲んでいた。

　華妃だ。

　話の邪じや魔まをするわけにはいかないと、私は少し悩む。

　そういえばこの二人は、親族なんだった。

　一いつ緒しよにいるところは初めて見たけど、戸こ籍せき上は華妃が余暉の娘むすめになっていると聞いた。本来は遠い親しん戚せきなんだそうだけど、なるほど、そう言われてみれば確かにこの二人はどことなく似ている。

　他ほかには、壁かべの隅すみに立つ宦官が一人。

　おそらく全ての宮門を司つかさどる宮きゆう闈い局きよく所属の宦官だろう。部外者と接見する妃嬪を、彼らはこうして見張っているのだ。

「化粧師がお見えになりました」

　どうしようかと迷っている内に、宦官が余暉に新たな来訪者の存在を告げる。

　華妃と目が合って、しまったなと思った。

　なぜそう思ったのかは、分からないけれど。

「御史大夫様、華充じゆう儀ぎ、お呼びでしょうか？」

　略式で拱手の挨あい拶さつをすると、余暉が席を立ってこちらに近づいてきた。

「鈴音。元気だったか？」

　余暉とは、以前御史大夫になると聞かされた時に会ったきり。

　まだふた月ほどしか経っていないはずなのに、やけに懐なつかしく感じる。

　よほど忙しいのか、少し頰ほおがこけていた。

　北ほく梨りにいた時の中性的な美しさは影かげを潜ひそめ、その顔は男性らしくきりりと引き締しまっている。

　自分の方が忙しいはずなのに、その顔には相変わらず私をいたわるような笑えみが浮うかんでいてやるせない。

　少し困ったようなそれは、一緒に暮らしていた時の彼を思い出させる。

（余暉は新しい場所で、やるべきことをやってるんだ。それに比べて私は……）

「勿もつ体たいないお言葉……」

　うっかり落ち込みそうになるのを立て直して、私は余暉を見上げた。

『賤露』の件に関する余暉の意見とか、虎柵県での戦せん況きようが果たして噂うわさ通りなのかとか、聞きたいことは山ほどある。

　けれど華妃の前でその話を持ち出してもいいものか悩んでいる内に、余暉の方から質問が飛んできた。

「最近はどうだ？　何か困ったことはないか？」

　私の焦しよう燥そうとは裏腹に、彼の言葉は私の身を案じるようなものばかり。

　まるで、親戚のお兄さんが近くに来たからちょっと寄ってみた、というような雰ふん囲い気きだ。

　こくこくと頷うなずいていると、余暉は少し不本意そうに、袂たもとから玳瑁べつこう細工の釵かんざしを取り出した。

「これを」

　そう言って差し出された釵には、見たことのない花が彫ほり込まれている。妓ぎ楼ろうや後宮で過ごす間に、花の種類にはかなり詳くわしくなったと思うのだけれど、これには見覚えがない。

「これを、私に？」

　更に不可解なのは、釵を差し出す余暉の表情だ。

　プレゼントをくれるという割には、その顔は苦く渋じゆうに満ちている。

　まさか変な謂いわれのある釵なんだろうか？

　固かた唾ずを吞のんで次の言葉を待っていると、もたらされた答えは思いもよらないものだった。

「……俺からじゃない。黒曜の馬ば鹿かからだ」

「ばっ!?」

　皇こう帝ていを堂々と馬鹿呼ばわりする余暉に驚おどろいてしまう。

　慌あわてて華妃ひや宦官を見るが、彼らに驚いた様子はない。そういえば黒曜って名前は偽ぎ名めいなんだった。

　細い花弁が何重にも折り重なる、華はなやかな花。艶つややかで柔やわらかい玳瑁の色。

　黒曜から、宝ほう飾しよく品ひんを貰もらったのなんて初めてだ。

　嬉しくてふわふわする。

　ああでも、それよりも今は余暉に聞きたいことがあったんだった。

「それより、あの……」

　私が本題に入ろうとすると、余暉はそれを遮さえぎるように私の肩かたを摑つかんだ。

　驚いて、言いかけていた言葉が途と切ぎれる。

「すまんが忙いそがしい。また様子を見に来る。瑞ずい英えい」

　余暉は私から離はなれると、華妃を呼んだ。
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「後宮を頼たのむぞ」

　そう言い残して、彼は慌ただしく去っていく。

　慌てて追いかけようとするが、見張っている宦かん官がんの手前それもできなかった。私は妃きさきではないが、それでも許可なく後宮を出ればそれは罪だ。

　困こん惑わくで立ちすくむ私に、華妃がそっと近づいてきた。

「翠月様はお忙しいのですわ。代わりにわたくしとお茶でもいかが？　鈴音」

「華充儀……」

　誘いは嬉しいが、なんだか納なつ得とくできないものを感じる。

　話を切り出す直前まで、余暉は急いでいるような素そ振ぶりは見せなかったのに。

　私には話せないことがあるのかと、思わず疑ってしまう。

　考えすぎかもしれないけど。

　最近どうも、色々なことを考えすぎてしまう。もともと考えるのは苦手なのに、不安があるといつまでもそれにこだわってしまうのだ。

　私はそんなわけで、心配したり考えすぎたりすることに疲つかれ切っていた。

（華妃には悪いけど、お断りさせてもらおう。優ゆう雅がにお茶をする気にはなれないや）

　戻もどって仕事をしようと思ったが、そっと耳元で囁ささやかれた言葉にそうもいかなくなってしまった。

『その釵の意味を、教えてあげるわ』

　見張りの宦官に悟さとられぬよう密ひそやかに、しかし嫣えん然ぜんと彼女はほほ笑えんだのだった。
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　華妃の房ぼうに着くと彼女は早さつ速そく侍じ女じよを下がらせた。

　そして私に、先ほどの釵を出すよう言う。

　言われたとおりに、手しゆ巾きんに包んだ釵を懐ふところからそっと取り出した。

　金属ではなく海うみ亀がめの甲こう羅らから削けずり出された釵は、光に翳かざすと玉ぎよくに近い柔らかな光を放つ。

（黒曜がくれたものだと思うと、こんなに特別に思えるのはなぜかな？）

　思わず魅み入いっていると、そんな私を華妃がじっと見ているのに気が付いた。

「あの、御ぎよ史し大たい夫ふには城下にいた頃ころお世話になって」

　そういえば華妃は私と余暉の関係を知らないのだ。

　なので説明しようとすると、華妃は私を制するように軽く手を振ふった。

「知っているわ。若様から、あなたのことは聞いていたから……」

　そう言って、華妃は一いつ瞬しゆんだけ切なげな顔をした。

　その表情の意味が何なのか、私には分からなかったけれど。

（よっぽど変な話でもしたの？　余暉）

「それよりも、気になっていることがあるのでしょう？」

　華妃の問いに、私ははっとした。

（そうだ。この釵に、一体どんな意味が？）

　そう思って改めて見てみるけれど、やっぱりなんの変へん哲てつもない釵だ。

　装そう飾しよくは少ないけれど作りはいいもので、値段もそう安くはないと思うけれど。

　黒曜はこの釵を、虎柵県に出かける前に託たくしていったのだろうか。

（だったら直接渡わたしてくれればよかったのに。忙しかったのかな？）

　それはそうかもしれない。黒曜の親しん征せいは突とつ然ぜんだった。きっと準備で慌ただしくて、私のところに来ている暇ひまなんてなかっただろう。

　今頃、北方の寒さに風邪かぜをひいていないだろうか。敵にやられて傷ついていないだろうか。

　周りに護衛の兵士がいっぱいいると分かってはいても、気づくといつも悪い想像をしてしまう。

　またしても上の空になっていたらしく、華妃が優やさしく私の名前を呼んだ。

「鈴音」

「あっ、すいません私……」

　すると彼女は、突然釵を持つ私の手をそっと自分の両手で包み込んだ。

　驚きに、息を吞む。

「鈴音。案ずることはないわ。大ター家ジヤーはきっとご無事よ」

　その言葉に、はっと顔を上げた。

　まるで心を見み透すかされたみたいだ。私を見る華妃の顔は、慈じ愛あいに満ち溢あふれている。

「あなたには、ずっと言っておきたかったの」

「え？」

「わたくしはね、大家を人間的に尊敬はしているけれど、あの方のお子を産みたいとは思わないわ」

　あまりにも唐とう突とつな言葉に、啞あ然ぜんとしてしまった。

　どうして彼女は、突然こんなことを言い出したのだろう？

「なっ、なっ、何言って……！」

「あなただって本当は分かっているんでしょう？　大家が一番愛して───信じてほしいと思っている人は、あなただってこと」

　まさか、黒曜の妃の一人である彼女に、こんなことを言われるなんて思ってもみなかった。

　華妃の表情は誠実だ。

　噓うそをついているようにも、私をだまそうとしているようにも見えない。

　もしこう言ってきたのが他ほかの妃だったら、私は多分この言葉を信じられなかったと思う。

　でも彼女には子美のことでお世話になっていたし、余暉の養女だから疑いたくないという気持ちが強かった。

（でも……でも───）

　彼女の言葉を信じたとしても、それで私に何ができるだろう。

　妃でもないただの化粧けわい師しに、できることは少ない。

　そうやってまた『自分なんて』と卑ひ屈くつになりそうな気持ちを打ち破ったのは、華妃ひが続けた一言だった。

「鈴音。あなたは皇后になるべきだわ」

「は!?」

　驚きのあまり、素すで驚いてしまう。

　誰だれが想像するだろう。

　家いえ柄がらも美しさも何もかも申し分ない、皇后に一番相応ふさわしいと目されている人に、まさかそんなことを言われるなんて。

「なにを、仰おつしやって……」

「戯たわむれに言っているのではありません。わたくしは心底、あなたがこの国の皇后に相応しいと思って言っているのよ」

　華妃の真しん剣けんな眼まな差ざしは、とても冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「どうして、ですか？」

　彼女が突然こんなことを言い出した理由が、ちっとも理解できなかった。

　頭はごちゃごちゃで、釵かんざしを持つ手が小さく震ふるえる。

　その震えに気付いているはずだが、華妃は迷うことなく言葉を続けた。

「鈴音。あなたも知っている通り、ここは恐おそろしい場所よ。今は数こそ少ないけれど、歴代の妃達の怨おん念ねんが、そこかしこに染しみついているような気さえする。外へ出ることも叶かなわず飼い殺しにされた、悲しい女達の妄もう執しゆうが」

　彼女の美しい顔は、切なげな悲しみに彩いろどられていた。

　その女達を哀あわれんでいるのとは違ちがう。まるで共感して共に苦しんでいるような表情だった。

（華妃も何かに苦しんでいるんだ。その原因は分からないけれど）

　不意にそう悟る。

　なぜならその悲しみは、私にも覚えのあるものに思えたから。

「わたくしも入宮の時には、心に誓ちかったものよ。この中では誰も信用してはいけない、誰に心を許してもいけない、と」

　華妃の口にする決意は、ひどく悲しいものだった。

　私と歳としもそう変わらないはずの彼女が、そんな風に考えるなんてよっぽどの決意だと思う。

　けれどこの世界では、これが普ふ通つうなのかもしれない。

　沢たく山さんの妃きさきを広い広い庭に閉じ込めておくなんて、日本から来た私の常識からはかけ離はなれすぎていて、今までそのことを真剣に考えたことはなかった。

　たった一人の寵ちよう愛あいを求めて、競きそわされる女達。

　一人一人がそれぞれに幸せになるべきなのに、この世界ではそんな考えの方が異い端たんなのだろう。

「でもね、あなたに出会って、その考えが少し変わった」

「え？」

「あなたなら、信しん頼らいしてもいいと思えた。翠月様からあなたの人となりは聞いていたけれど、そんなことは関係なしにね」

（余暉は、私のこと一体どんな風に言ったんだろう？）

　聞きたいような聞きたくないような気持ちで、私は話の続きを待った。

「あなたは嬪ひん妃ひ女によ官かんにかかわらず、誰に対しても平等だったわ。相手で態度を変えたりしなかった。あなたの施せ術じゆつを受けているとね、相手の悩なやみに真剣に向き合っているのが伝わってくるの。だからあなたの手はとても心地ここちがいい」

「そ、そんなこと……」

　それはのぼせてしまいそうなほど、嬉うれしい言葉だった。

　相手に対して態度を変えないというのは、この世界の地位や身分というものにまだ馴な染じめていないからだ。褒ほめられるようなことじゃない。

　でも相手の悩みに真剣に向き合っているというのは、自信を持って頷うなずくことができる。

　私はプロじゃないから、プロになる前にこの世界へ来てしまったから、経験が少ないし知識だって浅い。

　でもだから、向き合った相手一人一人に、せめて一いつ生しよう懸けん命めい尽つくしたい。

　たとえその相手が皇太后だろうと、そうじゃなかろうと。

　女性の美しさを求める気持ちは、誰でも同じだ。年ねん齢れいも身分も関係ない。美容に対する悩みはきっと、死ぬまで尽きることがない。

　そして私は、美しくなって笑う相手の顔を見るのが好きだ。

　悩みを解決して、ありがとうと言ってもらえるのが好きだ。

　今までただ一生懸命にやるばかりで、これが本当に正しいのだろうかと悩むこともあった。

　でも華妃の一言で、私はこの世界に来てからの自分が救われた気がした。

（ああ、この言葉のために、私は頑がん張ばってきたのかもしれない。最初は生きるためだけだった。でも今はそうじゃない。もっともっと、私はこの国の女性達を綺き麗れいにしたい）

　胸の中でもやもやとしていた何かが、明確な形を持ったのがはっきり分かった。

「───そういう人に、後宮の主あるじになってほしいと思う。誰かをいたわるという、あたりまえのことができる人に」

　今までありえないと思ってきたことが、すとんと胸に落ちた。

「皇后になるということはね、鈴音。単に大家の妻になるということではない。今のように大家不在のみぎりにも、後宮が動どう揺ようせぬよう目め端はしを利きかすことができなければ。皇后とは大家が政務に集中できるよう、後宮を取り仕切る役割を持つ者。その役目は、あなたのような人にこそ相応しい」

　信じられないような思いで、私は華妃を見つめた。

　この房ぼうに来た時はまさか、こんなことを言われるなんて夢にも思っていなかった。

「私にそんな大役───」

　求められる役目の大きさに、思わず後ずさりしたくなる。

　しかし華妃のまっすぐな眼差しは、私の弱さを許さない。

「鈴音、お願いよ。全すべての女達を、幸せにしてとは言わない。でも、せめて女が女らしくいられるような、そんな後宮にしてほしい。あなたならきっとできるわ」

　華妃の熱のこもった言葉から、私は逃にげることなどできなかった。

（でも、どうすればそんな後宮にできるの？　一体どうすれば……？）

　彼女の希望に添そいたい気持ちは、大いにあった。私だって、女性達には美しく自由であってもらいたい。

　でもどうすれば、そんな夢物語が実現できるというのか。

　頭の中では様々な思考が行き交かい、私はその真ん中で溺おぼれてしまいそうになった。

　そんなこちらの困こん惑わくを感じ取ったのか、華妃はそっと私の手から手を離す。

　途と端たんに指先がひやりとして、普ふ段だんは冷たい華妃の手が、どれほど熱を持っていたのかを知る。

「答えは、今すぐにとは言わないわ。ゆっくり考えておいて」

「華充じゆう儀ぎ……」

「もしあなたにその気があるのなら、華家は全力で後押しするわ。それを忘れないで」

　まるで先ほどまでの差し迫せまった空気が噓のように、彼女はにこりと笑った。

　けれどそれで心が軽くなることはなく、重い宿題に私の心はたじろぐばかりだ。

「長くなってしまって、ごめんなさい。本題はこの釵についてだったわね」

　すっかり冷めているであろうお茶を口に運んで、彼女は言った。

　はっとする。

（そうだ。黒曜からもらった釵の意味を聞くために、私は華妃についてきたんだった）

　余暉が来たと聞いた時は気が気ではなかったのに、すっかりそれどころではなくなっていた自分が恥はずかしくなる。

「いい？　鈴音。その花には雄おしべがない。それがどういうことなのか、よく考えてみて」

　なんとその一言だけで、私は房から出されてしまった。

　本題だという割に、その内容はあまりにあっけない。

（だから、それって一体どういう意味なの!?）

　結局どういう意味なのか尋たずねることもできないまま、私は釵を見つめすごすごと尚紅に戻もどったのだった。
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「それがその釵ですか？」

　皇后の話は抜ぬきに、華妃ひに言われた言葉を春麗と子美に伝えると、二人は私と一いつ緒しよになって首を傾かしげた。

「見たことがない花ね。一体なんの花かしら？」

　実家が化け粧しよう問屋の子美が言うのだ。やはりこの花の意い匠しようは珍めずらしいものらしい。

「少し、お借りしても？」

　春麗の申し出に、私は余暉から渡わたされた釵を差し出す。

　彼女はいつもの無表情のまま、釵を光に透すかしたり様々な角度から眺ながめたりしていた。私と子美は、その様子を固かた唾ずを吞のんで見守る。

「なにか分かる？　春麗」

　春麗は釵をそっと私の手に戻すと、その花か芯しんを指さして言った。

「珍しい花に思えるのは、華充儀の仰おつしやるように雄しべがないからです。この花はおそらく、紅ホン花ホワ石スー蒜サンですね」

「紅花石蒜？」

　日本では曼まん珠じゆ沙しや華げ、もしくは彼ひ岸がん花ばなと呼ばれるその花のイメージは、決していいものではない。

　私は背筋がぞっとなった。

　お彼岸に咲さく赤い花。墓地などに生えて、どうしてもあの世を連想させる。

「雄しべがない紅花石蒜に、一体どんな意味があるの？　まさか黒曜に危険が……」

　思わず春麗に摑つかみかかりそうになる。

　私の必死の形相に、春麗がたじろいだのが分かった。

「ちょ、どうしたの落ち着きなさいって」

　子美になだめられ、私は自分で思っている以上に動揺しているのだと気付く。

　───どうして慌あわてているのか分からない。

　二人の顔は如によ実じつにそう語っていた。

「だって彼岸花って、縁えん起ぎ悪いっておばあちゃんが……なにか悪い報しらせなの!?　だとしたら私どうしたら……」

　必死に冷静になろうとするのに、なかなかできずにいると、子美は更さらに怪け訝げんな顔になった。

「何言ってんのよ。紅花石蒜って言ったら、赤いんだからめでたい花じゃない」

「え……？」

「そうですよ鈴音様。落ち着いてください」

　二人に諭さとされ、私はよろよろとその場に腰こしを下ろした。

「悪い意味じゃ、ないの？」

　見上げた先の子美が、はっと目を瞬しばたたかせた。

「あーそうか、あんたって他国の生まれなんだっけ。あんたの故郷じゃどうか知らないけど、榮では紅花石蒜は縁起の良い花よ。東の異国では相そう思し華かと言って、むしろこれは切ない恋こいの花なんだから」

「恋の、花？」

　お彼岸に咲く彼岸花と『恋』という甘あま酸ずっぱい単語が、どうしても結びつかない。

　子美は合わせた両手を頰ほおに当てて乙女おとめポーズになっているが、一人で先走らないで私にもその意味を説明してほしいと思った。

　すると話の成り行きを見守っていた春麗が、こほんと咳せきをする。

　彼女はしゃがみ込んで、私の手に握にぎられていた釵かんざしをそっと示した。

「よろしいですか？　この釵には、通常あるはずの六本の雄しべが一本もありません。あるのは雌めしべだけ。これがどういう意味か分かりますか？」

　尋ねられても、答えられるはずがない。未いまだに舌が震ふるえていて、まともに喋しやべれないぐらいなのだから。

「持ち歩いてる時に、折れちゃったとか？」

　子美の発言に、春麗は呆あきれたように首を振ふった。

「いいえ。この釵に欠けたような跡あとはありません。それに御ぎよ史し大たい夫ふ様ともあろうお方が、そのような不良品を鈴音様にお渡しになるようなことはないでしょう」

「じゃあ、どういう意味だっていうの？」

　もったいぶるなとでも言いたげに、子美が身を乗り出す。

　私は固唾を吞んで、春麗の言葉を待った。

「他ほかの宝ほう飾しよく品ひんと違ちがい、釵は女性にとって時に身を守る道具になります。有事の際に、この鋭するどい切っ先を用いて対たい抗こうする。おそらくはそれが転じて、身の回りに注意しろという意味なのではないかと」

「は？　それと紅花石蒜と、なんの関係があるの？」

　納なつ得とくがいかないのか、子美はまるで喧けん嘩かを売っているような口ぶりだ。

　言い合いになったらどうしようとハラハラしたが、春麗は意に介かいさなかった。

「この花が紅花石蒜である意味は、きっと別のところにあるのでしょう。重要なのは、雄しべがないということ」

「雄しべが、ないこと……？」

「ええ。後宮の中にあって、雄しべのように大切なものが欠けている。つまり───」

「……宦かん官がん」

　春麗の意図するところが、ぼんやりと私にも分かり始めていた。

「宦官に気をつけろって……『賤露』に気をつけろって意味かしら」

「ええ。失しつ脚きやくしたはずの雨露が、後宮の宦官にも手を回している可能性があると言いたいのでしょう。だから───雄しべのない者には気をつけろと。面会には宦官の見張りがいたはずです。それで御史大夫様は用心して、わざわざ釵を使ってお伝えになったのだと思います」

　私は手の中にある、琥こ珀はく色いろの釵に視線を落とした。

　確かに春麗の言う通り、内ない廷ていと外廷を隔へだてる門にはすべて宮きゆう闈い局きよくの目が光っている。

　雨露だけでなく、宦官すべてを警けい戒かいしろ───余暉はそう私に伝えたかったのかもしれない。

　いや、この釵を余暉に託たくしたのが黒曜だというのなら、彼は雨露が怪あやしいと知っていて、自ら虎柵県に赴おもむいたのだろうか？

　考えても、分からないことだらけだ。

　ただ余暉や黒曜にも『賤露』の危険が伝わっているのだと分かって、私は少しほっとした。

　知っていて警戒してくれれば、足を掬すくわれることはきっとない。

「大ター家ジヤーの不在に、一体何を企たくらんでいるのかしら？　もう皇太后もいないのに」

　子美の言葉に、春麗はその表情を引き締しめた。

「とにかく、用心するに越こしたことはありません。今後鈴音様は、わたくしか子美と一緒に行動していただきます。お一人での行動は、できるだけお控ひかえになってください」

　迫はく力りよくのある春麗に詰つめ寄られ、こくこくと頷うなずく。

　こんな時だ。私も一人では心細いので、二人のどちらかに一緒にいてもらえると安心できる。

　反乱の起きている北と比べて、王都は今のところ大きな諍いさかいもなく穏おだやかだ。

　けれどそれは嵐あらしの前まえ触ぶれのようで、静かならば静かなだけ不ふ穏おんなように思えた。

「わたくしは、反乱にあの方が関かかわっているとは、どうしても思えないのですけれど。なにせ───他人の思い通りになるのが、何よりもお嫌きらいな方でしたから」

　遠い目をした春麗が、誰だれのことを考えているかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんで。

　私は最後に会った時の、その人のことを思い出した。

　臘ろう日じつの宴うたげ以降、彼女は口を噤つぐむばかりで抵てい抗こうらしい抵抗は何一つしなかった。

　それを不気味がる者もいたし、ついに年ねん貢ぐの納め時だと嘲あざける者もいた。

　でも高い矜きよう持じを持つ彼女は、そんな者達にすら何も言い返さなかった。

　ただ黙だまって、移送先が決まるのを待っていた。

　移送前、所しよ望もうされて一度だけ彼女に会った。

　髪かみを洗ってほしいと頼たのまれたのだ。

　私は何を言われるだろうかとどきどきしていたけれど、彼女は何事もなかったように涼すずしい顔で、いつものように無防備に体を横たえていた。

　私が間かん諜ちようとして皇太后を探さぐっていたこと。黒曜が送り込んだ敵だったということ。

　あの時彼女は全てを察していたはずだ。

　しかし恨うらみ言一つ言わず、憤いきどおる様子もなかった。

　ただ淡たん々たんとして、なのに私が房ぼうを去る刹せつ那な、一言ありがとうと言った。

　その顔は穏やかで、私は皇太后が初めて出会った頃ころとは別人なんじゃないかと思ったぐらいだ。

　だから、あんなに苦手な人だったはずなのに、私は今でも彼女を完全に嫌いになれずにいる。

　大好きな芙蓉と親子だからだろうか？

　考えてみても、答えは出ない。

「それにしても、不気味ね。大家が王都を空けている今が、雨露にとっては好機に違いないのに、どうして何もしてこないのかしら？　国のどこかで反乱が起きているなんて噓うそみたい。こんなに王都は平和なのに」

　怯おびえるような子美の声こわ音ねに、回想に浸ひたっていた私は、はっとした。

（子美の言う通りだ。黒曜は今禁軍を連れて、虎柵県にいる。このチャンスに雨露が黙っているとは思えない……っ）

　ぶるりと身み震ぶるいがした。

　臘日の宴で殺されかけた恐きよう怖ふは、今でも心の片かた隅すみに引っかかって消えることがない。

「大家がお戻もどりになるまでは、いつなんどきも気を引き締めておかなければ……」

　春麗の少し硬かたい声音が、より一層恐怖を煽あおった。

　釵から導き出された答えは、悪い未来を予感させる。

　子美はこの花を恋の花だと言ったけれど、やっぱり縁起の悪い花じゃないかという気持ちになった。

　私に忠告するためとはいえ、プレゼントがこんな恐こわい意味のある釵というのは少し切ない。

　不安で震えそうになる手で、ぎゅっと釵を握り締める。

（こんな時、私が皇后だったら───）

　華妃ひに言われた言葉が、不意に脳のう裏りに蘇よみがえった。

　皇后の位は正一品より上で、純じゆん粋すいな身分だけで言えば深潭や余暉よりも上になる。それで政治に関かかわろうとは思わないが、もし皇后がいれば少なくとも後宮に不穏な噂うわさが出回ることはなかっただろう。

「鈴音様？」

　俯うつむいて考えに耽ふけっていた私の肩かたに、柔やわらかく春麗の手が添そえられた。

「あまり深くお考えにならないでください」

　心配そうな春麗の声音に、なぜか申し訳なくなった。

　いつもこうして気を遣つかわせてしまう。

　私だって尚紅の女によ官かんとして、二人のことを守りたいと思っているのに。

　そんな私に向かって、春麗は労いたわりのこもった笑えみを見せた。

「それに、この釵かんざしにはもう一つ、意味があるのですよ」

「意味？」

「ええ。先ほど子美も言っていた通り、紅花石蒜は相思華の花」

「相思華……」

　耳慣れない言葉だ。

　詩作の授業に出てきたかもしれないが、ちょっとピンとこなかった。

　私が分かっていないと悟さとったのか、春麗は殊こと更さら丁てい寧ねいに説明の言葉を紡つむぐ。

「葉は花を想おもう。花は葉を想う。紅花石蒜には、離はなれていてもずっと想っているという意味があるのです」

　聞かされたのは、思っていた以上に艶つやっぽい話だった。

　じわじわと私の体温が上がる。口の中が乾かわいて上手うまく言葉が出ない。

「紅花石蒜というのは不思議な花で、葉が出ている間は花が咲さかず、花が咲いている間は葉が出てきません。それがいつしか、互たがいに想い合いながらも会うことのできない男女に譬たとえられるようになりました。一部の地域では、遠く離れた場所にいる恋こい人びとに気持ちの証あかしとして、この花を贈おくる風習が残っているのです」

「そうよ！　だから縁えん起ぎが悪いなんてとんでもない。赤はめでたい華か燭しよくの色だし、こんなのただの熱ねつ烈れつな告白よ」

　華燭とは結けつ婚こんのことだ。榮では結婚の時、花はな嫁よめも花はな婿むこも赤い装しよう束ぞくを身に纏まとう。

　子美の追い打ちに、私はそのまま床ゆかに突つっ伏ぷした。

　おそらく真っ赤に染まっているだろう顔を、二人に見られるのは恥はずかしすぎる。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。これだけ寵ちよう愛あいされてるのに、どうして女官なんかやってるんだか」

　子美が呆あきれたようにそう言った。

　反論しようとしたけれど、まだ口は再起不能のままだ。

　それ以前に恥ずかしすぎて、二人の顔を見返す勇気なんてない。

「ふふ、あなたにしてはいいことを言いますね。その通りです。鈴音様はもっと、大家の寵愛を理解する努力をすべきです！」

　珍めずらしく春麗が熱くなっている。

　どうやら彼女は、私が黒曜の寵愛を受ければいいと思っているらしい。

　妃きさきですらない一いつ介かいの女官に、随ずい分ぶんと無む茶ちやなことを言ってくれる。

「だっ、だってそんな、寵愛なんて！」

　そんな明け透すけな言葉で言われると、恥ずかしくて堪たまらなかった。

　華妃の許もとに黒曜が通っていると聞いた時は辛つらくて堪らなかったのに、自分がその立場になれと言われれば腰こしが引けてしまう。

　身勝手だというのは重々承知で、私はうんうんと唸うなった。

「まあまあ。ちょっとあたし達外に出てくるから、しばらく頭冷やしてなさいよね」

　私に気を遣ったのか、子美が房室の外に出ていく気配がする。

「ちょ、ちょっと！　どうしてわたくしまで連れて行くのですか」

「いいから来なさいって。あたしが誘さそってあげてるんだから！」

　そう言って、子美が強ごう引いんに春麗を連れ出したのが分かった。

　恥ずかしさに頭がどうにかなりそうだったので、子美の気遣いは正直ありがたい。

　自分以外誰もいなくなった尚紅で、私は改めて手の中の釵を見つめた。

　先ほどの話を聞いた後では、初めて見た時と印象が違ちがって見える。

　金属とは違う柔らかな質感を手の中で確かめながら、私は虎柵県にいる黒曜の無事を祈いのった。

　───葉は花を想う。花は葉を想う。

　遠く離れていても、黒曜を想う気持ちは冷めるどころか強くなる一方だ。

（いつの間に、こんなに好きになってたんだろう？）

　しんと静まり返った尚紅で、不思議に思う。

　初めて会った時は恐いと思ったし、花酔楼から連れ出された時はなんて強引なんだろうと恨みもした。

　でもいつでも黒曜は、不器用な優やさしさを私に向けてくれていた。

　花酔楼で下働きをしていた、その時から、ずっと。

　私は二人が戻ってくるまでまんじりともせず、ただ黙って小さな釵を見つめていた。
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　翌朝、なにやら騒さわがしい物音で目が覚めた。

（子美、かな？）

　遠くで女の声が聞こえた気がした。

　まだ目が覚めたばかりで、夢か現うつつか判断がつかない。

　昨日尚紅に泊とまってくれた子美か春麗のどちらかの声かとも思ったが、それにしては距きよ離りが遠すぎる。

　雨音がしていた。

　季節外れの嵐あらしのような、叩たたきつける雨音。

　そしてその中には確かに、小さな悲鳴が交じっていた。

　夜着のまま慌あわてて寝しん台だいから飛び出し、飾かざり格ごう子しの隙すき間まから外を見る。

　雨の中霞かすむ視界に、剣けんを持った男達がいるのが見えた。地味な灰色の交領襦じゆ裙くん。妃ひ嬪ひんや女官とあまりに違うその色しき彩さいは、遠目にも宦かん官がんのものだとはっきり分かる。

　一いつ瞬しゆん恐怖と驚おどろきで身動きが取れなくなった。

（まさか、ついに雨露が？）

　そう思った時、突とつ然ぜん後ろから口を塞ふさがれた。

　驚きで心臓が止まりそうになる。

　こわごわ振ふり向くと、私の口を押さえているのは春麗の手だった。

　外から見えないように姿勢を低くし、宦官に聞こえないよう春麗が囁ささやく。

「鈴音様、ご無事ですか？」

　春麗は流石さすがに、この異常事態の中でも落ち着いていた。

　どうにか落ち着きを取り戻もどした私は、こくこくと頷うなずいて無事を知らせる。

　いつの間にか子美も起きていて、青ざめた顔でこちらを見ていた。それでも懸けん命めいに冷静であろうとしているのが、見て取れる。

「とにかく、ここは危険です。すぐに離れなければ」

　春麗に促うながされるまま、私達は尚紅の外に出た。

　強い雨あま脚あしが、無防備な夜着に叩きつける。

　夏も目前とはいえ、その冷たさには体が竦すくむ。

「傘かさを差しますと目立ちますから、しばらく辛しん抱ぼうしてください」

　春麗は私と子美の頭から大きな灰色っぽい布をかぶせると、足早に私達を誘ゆう導どうした。

　彼女の手を頼たよりに、雨の中を走る。

　木々の陰かげに隠かくれながら走る内に、華妃の房ぼうの脇わきを通りかかった。

　中からは悲鳴が聞こえ、思わず立ち止まってしまいそうになる。

「鈴音様。今は走ってください」

　春麗の言葉に、萎なえそうになる足で再び走り出す。

　悲鳴が華妃の声でなければいいなと思ったけれど、記き憶おくを手た繰ぐっても彼女の声だったかどうかは判断できなかった。

　何度か宦官達と鉢はち合あわせしそうになりながら、私達はやっとの思いで人ひと気けのない果樹園にたどり着く。

「こちらに、旧知の宦官がおります。そこで一時匿かくまってもらいましょう」

「そいつ、信用できるの？　あいつらの仲間かもしれないじゃないっ」

　必死に声を殺しながら、子美が言った。

　私より小さな彼女の体もまた、がたがたと震ふるえている。

　それがとても可哀かわい想そうで、私は彼女の肩かたに手を回した。

（春麗に守られてるばかりじゃだめだ。私が二人を、守らなくちゃ）

　必死に自分に言い聞かせると、少しずつ頭が冴えてくる。

「権力に興味のない変わり者です。おそらくその心配はないでしょう。それに彼らもまさか、全すべての女によ官かんを捕つかまえられるとは思っていないはず。そこまで恐おそれることはありません」

　こういう時、春麗の冷静さには救われる。

　先の見通しが立ったことで、早はや鐘がねのようだった鼓こ動どうが少しだけ落ち着いてきた。

　その時だった。

　尖とがった神経に、天を劈つんざくような悲鳴が轟とどろく。

「いやぁぁぁ！」

　聞き覚えのある声だった。

　気づけば、私は走り出していた。

「鈴音様！」

　春麗の声が背中に聞こえるが、どうしても立ち止まるわけにはいかなかった。

　人気のない果樹園の中で、声の主はすぐに見つかった。

　剣を振り上げる宦官と、地面を這はい泥どろの中を逃にげ惑まどう女性───賈妃だ。

　私はぞっとした。

　面識のある人が、目の前で殺されようとしている。

（ええい、一か八ばちかよ！）

　運よくこちらに背を向けていた男に、体当たりをする。

　不意の攻こう撃げきに驚いた男は、そのまま体勢を崩くずし、倒たおれた。

　起き上がろうとしてくるのを、そのまま泥の中に顔を押さえつける。

　とにかく必死で、何がどうなるかなんて考えていなかった。

「賈昭しよう儀ぎも手伝ってください！　早く！」

　私一人では振り落とされそうになり、啞あ然ぜんとしていた賈妃の手を借りる。

　二人掛がかりで必死に男の頭を押さえつけていると、ようやく静かになった。

　恐る恐る手を離はなしても、起き上がってくる気配はない。

（死んじゃった、の？）

「ご無事ですか!?」

　ちょうどその時、春麗と子美が追いついてきた。

　春麗は一瞬にして事態を把は握あくすると、うつぶせた男の腕をとり脈をとった。

「死んではいないようです。仲間が捜さがしに来るといけませんから、早くこの場を離れましょう」

　男が生きていると聞いた時、自分で思っていた以上にほっとしてしまった。

　賈妃を助けたことに後悔はないが、だからといって相手の命を奪うような覚悟、所詮私にはないのだ。

　はあはあと息を乱しながら、震える足でなんとか立ち上がる。

　同じように賈妃も、呆然と泥の中に座り込んでいた。

　そして私たちは彼女を連れて、改めて春麗の知り合いの許もとへと急いだ。
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　時は少し巻き戻り、蛮ばん族ぞくと国境を接する城じよう塞さい都市、虎柵県でのこと。

　蜂ほう起きした反乱軍は禁軍の早すぎる到とう着ちやくに驚き、住民共々塀へいで囲まれた都市の中に立て籠こもってしまった。

　龍宝が親しん征せいを急いだのは、周囲の鎮ちん戍じゆにいる兵が更さらに反乱に合流するのを恐れたから。

　その意味で、彼の奇き襲しゆうはある意味で成功だったと言える。

　しかし外敵に対して堅けん牢ろうに造られた都市の城じよう壁へきは、実際の持ち主である龍宝すらも拒こばんでいた。

　太古の戦略家は、攻こう城じよう戦を最も避さけるべきと説いている。

　とかく時間がかかり、忍にん耐たいを以もつてことに臨のぞむしかないからだ。また籠ろう城じよう戦は攻せめ手が圧あつ倒とう的に不利であり、指揮官が短気をおこせば徒いたずらに兵士を失うことにもなりかねない。

「───と、まあそれはあくまで軍プロを相手にした場合の話ですが」

　今回龍宝の補ほ佐さとして副官に任命されている趙仁貴は、実質的な指揮官である。

　虎柵県の城壁から矢の届かない距離に張られた天幕では、鎧よろいで固めた将校が軍議を行っていた。

　最も上座、戦場に似つかわしくない紫し檀たんの椅い子すに座るのは龍宝だ。椅子の背せ凭もたれには冷えぬよう禁色の毛織物が掛かけられている。

　龍宝は不服だった。

　自分は立ったままでいいと言ったのだが、それでは将校が落ち着かないからと説とき伏ふせられ、渋しぶ々しぶ椅子に座らされる羽目になったからだ。

　しかしそこは仁貴の持ち前の人徳でもって押し切られ、今は彼の主導で今後の方針が決められようとしているところだった。

「斥せつ候こうの報告、また近きん隣りんの農民によれば、城内は物資に乏とぼしく長期的に全ての住民を養えるだけの食しよく糧りようはないようです。冬が終わったばかりで蓄たくわえもなく、籠城戦を始めるには最悪の季節ですな」

　居並ぶ将校もうんうんと頷いている。

「足の速い軽けい騎き兵へいを用いたことで相手の虚きよを衝つくことができました。あとは勢いで以て攻め込み、あちらが浮うき足立っている内に開城させてしまうのが吉きちでしょう」

「まったくだ。平民の軍など恐れるに足らぬ。陛下、ここはどうか臣に先せん鋒ぽうをお任せくだされ」

　急戦派が次々に名乗りを上げるが、龍宝は諸兵に対して静まるよう手を挙げた。

「待て。確かに諸君らにかかれば今の虎柵県は容易たやすく落ちるだろう。しかしそれは城壁を破は壊かいし、関係のない住民を傷つける行こう為い。虎柵県は蛮族に抵てい抗こうする北方鎮戍の要かなめ。可能な限りそのままの形で残したい。不用意に攻めて軍備を損そこなえば、今年の秋の終わりには蛮族を榮に招き入れることにもなりかねん」

　龍宝の言葉に、居並ぶ将校達は不満げな顔をした。

　その顔にはありありと、ではどうするのだと書かれている。

　あらかじめ龍宝の考えを聞き及およんでいた仁貴だけが、涼すずしげな顔で髭ひげを撫なでていた。

「城内には既すでに細作を放ってある。諸君らに行ってもらいたいのは、宴うたげである」

　龍宝の予想外の言葉に、天幕の中は静まり返った。

　誰だれもが、今聞いた言葉を信じられないという顔である。

　駄だ目め押おしのように、龍宝は言葉を重ねた。

「酒や食料を近隣の街から調達し、今から炊たき出しを行う。貴き兄けいらには大いに吞のんで騒さわいで、進軍の疲つかれを癒いやしてもらいたい。また、それに惹ひかれてやって来た者には委細かまわず食事を振ふる舞まえ。戦いくさを嫌きらい甘い水を好むのは城内の民たみも同じ。理り不ふ尽じんに閉じ込められ目の前で贅ぜい沢たくなさまを見せつけられれば、反乱軍は人心を失い自じ滅めつするであろう」

　龍宝が立てた策は、城壁の外で宴を行い城壁の内側にいる庶しよ民みんの離り反はんを誘さそうというものだった。

　造反を起こした鎮戍の兵というのは、庶民は庶民でもそのほとんどは近隣から集められた農民だ。

　一方この地方では有数の都市である虎柵県の住民は、基本的に裕ゆう福ふくな商人などである。

　彼らの多くは世事に通じ、また利に敏さとくしたたかである。

　恭きよう順じゆんすれば罰ばつしないということを示し、また近隣からの応おう援えんも期待できないとなれば、早々に皇こう帝てい側に寝ね返がえるのは目に見えていた。

　また、それとは別に感情問題として、食糧事情の厳しい城の目の前で宴を開かれたとなれば、理不尽に反乱に巻き込まれた恨うらみを反乱軍に対して抱いだくはずである。

　一方ひもじさを恨み挙兵した反乱軍の憎にくしみが募つのる可能性も大いにあったが、龍宝は虎柵県の被ひ害がいを最小限に抑おさえるためこの策を取ったのだった。

（煽あおられた反乱軍が人ひと質じちを殺す可能性は勿もち論ろんある。しかしそれはやむなし、だ）

　龍宝は統とう率そつ者としての決断をした。

　全すべてを欲しがれば、何もかもを失うこともある。

　それは幼い内から様々なものを奪うばわれてきた龍宝にとって、ある種当然の結論だった。

　彼が優先させたのは、できるだけ迅じん速そくな事態の打開と講和だ。

　王都を空けていられる時間はそう長くない。

　己おのれが留守の隙すきに、事を起こしてもらうためにわざわざ無理をして親征などしたのだから。

（深潭と翠月には悪いが、存分に働いてもらおう）

　龍宝はまだざわつく将校達に対して、不敵な笑えみを見せた。

　心からの味方は少なく、皇帝とはいえ綱つな渡わたりの策であると自覚しながらも、敢あえて彼はその先に踏ふみ込もうとしていた。
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　紫微城の一角。

　まるで光を恐おそれるように、暗がりで男たちは言葉を交かわす。

「陛下が王都を空けている間に、あの宦かん官がんめいよいよ仕し掛かける気だな」

　潜ひそめられた声には、相手の出方を窺うかがう狡こう猾かつさが滲にじんでいる。

「どちらにつくか、慎しん重ちようにならねば。華家の当主を陣じん営えいに迎むかえ入れたとはいえ、陛下の影えい響きよう力はまだまだ弱い」

「一方『賤露』は皇太后を通じて富を蓄えている。味方する者も少なくないはず」

「全く、陛下はどうしてこんな時に親征など……わざわざ己の武勇を示すよりもまず、王都でやることがあるだろうに」

「若さゆえというやつだろう。臘ろう日じつ、後宮を軍勢でもって取り囲み、皇太后殿でん下かを蟄ちつ居きよ、雨露を謹きん慎しんさせたまではよかったが、その後がどうにもよくないな」

　彼らは官かん吏りの中でも、年長で位の高い者達である。

　傀かい儡らいだった頃ころの龍宝を知っているためか、どうにもその論調は厳しいものだ。

　更さらに親征の間人事を任された華家の若者によって、老いた者がどんどん閑かん職しよくに追いやられているのもまた、彼らの不満を煽っていた。

　若く家格の低い官吏が次々と抜ばつ擢てきされ、要職についている。

　これで実際に政治を行う上層部は一気に若返り、滞とどこおっていた案件も次々に動き出していた。

　ゆえに華翠月の若者達からの支持は大層なものだったが、今まさに追い落とされようとする古参の者達には面おも白しろくない展開だ。

　ゆえに彼らは口を閉とざし、雨露からの使者があってもその事実を黙だまっていたのである。

　雨露の企たくらみは、竜原の都を滅ほろぼしかねない過激なものだった。

　老いた者達は互たがいを監かん視しし合い、周囲が雨露に転ぶのなら後おくれを取らないようにせねばと焦あせっていた。

　彼らは言葉の端はし々ばしに罠わなを仕掛け、相手がそれにかかるのを辛しん抱ぼう強づよく待っている。

　主あるじ不在の紫微城は、そんな不ふ穏おんな空気に包まれていたのだった。
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　結果から言うと、龍宝の策はあっけないほどに上手うまくいった。

　禁軍の早すぎる到着で浮き足立っていた反乱軍は、城内の人心掌しよう握あくをする暇ひまもなかったと見える。

　龍宝が放っていた細作達は、虎柵県の住民に対してあらかじめ噂うわさを流していた。その噂というのは、皇帝は寝返った者に対して罪に問わず、その財産も保障するというものである。

　止とどめは城じよう壁へきの外で日夜繰くり広げられる吞めや歌えの大だい宴えん会かいで、その吞のん気きな様子に安心して寝返る者が多数出た。

　龍宝はあらかじめ流してあった噂のとおり、彼らを保護するだけでよかった。とはいっても一つの都市の住民が逃にげてくるのだから大事である。

　龍宝は金に糸目を付けず、足りない物資は周囲の都市まで買いに走らせた。

　軍馬に荷車を引かせ、食糧、人、布、木材、なんでも運ばせた。

　おかげで虎柵県の周辺では酒と米が高こう騰とうし、突とつ然ぜんの好景気が訪おとずれた。おこぼれに与あずかろうと、誰もが競きそって禁軍の宿営地に向かったほどである。

　人というのは逞たくましいもので、半月も経たたぬ内に虎柵県の内部は半分以上がもぬけの殻から。城壁の外では簡易の建物が建ち、物売りや民みん妓ぎまで姿を見せるようになった。

　この頃になると城門はすっかり開かれ、反乱軍はかなり数を減らしていた。

　しかし一方で、思うようにいかないこともあった。

　追い詰つめられた反乱軍は厄やつ介かいなことに、玄冥宮に陣じんを敷しき立て籠こもったのだった。

　古く設備もずさんな玄冥宮は、籠ろう城じようにふさわしい建物とは言い難がたい。そこに敢えて陣を敷いたというのであれば、反乱軍は玄冥宮の特とく殊しゆな事情を知っているということである。

「厄介なことになりましたな。もしやと、考えてはおりましたが」

　仁貴が重い溜ため息いきをつく。

　広い天幕の中は龍宝と彼の二人きりだ。

　そして禁軍の中で、玄冥宮に皇太后がいると知っているのもこの二人だけ。

　軍を野や蛮ばんだと嫌っていた皇太后には、未いまだ敵意を持つ将官も少なくない。玄冥宮に彼女がいると知れれば、反乱軍鎮ちん圧あつにかこつけて彼女に害をなす者が現れるかもしれないと、龍宝達は敢えてこの情報を自分達の胸の裡うちに留とどめておいたのだ。

　それ故ゆえ、反乱軍が籠城には向かない玄冥宮に陣取ったことを不思議がる者や、一刻も早く攻せめ込むべきと進言する者が後を絶たない。

　思いの外上手くいきすぎてしまった成り行きは、龍宝に考えていたよりもずっと早い決断を迫せまっていた。

「虎柵県には、玄冥宮よりよほど籠城に向いた砦とりでが他ほかにある。それなのにわざわざ玄冥宮を選んだということは、反乱軍の指導者はあそこに皇太后がいると知っていたのだろう。あの女が指導者としてそこにいるのか、それとも人質としてそこにいるのか、それは分からんが……」

　龍宝は顔をしかめた。

　虎柵県で反乱と聞いた時から、これは想定された事態ではあった。

　問題は皇太后が政権を取り返すため主導的に起こした反乱か、それとも他の者の企みにただ巻き込まれただけなのか、という点である。

　前者であれば今度こそ間ま違ちがいなく首を落とすところだが、後者であれば義理の息子むすことしてその命を救わねばならない。

　それは龍宝の感情とは無関係に、皇こう帝ていが順守すべきとされる徳や礼に則のつとった判断であった。これは榮の建国当初から、国家運営の上で最も優先される理念とされている。

　諸官に敬を求める天子が自ら孝を破り礼を乱すわけにはいかず、それこそが龍宝を悩なやませている題目であった。

　皇太后など関係なしと玄冥宮に攻め入るのは簡単だが、そこで彼女が死ねばのちにことが公おおやけになった時、龍宝を非難する者もあるだろう。それで戻もどり始めた人心が、再び離はなれてしまう可能性もある。

　徳や礼というものは美しい理想でありながら、時としてこのように不自由を強しいるものでもあった。

（だが）

　そして思い悩む龍宝の思考の一いつ片ぺんに、引っかかる木の葉のようにまとわりつく思いがある。

（あそこには、例の妓女もいる。あれになにかあれば、鈴音は悲しむだろう）

　頭から切り離すべき些さ事じと思いながらも、思い悩む龍宝の脳のう裏りからはその考えが消えないのだった。

　例の妓女とは皇太后の娘むすめ。

　北梨にこの人ありと謳うたわれた芙蓉その人である。

　龍宝は黒曜と名を偽いつわって、彼女の許もとに通っていたことがある。男女の関係ではなかったが、物もの怖おじしない気持ちのいい性格の美女だった。

　なにより鈴音へ宛あてる手紙を受け取った時に、化粧けわい師しになにかしたらただではおかないとしっかり脅おどされた身の上だ。

　芙蓉は黒曜がただの官吏ではないと、薄うす々うす気づいていたはずだ。でなければ臘日の宴うたげの折、龍宝の顔を見てもちらりとも驚おどろかなかった説明がつかない。

　女でなければ軍で働かないかと勧かん誘ゆうしたいほどの女じよ傑けつである。

　細作には絶えず玄冥宮を見張らせていたが、彼女に関する報しらせは未だにない。

　死んだとも、反乱軍に捕とらえられているとも、現段階で確かめるすべはなかった。

「王都では、そろそろ動きがあった頃でしょうか？」

「あのせっかちな狒ひ々ひ爺じじのこと、そう我が慢まんはしておれんだろうな」

　不意の仁貴の問いかけに、龍宝はつとめて冷静に返す。

　その時だった。天幕の外で言い争う声が聞こえ、その方角から光が差す。

「陛下！　いつまで検討を重ねるおつもりですか！」

　急戦派の将兵達だ。

「無礼だぞ！　控ひかえよ！」

　仁貴が鬼き神しんのごとき顔に豹ひよう変へんする。

　天幕に押し入ってきた彼らは、その顔にいささか尻しり込ごみをしたようだった。

「よい」

　肩かたを怒いからせる仁貴を、龍宝が制する。

　彼は先ほどまでの心配事を全すべて頭から追い出し、ただ目の前の戦場に集中することにした。

「明朝、総そう攻こう撃げきをかける。諸兵に伝え準備させよ。決着をつけるぞ！」

「おっ……おおおぉ！」

　仁貴を上回る龍宝の叱しつ咤たに、やってきた数人の士官は腕うでを振ふり上げ雄お叫たけびを上げた。

「陛下……」

「よいのだ。もうこれ以上待っているわけにもいかぬ」

　戦いくさを前に待機を続け、宴会には飽あき飽きしていた面々だ。

　こうなってしまえばもう、止めることはできない。

　まるで坂道を下る玉のように、勢いをつけて走り抜ぬけるより他ないのである。
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　後ろ手に縛しばられた芙蓉は、口に巻かれた布に感謝しなければならなかった。

　なぜなら、彼女が転がされているのは何年使っていないのかという埃ほこりっぽい食しよく糧りよう庫こだったからだ。

（でも、やっぱり感謝するようなことじゃないわね）

　芙蓉は回想する。

　それは突然の出来事だった。

　虎柵県の中でも外れに位置する玄冥宮に、突然武装した男達が我が物顔でやってきたのだ。

　玄冥宮の見張りをしていた兵士達は、それに一いつ切さい抵てい抗こうしなかった。

　芙蓉は咄とつ嗟さに、母の命を心配した。

　母こそは先代の皇帝の寵ちよう愛あいを受けた女性。

　そしてつい先年まで、この国を牛ぎゆう耳じっていた悪女である。

　芙蓉自身、まさかその悪女が実の母だとは思ってもみなかった。

　知ったのは可愛かわいがっていた化粧師の頼たのみで、後宮を訪れた時である。どこかで見た覚えがあると思った顔は、そっくり己おのれが鏡を見た時のそれだった。

　そして紫微城を追われた母に、芙蓉は付き従うという選せん択たくをした。築き上げた地位や、気心の知れた仲間を捨てて。

　彼女自身、まさか自分がこんな選択をするとは思っていなかった。

　母には捨てられたものだと思っていたし、父を早くに亡なくした彼女は文字通り身一つで厳しい乱世を生き抜いてきたからだ。

　しかし目の前に現れた母親に、突とつ如じよとして情が湧わいた。

　年ねん齢れい的にも妓ぎ女じよなど潮時だと感じていた芙蓉は、そうして母と一いつ緒しよに王都を離れ、この地へと来たのだ。

　しかしその母には、致ち命めい的なまでに生活力というものがなかった。

　宮とは名ばかりの粗そ末まつな建物で、かしずかれていた女が二人生き抜くのは、なかなかに大変なことだ。

　しかし芙蓉は、虎柵県に来たことを後こう悔かいしたことなど一度もない。

　朝起きて夜眠ねむるという、至し極ごく当たり前の生活。

　母は存外大人しく、後宮で好き勝手振る舞まっていたとは思えないほどだ。

　埃に塗まみれ泥どろに塗れ、耗子ねずみを追う生活が楽しいとまで思い始めていた。

　それだけに今回のことは、芙蓉にとって寝ね耳みみに水の出来事だった。

（ったく。アタシを誰だれだと思ってるんだろうね？　花酔楼の芙蓉とはアタシのことサ。これしきのことで諦あきらめると思ったら大間違いだよ！）

　芙蓉は心の中でいくつもの悪態を吐つきながら、虎こ視し眈たん々たんと反はん撃げきの時を窺うかがっていた。

　そもそも、現げん役えきを退いたとはいえ傾けい国こくと呼ばれた自分を、男達が放ほうっておくはずがない。盗とう賊ぞくや軍隊にとって女は戦利品の一つ。

　時が経たてば、自分はこの乱暴者達の首領の前に引きずり出されることになるだろう。

　そうすれば母がどうなっているのかも分かるはず───そう、芙蓉は考えていた。

　閉じ込められた食糧庫でどれだけ時間が経ったのか。

　荒あら々あらしい怒ど鳴なり声や乱暴な履くつ音おとがしなくなり、音からでは外の様子が全く窺えなくなった。

　すると、なにやら声が近づいてくる。

　怒鳴り声のようだ。

　声は食糧庫のすぐ前まで来て、そしてやんだ。

　芙蓉が息を殺していると、しばらくして藁わらで編んだ粗末な戸が開かれる。

　そこに立っていたのは、眉まゆの太い、勇ましい顔の男だった。

　鎧よろいを身に着け剣けんを腰こしに佩はいた男が、埃っぽい食糧庫の中に入ってくる。

　そして彼は予想外なことに、そっと腰を屈かがめて転がされていた芙蓉の口布を解ほどいた。

「っ、あんた達一体何者だい！」

　威い勢せいよく問いかけた芙蓉に、男は一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた顔をした。

「いやはや、これは随ずい分ぶんと肝きもの据すわった女によ人にんだ」

　男はそう言って苦笑いを零こぼすと、芙蓉の手首を縛っていた縄なわを解いた。

　男の手を借り、彼女はよろよろと立ち上がる。

　膝ひざが震ふるえていたが、それを悟さとられるのは癪しやくなのでなんでもないふりをした。

「[image: ][image: ]おかあさんは？　[image: ][image: ]はどこにいるの？」

　できるだけ冷静に尋たずねようとするが、言こと葉ば尻じりが鋭するどくなってしまうのは仕方ない。

　芙蓉が睨にらみつけると、男はそれを気にするでもなく、小さく頷うなずく。

「お会いになりますか？」

（妙みようだ）

　手首を縛って閉じ込めていた割に、男の口調は丁てい寧ねいだ。

　一体どういうつもりなのかと思いながらも、芙蓉は頷く。

「母のいるところへ連れて行って」

　男に先導されるまま、芙蓉は食糧庫の外に出た。

　久しぶりに見た光が存外眩まぶしい。戸のすぐ外には数人の兵士がいて、さっきの怒鳴り声はこの兵士達を男が叱しつ責せきした声だと気が付いた。

「あんた一体、何者？」

　芙蓉の問いに、男は曖あい昧まいにほほ笑えむだけで何も語りはしなかった。




　男に先導されるままついていくと、その先にあったのは母の居室だった。

　居室といっても王都で暮らしていた房とは大おお違ちがいだろう。それでも敷しき物ものが敷しいてあり、寒さなどは他ほかの房に比べて格段にましのはずである。

「失礼します」

　戸を開ける前、芙蓉を先導していた男はそう断りを入れた。

　思えばその瞬間から、芙蓉は嫌いやな予感を覚えていたのだ。

　そして中に入ってみれば思った通り。そこには縛られているどころか、椅い子すに座り悠ゆう々ゆうと寛くつろぐ母の姿があった。

「これは一体どういうこと!?」

　芙蓉は壁かべになっていた男を突つき飛ばし、先んじて母の房に入った。

　そして優ゆう雅がに団扇うちわを扇あおぐ母に詰つめ寄り、彼女を睨みつける。

　しかし皇太后は意に介かいさず、芙蓉からふっと視線を逸そらした。そして逸らした先で何かを見つけたのか、ほんの少しだけ表情が変わる。

「まあなんてひどい……」

　白い指がそっと、縛られた痕あとの残る手首に触ふれた。

「部下が咄嗟に閉じ込めてしまったようだ。申し訳ない」

　芙蓉を連れてきた男が無骨に謝る。

　それだけで二人の力関係が知れたようで、芙蓉は叫さけびたくなった。

「[image: ][image: ]マーマ、これはどういうこと？　この地で静かに余生を過ごすのではなかったのっ」

　芙蓉の目は怒いかりに燃えていた。

　当然だ。

　心を入れ替かえたと思っていた母が、堂々と蟄ちつ居きよ先に軍隊を引き入れて見せたのだから。

　おそらく彼らは皇こう帝ていに反撃するための母の駒こまであり、芙蓉は母が全く変わっていなかったのだと思い知らされた。

　皇太后はそのうっとりするような長い睫まつ毛げを伏ふせ、そして感情の読めない目で娘むすめを見つめる。

「気に入らないのなら、あなたは出てゆきなさい」

　芙蓉は、かっとなり己の手首に触れていた母の手を振ふり払はらった。

「そうさせてもらうわ！　あんたを信じようとしたアタシが馬ば鹿かだった！」

　そう言うが早いか、芙蓉は房を後にした。

　淑しゆく女じよらしからぬ足音が、薄うすい壁の向こうに遠ざかっていく。
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「───よろしいのか？」

　成り行きを見守っていた男が、静かに言った。

　日が傾かたむき出している。外から差し込む光は先ほどより朱しゆ色いろを帯びていた。

「……娘を見み逃のがしていただき、ありがとう存じます」

　かつて国ごと誑たぶらかした女が、静かに頭を下げる。

　この光景を見ていれば、芙蓉は己おのれの思い込みがほんの少し間違っていたことに気付いただろう。

　しかし、これこそが皇太后の求めていた結果であった。

　雨露に協力を求められた彼女は、その申し出を断るわけにはいかなかった。

　断れば手段を選ばないあの宦かん官がんが、娘を人ひと質じちにしてでも要求を吞のませようとすることは目に見えていたからだ。

　雨露の望みは、反乱軍に手を貸し禁軍を引き付けておくこと。

　さしもの老人も皇帝自ら親しん征せいを行うとは予想していなかったようだが、結果的にそれは彼にとって好都合だったに違いない。

　後は戦場で皇帝がお隠かくれになれば万ばん々ばん歳ざい。そうでなくても、王都の軍勢が削そがれている内に帝てい位いを掠かすめとる腹だろう。

　相変わらず腹黒い男だと、皇太后は付き合いの古い老人を笑ってやりたくなった。

（冥めい府ふに金は持って行けぬというに、いつまで生きるつもりじゃ、俗ぞく物ぶつが）

「まあ哀あい家かも、そう変わらぬがな」

　そう言って、皇太后は一人静かに笑う。

　雨露の企くわだてが上手うまくいくなんて、彼女は端はなから思っていなかった。

　それでも手を貸したのは、この寒々しい離り宮きゆうから娘を解放したいからだ。

　しかし皇太后がこの地で生きている限り、娘はこの地を離はなれないだろう。

　───ならば華はな々ばなしく散るまでよ。

　自分は好き勝手に生きた。誰だれを不幸にしようとも構わなかった。好きに振る舞まい好きに殺した。だからどんな死に方をしようとも自じ業ごう自じ得とくだ。

　しかし娘は違う。

　幼い頃ころに捨てた母を哀あわれに思って、こんな田舎いなかについてくるような奇き特とくな娘だ。死なせてはならない。そして悲しんでほしくもない。

　だから切り捨てた。

　これで恨うらまれることになろうとも、あの娘こが悲しまないでくれるのならそれでいいと思う。

　あんな婆ばあさん死んで清せい々せいしたと言いながら、どこかで平和に暮らしてほしいというせめてもの親心だ。

　そんな皇太后の気持ちを知ってか知らずか、反乱軍の指導者である男はただ黙だまっているばかり。考えてみればこの男も、随分と変わり者だ。玄冥宮に追い詰められ、近く禁軍が攻せめてくるというのに不気味なほどに落ち着き払っている。

　親子ほどに歳としの離れた男だ。共に死ぬ相手としては不足だが、仕方ない。

「勝手だとは思わないのか？　娘を傷つけて追い出すなど」

「勝手？　まさか哀家に言っておるのか？」

　ははははと、皇太后は楽しげに笑う。

「これはこれは恐れ入った。未いまだに哀家にそのように言う者が残っておったとは」

「どういう意味だ！」

　男の目に、押し殺された怒りが滲にじむ。

　抑おさえつけられて歪ゆがんだ、出口を無くした炎ほのおだ。己を喰くいつくさずにはいられないそれを、皇太后は哀れに思う。

「勝手も勝手。哀家は十分好き勝手に生きた。そんな女の末路に───どうして娘を巻き添ぞえにできる？」

　女の答えに、男は一瞬黙り込んだ。

「───情けだというつもりか？　突き放し一人で生かすことが」

「情けもなにも、ずっと昔に切れた縁えんよ。それともなにか？　いつまでもこんな所に縛しばり付けておくのが愛だと？」

「心残りはないと申すか」

「死にたくないと醜みにくく足あ搔がけば満足か？　残念であったなぁ」

　表情を殺していた男が、ついにするりと剣けんを抜ぬいた。男の目からわずかに殺気がこぼれ落ちる。

「嬲なぶるな。皇太后といえどここではただの女。いつでも簡単に殺せるのだぞ？」

　男は元々、鎮ちん戍じゆを任されていた校こう尉いだった。

　校尉とは本来二百人の団を指揮する位に過ぎないが、彼は兵募からの支持が厚く特に功があったとして校尉ながらに虎柵県の鎮戍の長おさに任命されていた。

　なぜそれに伴ともない位が上がらなかったのかといえば、それは彼が府兵からの叩たたき上げだったからだ。府兵とは武挙に受かっていない兵士を指す。

　武挙の科目がほぼ実技からなるとはいえ、高位の武官になるためには最低限読み書きができねばならなかった。

　そのため男は校尉のまま鎮戍の長となり、今では雨露に言われるがまま反乱軍の親分などに収まっているわけである。

　彼は皇太后によって長年搾さく取しゆされてきた、平民がうちの一人だ。彼女の横暴により、失った友人知人は片手では足りない。

「哀家を今殺してもなにもならぬぞ。猿さる山やまの大将が捨て駒を一枚無くすだけのこと。好きにおし」

　女が興味なげに言うと、男はしばしの沈ちん黙もくののち剣を鞘さやに戻もどした。

「いつかこの手で殺してやろうと思っていたが、いずれ死ぬと思うとその気も失うせるな。せいぜい望みどおりにするがいい。早晩決着がつく。死ぬ前に暇ひまがあれば、その首搔き切ってやろう」

「はは、せいぜい待っておるわ」

　そして、男は静かに房ぼうを出て行った。

　皇太后は黙って、窓の外を見る。

　住民が逃にげ出した虎柵県は静まり返り、明かりのない夜はもうすぐそこまで迫せまっていた。
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　虎柵県の外。絶えず宴うたげが繰くり広げられる宿営地に、女の声が響ひびく。

「ちょっと、偉えらい人を呼んで！　早く！」

　酔よっ払ぱらいの死し屍し累るい々るいをかき分けて、やけに古ふる臭くさい服装の女が一人、大声で騒さわいでいる。

「女の酔っ払いかぁ？」

　近くの村から来たらしい酔っ払いが、己を棚たなに上げ指さして笑う。

「しかしやけにめんこい女だ。埃ほこりをかぶった服ではもったいない」

　兵士は内々に総そう攻こう撃げきに向けた準備を進めているが、寄り集まってきた住民についてはいつも通り宴をしていてもらわねばならない。

　反乱軍は、こちらの様子を固かた唾ずを吞のんで注視しているに違ちがいない。兵力で圧あつ倒とう的差があるとはいえ、追い詰つめられた耗子ねずみに決死の抵てい抗こうをされれば厄やつ介かいだ。

　できることなら直前まで、ふざけた宴をしていると思わせておきたい。

（しかしこの騒ぎで兵士の士気が落ちはしないだろうか）

　鍛きたえられた禁軍とはいえ、人である。

　そんな心配をしていた龍宝の耳にも、風に乗ってその騒ぎが届いた。

「ちょっと空けてったら！　黒曜！　黒曜はいないの!?」

　兵士に拘こう束そくされながら、己の偽ぎ名めいを叫さけぶ女がいる。

　何事かとそちらを見ると、そこにいたのはやけに質素ななりの芙蓉だった。

　これには流石さすがの龍宝も慌あわてる。

　反乱軍の立て籠こもった玄冥宮にいるはずの女が、なぜかすぐそこで兵士を振ふり切ろうともがいているのだから。

「放してやれ！」

　龍宝は慌てて駆かけ寄ると、髪かみの乱れた女の顔を確かめた。

　間違いない。

　少し汚よごれてはいるが、その美び貌ぼうは隠しようがないのだから。

「なぜここに？　いや、無事でよかったというべきか」

　龍宝の戸と惑まどいは当然だ。

　しかしそんなものは全くお構いなしで、芙蓉は叫んだ。

「あの女、よくもアタシを騙だましやがって！　ただで済ましゃしないよ」

　北方人ばかりの酒しゆ宴えん場に、中央訛なまりの声が響く。

　これはとんでもない鞭炮ばくちくが飛び込んできたものだと、龍宝は頭を抱かかえたくなった。
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「大変な目に遭あったなあ。まあこれでも飲んで、一息つきなされ」

　春麗の知り合いの宦かん官がんは、歳としのいった小こ柄がらな老人だった。

　雨でずぶぬれになった私達は、布で襦じゆ裙くんに染しみ込んだ雨水を拭ぬぐい、出されたお茶をありがたくいただく。

　賈妃ひは先ほどの恐きよう怖ふからか、ずっと黙り込んだままだ。

　彼女の恐怖を想像するとひどく胸が痛んだ。

　とにかく風邪かぜをひいては大変だと、老人に出してもらった火ひ鉢ばちを全員で取り囲む。

「老師。宦官は全すべて雨露の陣じん営えいに降くだったのですか？」

　春麗が強い口調で言うので、私は老人が怒おこり出さないか心配になった。

　しかし彼はどこ吹ふく風で、鷹おう揚ように頷うなずく。長く伸のびた白い眉まゆ毛げと髭ひげのせいで、老人がどういう表情をしているのか読み取ることはできない。

「全ての宦官を巻き込むなどできようものか。この後宮にどれだけの宦官がいると思っておる」

　老人の言う通り、宦官と一言で言っても彼らには多種多様な役割がある。

　女によ官かんの帳ちよう簿ぼを扱あつかう掖えき庭てい局きよく。宮門の戸と締じまり及および出入りの管理は宮きゆう闈い局きよく。女官の疾しつ病ぺい、死亡を扱うのは奚けい官かん局きよく。輿こしの先導を担になう内ない僕ぼく局きよく。他ほかにも、テント張りや点てん燈とうを行う内ない府ふ局きよくなどがある。

　きちんと数を数えたことはないけれど、多分百人や二百人ではないはずだ。

　そう考えると、老人の言うことはもっともだと思えた。

「とはいえ元内ない侍じ監かんは確か、宮闈局の出身。今いま頃ごろ全ての宮門は閉とざされていることだろう」

　白く長い髭を撫なでながら、老人は何でもないことのように言う。

　しかし宮闈局が敵に回ったとなれば、もう誰だれも後宮を自由に出入りできない。

　その事実に思い当たり、自然、私達の顔は険しいものになった。

　後宮の中には妃きさきと女官、それに宦官しかいない。

　宦官とはいえ力は男。刀を持って脅おどされれば、女官達は大人しく従うしかない。

　後宮は紫微城の一部ではあるが、それでもその敷しき地ちは広大で、中には果樹園も茶樹園もある。簡単に言うと一つの村ぐらいある。

　いっときは悲鳴で騒がしかったとはいえ、それは尚紅のある後宮の中心部でのこと。

　果樹園の奥、後宮の外れにある物置めいた小屋からでは、雨の音しか聞こえなかった。

　他の女官達はどうしているのだろう。

　賈妃の侍じ女じよ達も、彼女を心配しているはずだ。

　帰してあげたいとは思うが、今戻っては今度こそ危ないような気もする。

　宦官達の───雨露の目的は何なのか。

　それが分かるまでは、迂う闊かつに動くべきではないということで意見がまとまった。

　老人は嫌いやがることもなく滞たい在ざいを許可してくれる。

（それにしても、これから一体どうすればいいの？）

　果たして、外にいる官かん吏りや兵士達が異変に気付くのはいつになるのだろう。

　宮闈局の宦官が本気で隠かくそうとすれば、外から隔かく絶ぜつされた後宮はいつまでもこのままなんじゃないか。

　ふと、そんな恐怖が襲おそってくる。

　渡わたされた布にしっかりくるまっているというのに、私の背筋はぞっと冷たくなった。

「雨露はどうしてこんなことを？」

　子美が不安そうに言った。

　その問いに答えたのは老人だ。

「そりゃあお嬢じようさん方。後宮を包囲した首しゆ謀ぼう者しやは、きっと将軍のどなたかと密約を交かわしておるのじゃろう。皇こう帝ていの居ない間に玉座を手に入れた暁あかつきには、後宮の女を丸ごと与あたえようとか何とか言ってな」

　そう言って、老人は軽快に笑った。

　こちらとしては、ちっとも笑えるようなことではないが。

「それじゃあ、宝物やお金みたいに、後宮のお妃様達を贈おくるから協力しろっていうアル？　私達、モノ違うのに！」

　動どう揺ようして、言葉がおかしくなった。

（ひどい、ひどいひどいひどい！　どうして自分さえ自分のものじゃないように言われなくちゃならないの？　お妃様達が、ううん女官の誰だって、そんな風に扱われていいはずがない！）

　悔くやしかった。

　自分ではなすすべもなく、雨露に利用されようとしていることが。

　賈妃は相変わらず青ざめたまま、何も言わない。

　ふと、彼女がこの騒ぎを知っていたのだろうかという疑問が生まれた。

　そもそも、『賤露』と言い出したのは彼女だ。でも今の様子では、とてもこの騒ぎをあらかじめ知っていたとは思えない。

　背に腹は代えられないと、彼女にその言葉の意味を尋たずねることにした。

　叱しかられるのは覚かく悟ごの上だ。

「賈昭しよう儀ぎ。以前、マッサージの最中に『賤露』と仰おつしやいましたね？　それは今回のことをあの時既すでに、知っていたからなんじゃないですか？」

　問いかけると、賈妃は驚おどろいたように目を見開いた。

「そんなわけないでしょう！　知っていたのなら、どうして妾わらわが真っ先に命を狙ねらわれねばならないのです!?」

　捲まくし立てた賈妃の言葉に、冷静に答えたのは春麗だ。

「知っていたから、ということはありませんか？　犯人だと知られていたからこそ、雨露は真っ先にあなたを消そうとした」

　ただでさえ紙のように白かった賈妃の顔色が、水色の絵の具でもたらしたように一層青みを増す。

「あ、あくまで可能性の話ですから、気を落とさないでください」

「賈昭儀。それよりもなぜ、あの時皇太后が雨露に縛しばられているなんていう話を？　何か知っていることがあるのなら、話していただけませんか？　ここを逃にげ出すのに、何かの役に立つかもしれません」

　すると隠しておいても得にはならないと判断したのか、少し悩なやんで彼女は語り始めた。

「妾の実家に、再三誘さそいがきていたのよ。皇太后を旗印に、大ター家ジヤーを亡なき者にしようという誘いが。当主である兄は退けたけれど、加担している貴族もいるという話だった。でもまさかこんなことになるなんて……」

　衝しよう撃げきを受けた。

　雨露はただ黒曜を見返すために、様々なことを企たくらんだんじゃない。

　蟄ちつ居きよした皇太后をもう一度引っ張り出して、国を乗っ取ろうとしていたのだ。

　その大それた野望も信じられなかったし、黒曜や深潭が雨露と関かかわりのあった官吏を容よう赦しやなくリストラしたというのに、まだそんな話に乗る貴族がいるというのも衝撃だった。

「このままでは、本当に帝位があの宦官のものになってしまう。陛下も親しん征せいに出られたまま戻もどらないし……」

　子美の言葉に、思わず拳こぶしを握にぎる。

（黒曜が留守の間に、竜原を雨露の好き勝手にさせちゃいけない。お妃様達を物みたいに扱わせない。そんなこと絶対させるもんか！）

　雨の冷たさで震ふるえていた体が、かっと熱くなった。

「老翁おじいさん……」

「なんじゃね？」

　私が呼ぶと、老人は訝いぶかしげに片かた眉まゆをあげた。

「宦官の服はありますか？」

「古いものでよけりゃ……しかし、いくら寒いからといって、綺き麗れいなお嬢さんが着たいようなもんじゃないと思うがね」

「いいんです。できれば一番汚きたないやつでおねがいします」

「ははっ、ちょっと待っておれよ」

　そう言って、老人が小屋の奥へ消えていく。

　春麗が険しい顔でこちらを見た。

「鈴音様、まさか……」

「───このことを、外に知らせに行く」

　はっきりと言い切ると、彼女はまるで非難するように眉を吊つり上げる。

　しかし私を怒ど鳴なりつけたのは彼女ではなく、むしろ先ほどまで不安そうな顔をしていた子美の方だった。

「はあ？　あんた自分が何言ってるか分かってんの!?　宮きゆう闈い局きよくが見張ってんだから、外になんて出られるはずがないじゃない！」

　私の襟えりを摑つかんだ、彼女の手が震えていた。

「子美の言う通りです。ここはしばらく様子を見て……」

　一いつ緒しよになってなだめようとしてくる二人に、私は首を横に振ふった。

「時間が経たてば経つほど、状じよう況きようは悪くなると思う。今は宮闈局だけでも、他ほかの局だっていつ寝ね返がえるか分からない。もしかしたらもう寝返ってるのかもしれない。そうなったら今以上に外に出るのが難しくなるよ。やるなら、混乱している時の方がいい」

　自分にも言い聞かせるように、ゆっくりと呟つぶやいた。

　初めは様子を見守っている人達も、雨露の方が分がよさそうだと感じれば、そちらに靡なびいてしまうだろう。

　そうなる前に、なにか自分にできることをしたかった。

　ここで怯おびえて待っているだけでは、いつか捕つかまえられてしまうのは目に見えている。

「……なにか、なにか方法があるっていうの？」

　怖こわがっているというより、心配してくれているのだろう。

　泣きそうになっている子美を安心させるように、無む理り矢や理り笑えみを作った。

「大だい丈じよう夫ぶ。これでも一度、後宮を脱だつ走そうしたことがあるんだから」

　そう言った時、奥から老人が戻ってきた。

　その手には、叩たたけばたっぷり埃ほこりの出そうな古ぼけた深衣が握られている。

「ほれ、これでどうかな？」

　差し出された服を握り締しめ、しっかりと頷うなずいた。

　心臓は痛いほど高鳴っていたが、今いま更さらやめたいとは思わなかった。
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（天てん罰ばつかしら？）

　手足を縛いましめられ、侍じ女じよ達と身を寄せ合いながら瑞英は思った。

　呼ばなければ来ないはずの宦かん官がんが、瑞英の房ぼうに押し入ってきたのは夜明け前のことだ。

　不寝番ねずのばんをしていた侍女の悲鳴で目が覚めた。

　宦官といっても顔見知りでもない彼らは、突とつ然ぜんやってきて瑞英とその侍女達を縛り上げ、乱暴に狭せまい房に押し込めた。

　説明は何もないが、異常事態なのは確かである。

　瑞英は溜ため息いきをつきたくなった。勿もち論ろん、そんなことをすればただでさえ怯えている侍女達が更に萎い縮しゆくしてしまう。

　瑞英は静かに息を吸って、それを静かに長く吐はくに留とどめた。

　房の外では宦官達が見張っている。逃げ出すことは難しいだろう。

　皇こう帝ていの許可がなければ男性が入ることの許されないこの後宮において、すぐに助けが来るかどうかは怪あやしいところだと瑞英は思った。

　許可を出すべき皇帝は城を空けており、外がい廷ていの対応は後手後手に回るはずだ。それ以前に、外の人間がこの事態に気付くのはいつになるのだろうか。

　内部の人間が本気で隠かくそうと思えば、いくらでも隠し通せてしまうのが後宮の怖いところである。

　外の人間と接せつ触しよくできるのは宮門を司つかさどる宮闈局の許可あってのこと。

　もしその宦官達がこの暴動に加わっているとしたら、自分達が殺されても外の人間はしばらく気付けないだろう。

　あまりに突然で、あまりに理り不ふ尽じんだ。

　恐こわがって泣く侍女達をなだめながら、瑞英はやはりと思う。

（天罰、かもしれない）

　昨日彼女は、大切な大切な主あるじを裏切った。

　裏切ったのは後宮の主である皇帝ではない。彼女の主というのは華家の若君。翠月の方である。

　裏切った、とはいっても、別に乱暴な言葉を投げかけたり、絶ぜつ縁えん宣言をしたわけではない。

　久しぶりの対面は、極きわめて和なごやかに行われた。

　一緒にお茶を飲んで、互たがいの体を気き遣づかい、近きん況きようを報告するだけの退たい屈くつな接見。

　それでも瑞英にとっては、かけがえのない時間だった。

　二度と会ってはもらえないかもしれないと思った相手である。瑞英が彼を裏切って皇帝に全すべてを暴ばく露ろしてから、まだそれほどの時間が経ったわけではない。

　翠月は、ただただ優やさしかった。

　だからその翠月を更に裏切ってしまったことが、瑞英は悲しいのだ。

　何がそんなに彼女に罪悪感を抱いだかせるのか。

　それは翠月との面談の後、彼が妹と可愛かわいがる化粧けわい師しと二人きりになってからのことだ。

　彼女が渡されたのは、一見なんてことはない玳瑁べつこう細工だった。

　皇帝からの贈おくり物というには、あまりにも簡素なそれである。

　けれどそこにあしらわれていたのは、雄おしべのない紅花石蒜。

　瑞英は一目で、その意味を察した。

　───宦官に気を付けろ。

　その意味が分からない様子の鈴音に啓示ヒントを与あたえたが、果たして彼女はその意味に気が付いたのか……。

　しかし瑞英が気が咎とがめているのは、その意味をきちんと言葉にして伝えなかったことではない。

　翠月が大切に想おもっているその娘むすめに対して、彼に無断で皇后になるよう勧すすめたこと。

　その罪悪感が喉のどに小骨のように引っかかり、息苦しいようなすっきりとしない気持ちがじわじわと彼女を苦しめているのだ。

（彼女の作る後宮が見たいと、思ったことは本当よ）

　瑞英は回想する。

　自分の申し出に、化粧師はひどく驚おどろいた顔をしていた。

　そんなことを言われるとは思ってもみなかったのだろう。

　当然だ。鈴音の位は妃きさきですらない女によ官かんの一人にすぎない。後ろ盾だてとなるべき実家もない。それをいきなり皇后などと、自分で言い出しておきながら随ずい分ぶんと突とつ飛ぴな思い付きである。

　しかし瑞英にとって、あの申し出は決して酔すい狂きようではなかった。

　化粧師の優しさは、彼女に関かかわったことのある者なら、その手に触ふれられたことのある妃なら誰だれもが知るところだろう。

　彼女は不器用だが、ひたむきだ。

　そして身分に縛しばられたこの国の人々とは、全く違ちがう倫りん理りを持って生活しているように見える。

　化け粧しようの腕うでだけでなくその性格や考え方から、彼女は多くの人に愛されている。

　その最たる例がくだんの皇帝であり、そして翠月なのだ。

　だから彼女の作る後宮なら、女達はもっと幸せになれるのではないかと夢を見た。

（けれど───……）

　その考えの中に、自分の醜みにくい願望が混じりこんではいないかと、瑞英は自問する。

　化粧師に後ろ盾になると申し出た時は、本当にそうなればいいと思って口にした。

　けれど彼女と別れた後になって、恐くなった。

　自分は翠月の愛いとしい人を、ただ彼から引き離はなしたいだけなのではないか───と。

　彼を裏切る時に、全てを諦あきらめたはずだ。

　優しい言葉を掛かけてもらうことも、その柔やわらかな眼まな差ざしに見つめられることも。

　けれど、久々の対面で失ったと思っていたそれらを与えられ、欲が出たのかもしれない。

　自分を疑うということは、きりがない。

　そのつもりは無かったといくら弁明したところで、それを証明することのできる者など誰一人いないからだ。

（わたくしはまた、貴方あなたを裏切ったのだろうか？）

　複雑に入り組んだ飾かざり窓を見上げ、瑞英は声に出さず問いかける。

　思い描えがくのは年若い主。幼い頃ころからずっと憧あこがれていた人。重い荷物を、いくつも背負って生きる人。

　その荷物を一いつ緒しよに支えたいけれど、自分にその資格がないことは分かっている。

　そしてその可能性があった唯ゆい一いつの人すらも、自分は彼から引き離そうとしているのではないかと、恐おそろしい考えがまとわりついて離れないのだ。

　しかしその問いに答える者はなく、ただ叩きつける雨音とか細い悲鳴が、窓の外に木霊こだましていた。
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　龍宝の愛馬、雪原公主は不服そうだ。

　それもそのはず。

　戦場にはありえないことだが、龍宝は彼女の背に二人乗りしている。

　後ろにしがみついているのは芙蓉。

　彼女が一緒に行くと言って聞かないのだから仕方ない。

「こちらの方が兵力は圧あつ倒とう的とはいえ、何があっても知らないからな！」

　怒ど鳴なりつける龍宝に、気け圧おされるような芙蓉ではない。

「望むところだい！　アンタ達だって玄冥宮の造りに詳くわしい人間がいた方が好都合だろ！」

　と、堂々と言い返す。

　もう何度も繰くり返されたやり取りで、周囲の兵士達が芙蓉を見る目もすっかり変わった。

　最初はうっとりとその美び貌ぼうを見つめていたものだが、今は関わり合いになりたくないとばかりに目を逸そらしている。

「……誰だこの女を傾けい国こくだなんていったのは。暴君の間違いじゃないのか」

「はあ、なんだってぇ？」

　この二人は元々仲がいいわけではない。

　お気に入りの化粧師を奪うばった方と奪われた方で、どちらかといえば龍宝の分が悪いのだ。

　一応自分は天子だぞと思わないでもないが、そんな論理がこの女じよ傑けつに通じるとも思えない。

「お二人とも、そろそろ集中なさってくださいね」

　仁貴の何度目か分からない注意が入る。

　禁軍は既すでに虎柵県の中に入っており、玄冥宮が視し認にんできる位置まで来ていた。

　早朝のこと。虎柵県の街は靄もやに包まれ静まり返っている。

「怯ひるむな行けー！」

　先せん鋒ぽうを務めるのは天幕に直じき訴そに来た男だ。位で言うと虎柵県の指揮官より上の長ちよう吏りというところである。

　作戦通り反乱軍は動どう揺ようしているようだ。その証しよう拠こに弓矢の飛来がない。

　前もって戦せん闘とうに備えていれば、いつでも矢を発射できるよう見張り台に弓兵を配置しておくはずである。

「ははあ、やつら玄冥宮に逃にげ込むのが精せい一いつ杯ぱいで、備えも十分ではないと見える。この戦いくさ勝ちましたな」

「だからといって油断するな。追い詰つめられた相手は何をするかわからんぞ」

　仁貴の言葉に活を入れながら、龍宝はもやもやとした違い和わ感かんのようなものを感じていた。

（いくら何でも、静かすぎる。敵軍がここまで入り込んでいるのに、抵てい抗こうがないなどありえるのだろうか？）

　不意を突つかれたのならばむしろ、慌あわてて迂う闊かつな兵が飛び出してきてもおかしくない。

　それがどうだ。

　玄冥宮はまるで人っこ一人いないかの如ごとく静まり返っている。

「芙蓉」

「なンだい？」

　龍宝の問いかけに、芙蓉は静かな返事を返す。

「お前の話に出てきた男というのは、どんな男だった？」

　龍宝は芙蓉からあらかじめ、皇太后とのやり取りを聞かされていた。

　話に出てきた芙蓉を食しよく糧りよう庫こから助け出した男というのは、皇太后への対応から見ておそらく反乱軍の将だろう。

　ただの兵募の一人かと思っていたが、なぜか今になってその男の存在が気になった。

「そうさねぇ、眉まゆの太い厳いかつい面つらでね。年の頃はアンタより少し上かね。ちょうどそこの鯰なまず将軍と同じぐらいサ」

　鯰将軍と呼ばれた仁貴は目を白黒させる。

　その時だった。




「榮国禁軍の皆みな々みな様さまァ！」




　とんでもない大声だ。

　それは木霊となって、禁軍の隅すみ々ずみにまで届いた。

「ああ、あの男だよっ」

　後ろで芙蓉が驚きの声を上げる。

　これが驚かないでいられるだろうか。

　まさか反乱軍の大将がたった一人、供もなく玄冥宮の屋根に立っているとは。

　兵士達の間にも、驚きが広がっていく。

「この度たびの戦、わたくしの負けでございます。虎柵県鎮ちん戍じゆ校こう尉い馬ば鉄てつ、この命を以もつて世間を騒がせたお詫わびをいたします！」

　すると男は、するりと刀を抜ぬいた。

　遠目にも、偽にせ物ものではなく人を切る能力を持った刀であることは見て取れた。

「仁貴、させるな！」

　龍宝の命令に応じたのは、仁貴ではなかった。

　彼の部隊にいた弓の名手が、目にも留まらぬ速さで弓を射いる。

　矢は美しい放物線を描いて、見事馬鉄の右みぎ腕うでを射い貫ぬいた。

　弾はじけ飛ぶ刀。

　馬鉄が虚きよを衝つかれたその時、龍宝は声を張り上げた。

「馬鉄とやら！　貴様には生きて、この度の戦の首謀者を吐はいてもらう。簡単に死ねると思うな！」

「へ、陛下！」

　動揺した仁貴の声がする。

　わざわざ目立つような真似まねはしてくれるなと、彼の声こわ音ねには狼ろう狽ばいが混じっていた。

「首謀者は俺だ！　他ほかの者に罪はない！」

　兵士達は茫ぼう然ぜんと、男を見上げるより他ない。

　男の足元まで来ていた先ほどの長吏が、そのやり取りに苛いら立だたし気に参戦する。

「ふざけたことを申すな！　反乱を起こした者は全すべて例外なく、九族皆みな殺ごろしと決まっておる！　お前一人ではなくその家族も、部下の家族も、捜さがし出して皆殺しにしてくれるわっ」

「ならば致いたし方ない！」

　馬鉄がそう叫さけぶと同時に、玄冥宮の建物から火の手が上がった。

　あらかじめ油でも撒まいておいたのか、火の回りは異常なほどに速い。

「巻き込まれるぞ、退ひけぇ！」

　仁貴が声を張り上げた。

　命令を行き渡わたらせるための太たい鼓こが、どんどんと打ち鳴らされる。

　炎ほのおは一いつ瞬しゆんにして屋根まで届き、靄に濡ぬれていた建物からはじゅわじゅわと蒸気が上がった。

「皇こう帝ていに伝えよ！　我ら榮の礎いしずえとならん！　貴様が驕おごり国を乱せば、鬼き神しんとなって三み度たび地上に戻もどらん！」

「おぉぉぉぉ！」

　馬鉄が叫ぶと、玄冥宮の内から野太い賛同の声が上がった。

　反乱軍は敗北を覚かく悟ごし、全員玄冥宮を枕まくらに焼け死ぬつもりらしい。

　ざわざわと、禁軍の兵士達に動揺が走る。

「周囲に燃え広がらないよう木を切れ！　急げ！」

　龍宝が指示を飛ばす。

「待ってよ、あの中にはまだ[image: ][image: ]かあさんが……っ」

　芙蓉の言葉が、不自然に途と切ぎれた。

　それは馬鉄のいる屋根の上にもう一人、戦場には似つかわしくない女が現れたからだ。

　彼女は馬鉄の手を借りて瓦かわらの上に這はい上がると、混乱する軍勢を見下ろして言った。

「青児！　おめおめとこんなところまでよく来たこと。とっとと竜原に戻りや。欲の張った閹えん人じんに、国を掠かすめ取られたくなくば！」

　皇太后の登場である。

　禁軍は王都に駐ちゆう屯とんする中央軍という性質上、皇太后の顔を知る者も多い。

「おいあれ……」

「まさか、皇太后か!?」

　様々な憶おく測そくが兵士たちの間で飛び交かう。

　事前にこのことを知らされていなかった指揮官達もまた、愕がく然ぜんとした。

「毒婦が！　似合いの死に様だ！」

「おうおう！　冥めい府ふで閻えん魔まにでも媚こびを売るんだなぁ！」

「これっぽっちの兵で国を取り戻せるとでも思ったか！」

　皇太后に反感を持つ禁軍の兵士たちが、続々と卑ひ下げの言葉を投げつける。

　黒こく煙えんがもくもくと立ち昇るさなか、その場は一種異様な興奮に包まれていた。

「静まれ!!」

　龍宝が叫ぶ。

　よく通る声だ。

　醜みにくい罵ば声せいが途切れ、パチパチと玄冥宮が燃え崩くずれる音だけが残る。

「[image: ][image: ]マーマ！」

　人々の沈ちん黙もくを、悲痛な芙蓉の叫びが切り裂さく。

「最さい期ごの最期まで、どうしてそう勝手なの!?　冷たくされたからってアタシがアンタを見捨てると思ったら、大おお間ま違ちがいだよっ。そんぐらいの覚悟なら、はじめっからこんな北の果てについてきたりしないんだよ！」

　それまで、炎の中でも気き丈じように立ち続けていた皇太后の表情が、わずかに崩れた。

　しかし彼女は何も言わない。

「それで騙だましおおせると思ったの!?　房ぼうの外で聞いていたサ。娘むすめを巻き添ぞえにする勇気もないなんて、聖せい母ぼ神しん皇のうが聞いてあきれるよぉ」

　芙蓉の悲痛な叫びに、皇太后の顔がはっきり崩れた。

　馬を飛び降りようとして龍宝に押さえられ、芙蓉は涙なみだながらに歌を歌った。

　臘ろう日じつの宴うたげで披ひ露ろうした、故郷を想おもう若者の詠よんだ古歌だ。

　琵び琶わはないが、ざわめきや炎の勢いにも負けず、その歌は軍勢の隅すみにまで行き渡った。




　ぜひ会いにゆきたいが、故郷は遠く、旅費もない。

　そしてこの不ふ甲が斐いない有様では、母に合わせる顔もない。

　母よ。体を壊こわしてはいないか？　生活に困ってはいないか？

　望郷の思いは募つのるばかり。

　母よ。叶かなうのならば、ぜひもう一度会いたい。

　母よ。その腕うでに抱いだかれて、故郷の土で眠ねむりたい───……。




　何かに堪たえるように、皇太后が細い体を折る。

　そして玄冥宮の中からは、故郷を想って泣く男達の声が響ひびいた。

　しかし外からでは、もうなすすべはない。

　炎はいよいよ高く燃え上がり、玄冥宮のすべてを吞のみ込もうとする。

「佳佳……幸せに！」

　最期にそう叫んで、女の姿は炎の中に消えた。

　その壮そう絶ぜつな有様に、皇太后を汚きたなく罵ののしった兵士たちもまた、言葉を無くして茫然と屋根を見上げている。

　龍宝の背中では、おいおいと国一番の妓ぎ女じよが泣く。

　黒煙がもうもうと立ち昇る。馬の嘶いななきと古い木材が爆はぜる音。龍宝は途方も無い気持ちになった。

「随ずい分ぶんと重い荷物を、背負わせてくれるものだな……」

　馬鉄の最期の言葉が、彼の胸に突つき刺ささる。龍宝は仁貴に促うながされその場を離はなれたが、馬鉄の言葉はいつまでも耳に残り続けた。

　虎柵県で起きた反乱は、こうして予想外の形で幕を閉じたのだった。
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　雨はまだ降り続いている。

　私は黴かび臭くさい宦かん官がんの服に着き替がえ、ぬかるむ道に飛び出した。

　春麗は自分が行くと言ってきかなかったが、何人も連れ立っているのは人目を引くし、それに例の抜ぬけ穴を知っているのはこの中では私だけだ。

　一年前、有事の際に使うようにと深潭に言われ、本当に使う羽目になった抜け穴。

　抜け穴のある小屋は宦官の詰つめ所しよだったが、そこにいる宦官が敵か味方かはまだ分からない。もし雨露側の宦官がいれば、私はすぐに捕つかまってしまうだろう。

（こわい、けど。それでもやらなくちゃ）

　体が震ふるえる理由は寒さだけではなかった。

　それでもやり遂とげなければならないという意志が、私の体を動かしていた。

　私たちのいた果樹園の小屋は、例の穴から少し離れた場所にある。

　外がい廷ていと内廷とを区切る壁かべ沿いに歩いていくと、恐おそろしいほど人ひと気けがなかった。

　雨とはいえ、普ふ段だんなら仕事に励はげむ女によ官かん達がいなければおかしい。

　捕まっているのか、或あるいは怖こわがって隠かくれているのか。

　華妃ひがどうなっているのか気になったが、様子を見に行くわけにはいかないので無事を祈いのった。

　ところどころ壁を見張る、宮きゆう闈い局きよくの宦官の目を避さけつつ、なんとか例の小屋にたどり着く。

　用心して中に入ると、運のいいことにそこは無人だった。

　以前世話をしてくれた老人は位が上がっているはずだから、もしかしたら今は使われていないのかもしれなかった。土間にある竈かまどは埃ほこりをかぶっているし、毎日使うはずの薪たきぎの備び蓄ちくも見当たらない。

　ほっと胸を撫なでおろし、私は懐ふところの中に隠した釵かんざしを握にぎった。

　金属とは違いほんのりと温かいそれに触ふれると、勇気が湧わくのを感じる。

（黒曜だって遠くで頑がん張ばってるんだから、私だって！）

　そう自分に言い聞かせて、例の抜け穴を探さぐった。

　運のいいことに、抜け穴は塞ふさがれず立てかけられた箕みかごに隠されそこにあった。勿もち論ろん向こう側からばれないように、壁とぴったり同じ色、材質の木もく片へんで塞がれている。

　もしかしたら深潭か黒曜は、私がまたこの穴を使うことになると分かっていたのかもしれない。でなければ、皇太后を追い出してなおこの穴を放置しておく意味がないからだ。

　穴は狭せまいけれどなんとか通ることができた。

　雨は小降りになっている。

　以前と同じように、宦官を真似まねてひょこひょこ走った。

　不思議なことに、以前はそこら中にいた見張りの兵士が、一人もいない。

　おかげで難なく両りよう儀ぎ殿でんにたどり着くことができたけれど、不安な思いを消すことはできなかった。

　流石さすがに両儀殿の入り口には見張りの兵士がいて、私はそれを見て安あん堵どしたぐらいだ。

（でもどうしよう。見張りに捕まったら今度こそどうにもならないかもしれない）

　以前は偶ぐう然ぜん通りかかった余暉が助けてくれたが、今回もそうなるとは限らないのだ。

　今は一刻を争う時。一か八ばちかに賭かけてはいられない。

　どうしようかと物もの陰かげで考え込んでいると、私は自分がある大きな勘かん違ちがいをしていることに気が付いた。

（違う、行くべきなのは両儀殿じゃない！）

　一年前と同じ道をたどってここまで来てしまったが、両儀殿は基本的に皇こう帝ていが政務を行う建物だ。

　しかし今の紫微城に皇帝はいない。

　だとすれば目指すべきなのは、深潭か余暉のいる場所だ。

　私はもしもの時のためにと、黒こく邸ていにいる間に叩たたき込まれた紫微城の見取り図を思い浮うかべた。

　北を上にして、紫微城の広大な敷しき地ちは一番上から玄げん武ぶ門、甘かん露ろ殿でん、両儀殿、太だい極ぎよく殿でん、承じよう天てん門、朱雀すざく門という巨きよ大だいな建物群によって中央を貫つらぬかれている。玄武門から両儀殿までが内廷、つまり皇帝の私的な空間で、そこから先は外廷と呼ばれる官かん吏りの仕事場だ。

　紫微城は城とはいっても、規則正しく区分けされた巨大な街のようなものだ。だから二人の職場（この言い方が正しいかは分からないけど）にたどり着くためには、門番のいる門をいくつも越こえなければならない。

　私は頭を抱かかえたくなった。

　いっそ身一つで北ほく衙がに駆かけ込んでしまいたいけれど、そのほとんどは黒曜が親しん征せいに連れて行ってしまったはずだ。

　南なん衙ががいるのは紫微城の外、そこにたどり着くのは深潭と余暉を捜さがすよりも難しい。

（落ち着いて。たとえばあそこの兵士さんに、事情を話してみるとか？）

　私は両儀殿の門番を見上げ考えたが、すぐに首を横に振ふる羽目になった。

　あそこにいる兵士が、雨露の味方じゃないとは言い切れない。

　味方じゃなかったとしても、怪あやしいやつだと捕まえられてしまえば外に出てきた苦労も水の泡あわだ。

（難しくても、やるしかない）

　私はそっと忍しのび足で、両儀殿から離れた。

　宰さい相しようである深潭がいるのは、太極殿と承天門の間にある中ちゆう書しよ省しようか門もん下か省しようのどちらか。

　そして御ぎよ史し大たい夫ふである余暉がいるのは更さらにその先の、承天門にほど近い御史台のはずだ。

　距きよ離り的には深潭の方が近いけれど、彼が中書省か門下省のどちらにいるのか分からない。前回会うことができたのは朝議という特とく殊しゆな時間帯だったからであって、今回もその幸運に縋すがることはできないのだ。

　私は悩なやんだ末、三つの中で今いる場所から一番近い、中書省に向かうことにした。

　中書省にたとえ深潭がいなかったとしても、中書省の建物を抜けた先には御史台がある。

　より近く、どちらかに遭そう遇ぐうする確率の高そうな道を選んだのだ。

　何気ない顔をして、両儀殿から西へ歩き左側にある二つ目の門、達筆な文字で『粛しゆく章しよう門もん』と書かれた小さな門をくぐった。

　初めて来た外廷だ。

　しかしそこで見た光景は、私の予想とは大きく異なるものだった。
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　尚紅から移動し難を逃のがれた春麗と子美だったが、時を同じくして彼女達もまた、驚おどろきに目を見開いていた。

「そんな、まさか……」

　子美が震えながら口を押さえる。

　春麗も見た目こそ変わらないが、動どう揺ようしているのか静かに息を吞のんだ。

　彼女達の目の前には、信じがたい光景が広がっている。

　玄武門を抜けて、大量の兵士達が流れ込んできたのだ。

　彼らが身に着けている鎧よろいは禁軍の物ではなく、また騎き乗じようしたまま後宮に侵しん入にゆうするという乱暴さから敵だということは一目で見て取れた。

　子美と春麗、憔悴した賈昭儀とそれに春麗が老師と呼ぶ老人の四人は、小屋の中でじっと息を殺している。運の悪いことに、彼女達のいる小屋は玄武門からほど近い場所にあった。

　後宮にいる者達の中で、この不ふ審しんな軍隊が乗り込んできたと知っているのは今のところ四人だけだろう。

　彼らは宮闈局の宦官達によって、苦も無く後宮に招き入れられていた。

　常春と言われる女の園そのが、男たちの手で蹂じゆう躙りんされようとしている。

「そうか雨露め。玄武門から入城する手始めに、後宮でことを起こしたというわけか」

　ぼそりと、老人が呟つぶやく。

　そもそも紫微城は、背後からの攻こう撃げきを警けい戒かいして竜りゆう山ざんという山を背に建っている。そして後になって竜山ごと皇こう帝てい陵りようとし、歴代の皇帝を祀まつる廟びようを置いた。

　その皇帝にとって大切な山と門を守るのは、北衙に属する左右羽う林りん軍。

「そうか、羽林軍の大部分は、陛下の親しん征せいに参加している……」

　春麗が悔くやし気に言う。

　榮の短くはない歴史の中でも、紫微城は背後からの攻撃を受けたことがない。

　それはそこに竜山という天然の要害を擁ようしているからだが、攻せめ手が後宮の宦かん官がんを味方につけているとなれば話は変わってくる。

　無理をしてでも馬で山を登り、親征で数の減っている羽林軍を叩く方が、まともに正面突とつ破ぱするより圧あつ倒とう的に楽に決まっているからだ。

　ばらばらの鎧を身に着けた兵士たちが、続々と後宮に乗り込んでくる。

　もし彼らに見つかれば、妃きさきや女によ官かん達は無事では済まないだろう。

「どうか無事、鈴音が後宮の異変を伝えてくれていますように」

　子美が震ふるえながら神に祈る。

　美女三千、まるで仙せん界かいのようだと謳うたわれる後宮は、絶体絶命の危機に瀕ひんしていた。
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　門をくぐった先にいたのは、大勢の軍隊。

「怪しいやつ、何をしている！」

　すぐに見み咎とがめられた私は、その身み柄がらを拘こう束そくされてしまった。

「宦官は敵方についたという情報もある。斥せつ候こうかもしれん」

　若い兵士に捕つかまり、引き出されたのは髭ひげを蓄たくわえた年配の男性達の前。

　着用している鎧からして、多分この人たちの方が位が高いんだろう。頭には赤い立派なふさがついている。

（宦官が敵……ということはこの人達は雨露側の軍隊じゃないんだろうか？）

　予想もしない事態に、とにかく困こん惑わくするしかない。

　武装した彼らに対する恐きよう怖ふはもちろんあるが、今は驚きと後宮をどうにかしなくてはという気持ちが勝まさっていて、殺されるかもしれないということにまで頭が回らなかった。

「あ、あの！」

　何事か話し合う彼らに、思い切って話しかける。

「なんだ？」

「わ、私宦官違います！　尚紅の女官してる、ます。鈴音申します！」

　慌あわてたので、また文法がおかしくなってしまった。

　訝いぶかし気ないくつもの視線が突つき刺ささる。

「怪しいやつ……切り捨てるか？」

　一人が剣けんを抜ぬいたので、辺りに緊きん張ちようした空気が漂ただよう。

　私はあまりに現実離ばなれした出来事に、思わずその剣を凝ぎよう視ししてしまった。

　日本刀とは形が違ちがうんだなとか、そんなどうでもいいことを考えた。

「待て。拷ごう問もんして中の様子を吐はかせるのはどうだ？」

「その前に本当に女かどうか調べるべきだろう」

「えっ」

　突とつ如じよ襟えりを摑つかまれ、服を脱ぬがされそうになる。

　女官だと証明するためには仕方のないことかもしれないが、大勢の男性の前で服を脱がされるのかと思うと先ほどより強い恐怖が襲おそってきた。

　そんなこと耐たえられるはずがない。

　反射的に抵てい抗こうすると、やはり宦官なのだろうと疑われる。

　揉もみ合っている内に、懐ふところに仕し舞まっていた紅花石蒜の釵かんざしが落ちる。

　玳瑁べつこうは金属より脆もろいので、私は慌てた。繊せん細さいな細工が折れてしまっていないかと心配になる。慌てて拾い上げようとするが、両りよう腕うでをそれぞれ摑まれていたのでそれも叶かなわない。

「はな、して」

　男達の硬かたい長ちよう靴かに踏ふまれれば、釵はひとたまりもないだろう。

（黒曜からもらった、大切なものなのに……っ）

　思わず泣きそうになっていたら、節くれだった手が繊細な釵を拾い上げる。

「これは……」

　釵を拾ったのは、一番年長に見える白しら髪が交じりの髭の男だった。

　男は小さな紅花石蒜を目の前でじっくりと凝視する。手た折おられてしまうのではと心配したが、そんなことはなかった。

　彼は近くにいた兵卒に釵を渡わたし何事か言いつけると、私の両腕を放すよう命じたのだ。

「しかし、将軍！」

　中には不服そうにする者もいたが、将軍と呼ばれた男には誰だれも逆らえないらしかった。

　私は支えを無くし、その場にへたり込む。

　なんだかひどく疲つかれてしまった。

　水たまりで服が汚よごれるのも何も気にならない。

　頑がん張ばって後宮の異変を伝えなければと思うのに、釵が無事に戻もどるのか不安でそのことばかりが気になってしまう。

（しっかり、しなくちゃ）

　空を見上げると、不意に雲間から光が漏もれた。

　いつの間にか雨は止やんでいたらしい。

　しばらくその光を眺ながめていると、周囲にざわめきが起こった。

　こちらに近づいてくる一団が見える。

　全員厳いかめしい鎧姿。もう逃にげる気力も残っていない。

　俯うつむいた水たまりに、晴れ間がのぞいた空と情けない自分の顔が映っている。
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　そうなる可能性はあると危き惧ぐしていた。

　あるかもしれない───ぐらいの微かすかなもので、それほど真しん剣けんに恐おそれていたわけではないが。

　それでも事前に伝令を飛ばしておいた自分を、龍宝は心底褒ほめたくなった。

　目の前には、厳めしい男達に囲まれた小こ柄がらな影かげが、力なく座り込んでいる。

　思わず駆かけだした龍宝を深潭が止めようとしたが、その手は甲かつ冑ちゆうに当たり容易たやすく弾はじかれた。

「鈴音！」

　皇こう帝ていの登場に気付き、兵士たちが次々と膝ひざをつく。

　臣民は玉体を直視することすら許されない。龍宝にとっては見慣れた光景だが、鈴音はあまりの出来事に目を丸くしている。

「こく、よう？」

　鈴音は、茫ぼう然ぜんと座り込んだまま。

　龍宝は自ら膝をつき、宦官に扮ふんした女官を立たせてやった。

　茫然としている鈴音は、いつものように怒おこったりせずされるがままだ。

　───雄おしべのない花の釵を持つ者が現れたら、直ちに伝令で伝えよ。

　龍宝は馬を急がせ、数日前には既すでに王都に戻っていた。

　しかしそれを知らせず、敢あえて禁軍苦戦の噂うわさを流したのは、雨露を泳がせてその一味を一いち網もう打だ尽じんにするためだ。

　細作に探さぐらせていた老人は予想通り、龍宝が親征に出た瞬しゆん間かんから活発に活動を始めた。

　馬を集め、人を集め、よくもまあそれだけの財産を蓄えていたものだと呆あきれたほどだ。

　膿うみを出し尽つくしたと思っていた官かん吏りの中からもそれに協力する者が出たのは、残念というよりいっそ小気味いいほどだった。

　龍宝と共に親征に参加した兵士たちは既に、庶しよ民みんに化けて入城を済ませている。

　本来なら華はな々ばなしく凱がい旋せんすべきところを、龍宝が秘ひ密みつ裏りに城に入ったのは昨日の夜のことだ。

　ついに雨露が動き出したと報しらせを受け、紫微城で迎むかえ撃うとうと待ち構えていた。

　そしてその待機中に、釵を持つ者が現れたという報告を受けたわけなのだ。

　龍宝があらかじめその命令を周知させておいたのは、何も言わず王都に残してしまった化粧けわい師しが、有事の際に何をしでかすか全く想像がつかなかったから。

　後宮で大人しくしていてくれればいいが、諍いさかいに気付いて戦場に飛び込んでくるかもしれない。

　自分の知らないところで迂う闊かつに死なれでもしたら堪たまらないと、龍宝は保険のつもりで伝令を発したのだった。

　そしてその当たってほしくない予想はやはり、的中した。

　跳はねた泥どろがなくても薄うすぼけた灰色の深衣は、宦かん官がんに化けて後宮を抜け出すためのものだろう。

　とにかく生きてはいるようだと、黒曜は安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　こんなつまらないことで彼女を失うつもりは無いのだ。ただ、今回はするべきことが多すぎて、鈴音のことが後回しになっていた。

　龍宝ですら、数日前に王都に戻ったばかりなのだ。

　何とか翠月に釵を託たくすことはできたが、事情を話すこともできず、彼女にしてやれたことといったらそれぐらいだった。

「どうしてここに……？」

　ようやく我を取り戻したのか、鈴音の目に理性の光が宿る。

　戦いを前に殺気立った心が、少しだけ癒いやされるのを感じた。

（彼女を───そして国を守るために、この戦いくさ絶対に勝つ）

　それは龍宝の胸に、大きな闘とう志しが灯ともった瞬間だった。
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　殺されるんじゃないかと思ったら目の前に黒曜が現れて、抱だき上げられた。

　黒曜のキラキラの鎧よろいに泥がついては大変だと思ったのだけれど、逃げる隙すきも無かった。やけに熱っぽい目に見つめられて、一瞬時間が止まった。

　そして抱きしめられる。

　大勢の前で恥はずかしいとか、そういうことも思ったはずなのに。

　そのがっしりとした感かん触しよくに、ようやく頼たよるべき人が帰ってきたのだと感じて泣きたくなった。

「ごほん」

　深潭の咳せき払ばらいに我に返る。私は飛び上がって黒曜から離はなれた。

　今はこんなことをしている場合じゃない。

「あの、あのっ」

　驚おどろいたことに、黒曜の後ろには先ほど咳払いをした深潭と、それから余暉までいる。どちらも見慣れない鎧姿で、少し恐こわくなる。

「鈴音、一体どうしてこんなところに？」

　余暉が一歩前に出てくるが、深潭はそんなこと心底どうでもいいというような顔をした。

「陛下、早くお戻りください。兵達の前でこんなことをしていては士気にかかわります。何より今は時間がない」

　厳しい言葉に、私も一気に現実に引き戻された。

（そうだ。今は驚いたり喜んだりしている場合じゃない。後宮が大変なことに！）

「黒曜！　後宮が大変アル！　宦官達が突とつ然ぜんっ、お妃きさき様達を……っ」

　私がそう言うと、向かい合う三人の顔が険しいものになった。

　その後ろにも何人かいるようだ。

　全員が鎧姿で剣けんを佩はいていて、辺りには物々しい空気が漂ただよっている。

「そうか奴やつら、玄武門から……」

　余暉の呟つぶやきを遮さえぎるように、黒曜が口を開く。

「玄武門の守備はどうなっている？」

　すると間かん髪はつを容いれずに、見知らぬ鯰なまず髭ひげの男性が答えを口にした。

「左右羽林軍。平常時と同じく警備を行っております。玄武門から侵しん入にゆうするには竜山を登らねばなりません。そう簡単には……」

「それはあくまで平常時の場合でしょう。宦官が雨露の味方に付いたとなれば、話は変わってきます。あれの手引きがあれば或あるいは……」

　深潭が冷静に返す。

　彼らが何を話しているのか、半分も理解できない。

　ただ何かとんでもないことが起きている。肌はだにびりびりと伝わってくる緊きん張ちよう感かんで、そのことを痛いほど感じた。

「た、助けて！　みんな恐い思いしてる、です！」

　知らせなくちゃと思っていたことを口にしたら、涙なみだが溢あふれ出てきた。

　服どころか、顔までぐちゃぐちゃになり、きっと今の私はとんでもないことになっている。

「分かっている。心配するな」

　肩かたに置かれた黒曜の大きな手を、これほど頼たのもしいと思ったことはない。

　彼を支えたいなんて大それたことだった。私がつまらないことでうじうじ悩なやんでいる間に、彼は一人でどんどん立派になっていたのだ。

「今から後宮に突とつ入にゆうする。全軍を二分し、その一方を五つに分けて玄武門、安あん礼れい門、玄げん徳とく門、武ぶ徳とく門、嘉か獣じゆう門に振ふり分けよ。敵を炙あぶり出し、飛び出してきた者達を残りの者が迎え撃つのだ」

　後宮の北、東、西にある各門を指定し、黒曜は冷静に指示を出していった。

　すぐに周囲にいた人たちが慌あわただしく動き始める。

　立つことを許された兵士たちが、上官の指示に従って速すみやかに移動していく。

　黒曜の背中が、去っていこうとしている。

　呼び止めていい場面じゃないと分かっていたけれど、私はつい彼の名前を呼んでしまった。

　まだ呼びなれない、本当の名前。

「……龍宝」

　振り向いた長身と目が合う。

　こんなに沢たく山さん味方がいるとしても、本当は危ない場所になんて行ってほしくない。

　けれど後宮には春麗や子美がいる。他ほかの女性たちを助けてほしいと思う気持ちも本当だ。

「無事に、帰ってきてください。どうか……」

　言えたのは、それだけだった。

　誰だれかに呼ばれたのか、返事はなく黒曜は去っていく。

　立ち止まっている私を残して、誰もかれもが目的のために動いていた。

　まるでスクランブル交差点の真ん中にでもいるみたい。

　人ごみの中にいて感じる、どうしようもない孤こ独どくと不安。

「おい、女！」

　声を掛かけてきたのは、先ほどの白しら髪が交じりの〝将軍〟だった。

　何事だろうと見返すと、彼の手には先ほどの釵かんざしが握にぎられている。

「取り上げて、悪かったな」

　無愛想にそう言って釵を渡わたすと、彼はすぐどこかに行ってしまった。

　それどころではないというのに、きっと優やさしい人なのだろう。

　私は戻もどってきた釵を握り締しめ、兵士たちの邪じや魔まにならないよう壁かべ際ぎわへ移動した。

（どうか、間に合いますように。みんなが無事でありますように！）

　両手で握った釵に、必死に祈いのる。

　不意に、耳元に春麗の言葉が蘇よみがえった。

　───葉は花を想おもう。花は葉を想う。

　祈ることしかできないけれど、私はずっと、あの人を想っている。
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　のちに六ろつ花かの戦いと呼ばれるこの戦いは、禁軍が六つの方向から敵を囲い込んだことからその名がついた。

　反乱軍八千、禁軍は二万余の掃そう討とう戦である。

　宦官雨露率いる反乱軍は、皇こう帝てい及および禁軍が留守の隙を狙ねらって紫微城の北にあたる玄武門から宦官の手引きにより入城した。

　ところが彼らにとって計算外だったのは、禁軍が既すでに虎柵県での討とう伐ばつを終え秘ひ密みつ裏りに王都に戻っていたことである。

　全軍に馬を用い速度を重視した討伐軍は、雨露の思う以上の速さで虎柵県を発し王都に戻っていた。

　一説には、皇帝はあらかじめ雨露の反乱を予測しており、彼を誘さそい込むためにわざと王都を空けたとも言われている。

　しかしそんな皇帝にも誤算はあった。

　それは雨露が玄武門から入城したことである。

　後宮を逃のがれてきた雨露に与くみしていない宦かん官がん（女によ官かんという記き載さいもある）の報しらせにより後宮の危機を知った皇帝は、軍を六つに分け一気に反乱軍を包囲した。

　しかし問題は反乱軍の側に大量の人ひと質じちがいたことである。

　名門貴族、または諸外国から輿こし入いれした妃ひ嬪ひん達。彼女らの身に何かあれば、たとえ戦いくさに勝利しようとも今後の国家運営に大きな障害となることは目に見えていた。

　地じ盤ばんの安定しない元傀かい儡らい皇帝の御宇みよである。

　名門代表ともいえる華翠月を幹部に引き入れたとはいえ、まだ龍宝の治世は盤石なものではない。

　皇帝は周囲が止めるのも聞かず、最も危険と思われる玄武門から突入し先せん陣じんを切った。

　銅ど鑼らの音を合図に、各門から続々と禁軍の反はん撃げきが始まる───……。




「無法者ども！　余の留守に簒さん奪だつを企たくらんだ罪、命をもって贖あがなえ！」

「陛下に続けぇ！」

「おぉぉぉぉぉぉ！」

　選せん抜ばつされた精せい鋭えい達は、皇帝を守るため獅し子し奮ふん迅じんの戦いを見せた。

　驚おどろいたのは背後を突つかれた反乱軍だ。

　羽林軍以外それらしい抵てい抗こうもなく入城を果たした彼らである。

　絢けん爛らん豪ごう華かな造りの後宮に、すっかり簒奪を達成した気になっていた。

　禁軍の主力は遥はるか北方の地。

　そう考えていたのだから驚きはひとしおだろう。

　彼らは元々、金で雇やとわれた者も多い急造の軍隊。

　指揮官の指示を聞かず、急いで離り反はんしようとする者が多く出た。

　外がい廷ていに逃にげ込もうとした彼らを待ち受けていたのは、禁軍の主力。一万の軍勢である。

　そこで実に反乱軍の半数が切り殺されるか、禁軍の虜とりことなった。

　時を同じくして、離り宮きゆうや房ぼう室しつに監かん禁きんされていた妃嬪も次々と保護されていった。

　彼女達が幸運だったのは、禁軍が反乱軍の入城から間もなく突入を開始したことである。

　宦官によって拘こう束そくされた彼女達は、劇的な突入劇によって誇ほこりを汚けがされずに済んだ。

　また、宦官は女官達の数の多さに対応しきれなかったらしく、主だった妃以外の女官は房に隠かくれて震ふるえているところを、禁軍によって保護される者が多かった。

　この時助けた者と助けられた者の間で多くのロマンスが発生したのだが、それはまた別の話である。




　一方いち早く後宮に乗り込んだ龍宝は、捨て身で切りかかってくる雑兵達を片付けつつ、雨露を捜さがしていた。

　禁軍の圧あつ倒とう的優位とはいえ、首しゆ謀ぼう者しやである雨露は一ひと筋すじ縄なわではいかない老ろう獪かいな俗ぞく物ぶつだ。

　己おのれの利益のためならどんな汚きたないことも平然とする男である。

　龍宝は胸の裡うちにわだかまる嫌いやな予感と闘たたかいながら、必死で剣けんを振るっていた。

「陛下！」

　呼ばれて顔を上げると、そこにいたのは翠月だった。

　彼は後宮の西側、嘉獣門から入城した部隊と行動を共にしていたはずである。

　本来、御ぎよ史し大たい夫ふは荒あら事ごとと関かかわりのない文官だが、龍宝が自らその剣の腕うでを見込んで任じたものだ。

　本人も自らの娘むすめが心配だからと了りよう承しようした。

　結けつ婚こんもしていない彼だが、龍宝の後宮に入れるため養子にした、歳としの近い義理の娘がいる。

　並ぶと花のように美しい二人だが、娘の方が持つ感情は義父への思し慕ぼではないだろうと、龍宝は気が付いている。

　気付いていて何も言わないのは、それが自分の立ち入るべき範はん疇ちゆうではないと心得ているからだ。

　そして翠月は、文官ながらに見事嘉獣門の奪だつ還かんに成功したらしい。

　東側の東とう宮ぐうは無人だからいいとして、太たい倉そうのある西側は物資確保のため多くの兵が割り当てられていたはずである。

　それをなんでもない顔で成し遂とげてきたのだから、文官にするにはいささか惜おしい人材だったかもしれないと龍宝は思った。

　彼の余よ裕ゆうとは裏腹に、その胸当ては返り血で真っ赤に染まっている。

「男ぶりが上がったな」

　龍宝が冗じよう談だんめかして言うと、翠月は不ふ機き嫌げんそうな顔を隠しもしなかった。

「それより雨露はいたか？　あの爺じじい、どこに隠れてやがる」

　美しい顔には似つかわしくない、荒い口調と獰どう猛もうな眼まな差ざしだ。

　先ほど目の前で泥どろまみれの妹が龍宝と抱だき合っているのを目もく撃げきし、必要以上に気が立っているらしい。

　まるで地じ獄ごくからの使者とでもいわんばかりの迫はく力りよくで、彼と一いつ緒しよに入城した兵士達さえ怯おびえさせる始末である。

「まだだ」

　雨露を捕つかまえたら戦勝を知らせる銅鑼を打ち鳴らす手はずだが、未いまだに銅鑼は鳴らない。逃げ惑まどい或あるいは立ち向かってくる反乱軍の中にもそれらしい影かげはなく、禁軍は血ち眼まなこになって戦の首謀者を捜していた。

「おかしいな。とっくに捕まっていてもいい頃ころだ。これはもしかすると───」

「己だけ特とく殊しゆな法を使って逃れたか……」

　周囲を見張らせながら、二人は意味ありげに視線を合わせた。

　あらかじめ捜そう索さくさせておいた、雨露の城下の邸第やしきは空だったと既に報告がきている。

　邸第には地下があり、以前深潭が戻もどってこないと言っていた細作達も物言わぬ体でそこにいた。

「後宮に門以外の逃げ道はあるのか？」

　おもむろに翠月が言った。

　龍宝はしばらく考え込み、言いづらそうに口を開く。

「口伝で語り継つがれている抜ぬけ道が、あるにはある。あの男は元内ない侍じ監かんだ。知っていてもおかしくはない」

「他ほかに考えられる場所もない。その抜け道とやらはどこにある？」

「一応口外無用ということになっているのだが……」

「そんなことを言っている場合か！」

　二人が言い争いをしている間にも、彼らの周囲を守る兵士達が自棄やけになって向かってくる反乱軍を捌さばいていく。

　流石さすが禁軍の中でも精鋭とあって、その剣に疲つかれや迷いのようなものは見られない。

「……蓬ほう萊らい山の、石せき碑ひの下だ」

　龍宝は記き憶おくを手た繰ぐるように、ゆっくりとそちらに視線を向けた。

　後宮の真ん中には、舟ふな遊あそび用の池がある。その名も太たい液えき池といい、敷しき地ち内とは思えないなかなかに立派な大きさだ。

　最深部の深さは六尺一・八メートルに達し、大人の男でも足がつかないほどだ。

　勾まが玉たまの形をした池の真ん中には島が浮うかんでおり、仙せん界かいにちなんでその小島は蓬萊山と呼ばれている。

　二人は各おの々おのの部下を連れ、太液池へと急いだ。

　すると雨で増水した池の中に、身を潜ひそめるように人ひと影かげが二つ。

　攻せめ寄る軍勢に気付いたのか、濡ぬれそぼち貧相ななりをした老人が、水の中から蓬萊山に上がってくる。

「雨露！」

　もう一人、這はいつくばるように池から上がったのは女だ。

　薄うす紅べに色いろの襦じゆ裙くんが、金魚のひれのように池の中に広がっている。

「瑞英！」

　悲鳴にも似た、翠月の声が響ひびく。

　一番皇后に近いと言われる、華充じゆう儀ぎがそこにいた。

　追い詰つめられた雨露は、人ひと質じちとして華家の妃きさきを連れだしたのだ。

　おそらくは皇帝に対して、それが最も効果のある脅おどしになると考えたのだろう。

　後ろ手に縛しばられたまま無む理り矢や理り池を渡わたったらしい彼女は、疲れ切っているのか体を起こすこともできずにいた。

　すぐさま池に入った翠月を目にし、雨露が怒ど声せいを上げる。

「それ以上近寄るな！　でなければこの女を殺す」

　池を泳ぐため鎧よろいを脱ぬいだらしい雨露だったが、彼は懐ふところに隠し持っていた小刀を抜いて瑞英の首筋に押し当てた。

「やめろ雨露！　この上まだ罪を重ねるのか」

　この言葉に、老人は皮肉気な笑えみを見せた。

「罪など！　そんなものが恐こわくて国盗とりなどできるか。皇太后の死に様はどうだった？　お前がここにいるということは、義理の母をも見捨ててきたということだろう」

　わざと兵士達に言い聞かせるように、雨露は大声を張り上げた。

　親しん征せいに参加したものはみな、彼女の壮そう絶ぜつな死に様を知っている。

「お前とここで問答するつもりはない。華充儀を放せ、雨露」

　池には既すでに幾いく人にんもの兵士が潜み、じわじわと包ほう囲い網もうを狭せばめつつある。

　中でも翠月の勢いは凄すさまじく、飛沫しぶきをあげて歩いていく。もうその水位は胴どう体たいにまで達し、蓬萊山に到とう達たつするのは時間の問題だろうと思われた。

「近寄るなと言っているだろう！」

　と、雨露が叫さけんだその時。

　それまでぐったりと動かずにいた瑞英が、自ら小刀に向かって身を乗り出す。

　驚おどろいたのは龍宝や翠月だけではない。刀を持った雨露自身も驚き、慌あわてて彼女から切っ先を離はなした。

　そうでなければ、おそらく彼女の首は落ちていたことだろう。

　突とつ然ぜんの蛮ばん行こうは、死をも辞さない彼女の決意を感じさせた。

「瑞英！」

　裂さけた皮ひ膚ふから血が流れ、池を汚よごす。

　雨露は信じられないものを見るような目で、血に濡れた小刀を凝ぎよう視ししていた。

「わたくしには構わず、早くこの男を……っ」

　瑞英が苦しげに言う。

　傷が痛むのか、それともまだ体力が戻っていないのか。

　その美しい柳りゆう眉びは顰ひそめられ、青ざめた肌はだに残った紅だけがあかあかと鮮あざやかだった。

「瑞英、無む茶ちやをするな。お前がそこまでする必要はない！」

　翠月が叫ぶ。

　彼はまるで自らが切り付けられたかのように、苦しげな顔をしていた。

「大ター家ジヤー、どうかこの男をお早く……。翠月様に最さい期ごにお会いできた。それだけでわたくしに悔くいはございません。お家のためにお役に立てず、若様、申し訳ございませんでした……」

「やめてくれ瑞英。俺などに謝るな。俺はお前を利用しようとした男だぞ……」

　耐たえ難がたいとでも言いたげに、翠月が俯うつむく。

「いいえ。若様はわたくしにも優やさしくしてくださいました。華家の血を引きながら、のうのうと難から逃のがれてしまったわたくしにも……」

「ええい、黙だまれ黙れ！」

　繰くり広げられる愁しゆう嘆たん場ばに痺しびれを切らしたのか、雨露が瑞英の髪かみを乱暴に摑つかむ。

「家のためなら死ねる？　そのためならば命は惜しくないと？　馬ば鹿かな！　傀かい儡らいに捧ささげるには随ずい分ぶんとむなしい忠義だ。わしの親は貧しさに負けて二束三文で息子むすこを売り払はらった。宦かん官がんに売られた子供が、どうなるか知っていたにもかかわらずだぞ！」

　老人の叫びは血を吐はくような苦しみに満ちていた。

「陽根を切り落とされ、飲まず食わずで三日耐えた。いっそ死んでしまいたいぐらいの渇かわきと苦しみだ。家のため？　家族のため？　笑わせるな。血のつながりという不確かなものに頼たよって腹が膨ふくれるか？　暖かい寝しん台だいで眠ねむれるか？」

　雨露が狂くるったように笑う。

「それなら望みどおり、家のために死ねばいい！」

　そう言って、雨露は縛られたままの瑞英の体を池の中へと放ほうり投げた。

　そして周囲が彼女に気を取られている内に、石碑にとりついてその下にある抜け道を通ろうとする。

「瑞英！　瑞英！」

　義理の娘むすめの名前を叫びながら、翠月は鎧のまま池の中に潜もぐった。

　龍宝もまた、素す早ばやく池に飛び込む。

　彼は飛び魚のように池を潜り抜け、蓬萊山にたどり着く。

　大人四人も乗ればいっぱいになってしまうような、小さい島だ。

　そこで雨露は石碑にとりついたまま、歯を食いしばっていた。

「なぜだ！　なぜ動かない！」

　その哀あわれな背中に、龍宝が歩み寄る。

「それはな雨露。ここが宦官を惑まどわすための偽いつわりの道だからだ。宦官が裏切った時のために、本当の抜け道は皇こう帝ていにのみ口伝で伝えられる」

「なんだと……」

　雨露が振ふり返る前に、龍宝は無造作に老人の首を刎はねた。

　周囲に血しぶきが上がる。

　小島と皇帝は血で真っ赤に染まり、意思を失った体は哀れに崩くずれ落ちた。

　一いつ瞬しゆん、言いようのない沈ちん黙もくが場を支配する。

　そして大きく息を吸い込むと、龍宝は叫んだ。

「銅ど鑼らを鳴らせ！　戦いくさは終わった!!」

「おおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ[image: !!!!]」

　勝利の雄お叫たけびが城じよう壁へきを飛び越こえ、王都にまで轟とどろく。

　ほとんど何も知らされなかった城下の住民は、一体城で何が起こったのかと空を仰あおいだ。
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　六りく礼れいと呼ばれる決まりがある。

　納のう采さい。男性が仲人なこうどを介かいして女性に礼物を贈おくり、求きゆう婚こんをする。

　問もん名めい。吉きつ凶きようを占うらなうために女性の姓せい名めいと生辰うまれを尋たずねる。

　納のう吉きつ。男性側が自じ邸ていの先祖位い牌はいの前で占いをし、結果を女性側に伝える。

　納のう徴ちよう。占いの卦けが良ければ、女性に貴重品の礼物を贈り、正式に婚約する。

　請しよう期き。男性側が結婚式の期日を選び、礼物とともに女性に伝え、承しよう諾だくを待つ。

　親しん迎げい。新しん郎ろうと仲人が礼物を持って女性の家に出向き、花はな嫁よめの親と先祖祠し堂どうに拝はい謁えつし、花嫁を花車だしに乗せて自宅へ迎むかえ入れる。

　さて、これがとりあえず春麗から聞かされた、榮での華か燭しよくの儀ぎの手順だ。

　華燭の儀っていうのは───つまり結婚式のこと。

　でも私にそんな日が来るなんて、日本から来たばかりの頃ころは想像もできなかった。
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　反乱の後始末が終わって、肌寒くなってきた朝賀の席。

　いつものように身なりを整え現れた皇帝を、百官は叩こう頭とうで以もつて出迎えた。

「皇帝陛下、万ばん歳ざい！　万歳！　万歳！」

　毎朝のこととはいえ、どこまでも続く人の波がひれ伏ふすさまは壮そう観かんである。

　子供の頃から見慣れたその光景を、当の皇帝は感かん慨がい深く見み渡わたした。

　皇太后が死に、雨露が死んだ。

　幼い頃から彼を押さえつけてきた見えない力は、もうどこにもない。

　国の命運を握にぎっているという責任は増したが、同時にどうしようもない爽そう快かい感かんが龍宝を酔よわせる。

　彼は今日この時を、ずっと前から待ちわびていた。

「反乱以来不幸な出来事が続き、人心は乱れ都には不安が広がっている。そこで余は、慶けい事じを迎え大たい赦しやを行い、これから国は変わるのだと臣民に広く知らしめたいと思う。どうか？」

　戦を終え逞たくましさの増した皇帝の言葉は、今までのように容易たやすく受け流されたりはしなかった。

　反乱によって反皇帝派の官かん吏りが一いつ掃そうされたことも、大きな要因だっただろう。

　主犯である雨露は戦死。

　またそれに従った者達も、悉ことごとく罪に問われた。

　一方で皇太后に反発し宮きゆう廷ていを辞した者達も、次々官吏として復帰した。広く人事の見直しが行われ、閣かく僚りようは刷新された。

　久しぶりの朝賀での皇帝の申し出は、だから決して見当はずれなものではなかったのだ。

「では、その慶事とは？」

　反乱を鎮ちん圧あつした功績により、大将軍に出世した趙仁貴が問う。

　百官は固かた唾ずを吞のんで、若き皇帝の言葉を待った。

「諸君らの申し入れを聞き入れ、皇后を迎え入れることにする」

　前々から、妃きさきの中から皇后を立てるように言われていたのに、先延ばしにしていたのは龍宝の方だ。

　だからその言葉に、官吏達は大いに喜んだ。

「それはそれは、お慶よろこび申し上げます」

　百官が口々にお祝いの言葉を述べる。

　外廷は華はなやかな歓かん声せいに包まれた。

　女嫌ぎらいの皇帝がついに皇后を娶めとるというのである。皇后とはいずれ国母と呼ばれる大事な存在。榮が存続していく上でなくてはならない存在だ。

　官吏の中には、感極きわまって涙なみだを流す者もいる。

　ついにご決断なさったかと、我がことのように嬉うれしげだ。

「それで、そのお相手とは？　華充じゆう儀ぎで？　それとも賈昭しよう儀ぎで？」

　前列にいた古参の家臣が、待ちきれず質問を口にした。

　孫のような皇帝の慶事を、本気で喜ぶ気のいい老人だ。

　しかし彼の笑え顔がおは、皇帝の次の言葉によってすぐに固まった。

「うむ。後宮で働く女によ官かんを皇后とする。名は鈴音。皇太后の喪もが明けるのを待って、華燭の儀を執とり行う」

　その発言は、百官の度ど肝ぎもを抜ぬくのに十分だった。

　妃ですらない女官を、妃の最高位である皇后に据すえるなど滅めつ多たにないことだ。

　誰だれもが啞あ然ぜんとし、先ほど質問した老人などは衝しよう撃げきのあまり気を失ってしまったほどだ。

　そしてそのめでたい報しらせは、光の速さで竜原中に広まった。
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「噓うそでしょ？」

　その話を初めて聞いた時、私は思わずそう聞き返していた。

　だってとてもじゃないが、実際にあったこととは思えない。

　今だって、できることならいっそのこと聞き流してしまいたいような気もする。

「まさか、私を皇后にするって言ったの？　朝賀の席で？」

　私の質問に、黒曜は迷うことなく頷うなずいた。

　ここ最近では珍めずらしく、その顔には鼻歌でも歌いかねない満面の笑み。

「だからそう言っているだろう。官吏達の了りよう解かいは取った。軍部はむしろ賛成している。華家に養子に入ってもらうことになるが、知らぬ仲ではなし、翠月の許可も得ている」

　同席している翠月こと余暉を見ると、彼はとても不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。

　許可を得ているとは思えない表情だが、彼はきつく口を引き結び反論する気はないらしい。

「そ、そんな急に……」

　確かに華妃ひにそんな申し出をされて心は揺ゆれていたが、この世界では身寄りもない私が本当に皇后になれるとは考えていなかった。

　なれたとしても、もっとずっと先のことだろう。

　そんな風に考えていた自分に気付く。

「急ではない。前々から妃になってくれと言っていたじゃないか」

「き、聞いてたけど本当にそんなことできる思わないでしょ！」

　半泣きで、思わず怒ど鳴なり返してしまった。

　昼下がりの光順門。

　後宮と外がい廷ていを隔へだてる門の一つに呼び出されて来てみれば、皇こう帝ていどころか余暉と深潭そろい踏ぶみで私を驚おどろかせた。

　宮きゆう闈い局きよくの宦かん官がんは全すべて処分されたので、部屋の中には他ほかに誰もいない。

「で、でもそんなの、皆みなさん反対するでしょう？　私なんて……妃でもないただの女官アルよ!?」

　動どう揺ようして問い返すと、機嫌のよさそうだった黒曜は一変して、憮ぶ然ぜんとした顔をした。

「自分をそんな風に卑ひ下げするな。鈴音は榮の皇后になるのだから」

（だめだ。話が嚙かみ合ってない！）

　救いを求めるように深潭を見れば、彼の眉み間けんの皺しわは思ったほど深くはなっていなかった。

　そういえば彼こそいの一番に反対しそうなのに、ここまで黙だまって話を聞いていたのは逆に不気味ですらある。

　私の助けてくださいという視線に根負けしたのか、深潭は仰ぎよう々ぎようしく溜ため息いきをついた。

「……諦あきらめなさい。我々がいくら説得したところで、陛下は耳をお貸しにならないのだ。私はもう諦めた。いっそ鍛きたえれば、下手な妃よりは悪くないかもしれない。その……花か琳りんも喜んでいることだし」

（いや、それ絶対最後のやつが決め手ですよね!?）

　冷れい徹てつ無比の宰さい相しようは同時にとんでもない愛妻家だ。

　その溺でき愛あいぶりは凄すさまじく、謙けん虚きよで可愛かわいい嫁よめのためだったらどんな理り不ふ尽じんだって吞み込みかねない。

（花琳……いやありがたいけど。ありがたいけど！）

　私は思わずその嫁を思い浮うかべた。

　本人はいたって謙虚ないい娘こなのだが、いかんせん天然すぎて夫の深すぎる愛にまだ気づいていない。

「よ、余暉？」

　これはもう駄だ目めだと諦め、今度は旧知のもう一人に水を向けてみた。

　この世界の兄と慕したう人だが、彼の家の養子になるとなればそれはそれで色々と問題なはずだ。素す性じようの知れない皇后の後ろ盾だてとして、彼自身に対する風当たりも強くなることだろう。

　しかし予想に反して、彼は強く反対しなかった。

　どころか水を向けても上の空で、返事をするのに少しのタイムラグがあったくらいだ。

「余暉？」

　今度は違ちがう意味のハテナをのせて呼んでみると、はっとしたように彼は私の方を見た。

「あ、ああ。いや、俺としては鈴音を養子にすることは全然構わない。小しよう鈴りんにさえその気があるのなら、まあ悪くない話じゃないか？」

　一体どうしたというのだろう。

　前は妃になることにすら猛もう烈れつに反発していたというのに。

　首を傾かしげていると、心なしか意地の悪い笑みを浮かべた黒曜が、私に耳打ちをした。

『あの反乱からずっとこの有様だ。療りよう養よう中の華妃が心配なのだろう』

　華妃は現在、妃としては異例中の異例だが城下の華邸ていで傷を癒いやしている。

　死に際ぎわの雨露に人ひと質じちに取られたらしく、私はそんなにひどいのかと心配になった。表情からその空気を察したのか、黒曜が言葉を付け足す。

『なに。具合が悪いわけじゃない。ただ義理の親子とはいえ年とし頃ごろの男女だから、まあ色々と事情があるのだろう』

　どこか楽しげに言う黒曜の言葉に、私は目を見開いた。

（え!?　二人ってそういう関係だったの!?）

　よく見知った二人だが、お互たがいにそういう気持ちがあるなんて思わなかった。

　でもぼんやりとしている余暉は確かに、まんざらでもないように思える。

『傷が治ったら、華妃は黒家の養子にして余暉に降こう嫁かさせようと思う。鈴音の義理の姉だぞ』

　余暉に聞こえないように言う黒曜は上機嫌で、今ばかりは年ねん齢れい相応の青年に見えた。

　ずっとお世話になってきた余暉が結けつ婚こんするのは少し寂さびしいが、彼には幸せになってほしかったので私には嬉しい報せだ。

「あー、それにな鈴音。お前は自分なんてと言うが、後宮の危機に危険を顧かえりみず軍に飛び込んできた女じよ傑けつだと、お前に心しん酔すいしている者までいるぐらいだ。それはそれで面おも白しろくないが、認めてくれるというのなら悪い話じゃない」

「はあ……」

　一応相あい槌づちを打ってはみたが、あまりの内容に俄にわかには信じられなかった。

　だってこちらは軍人さんの顔さえろくに知らないのだ。

　なのに心酔なんて言われても、言葉は悪いが騙だまされているんじゃないかとさえ思ってしまう。

「例の、臘ろう日じつの宴うたげでのお前の働きや、宦官に身をやつして後宮を飛び出してきたのが評価されたんだ。素直に受け取っておけばいい」

　まるでいいことのように黒曜は言うが、どうにも腑ふに落ちない。

　むしろぼろぼろの格好を見せつけたことに羞しゆう恥ち心しんが湧わいてきたぐらいだ。当時は必死だったとはいえ、泥どろだらけだったり宦官の格好だったり色々とどうかと思う。

「あとは───そうそう賈侍じ中ちゆうも珍しく賛同してくれた。妹が後宮に入っているからどうかと思ったが、いないよりはいる方がましだからだそうだ」

　侍中というのは門下省の長官で、官吏の中では深潭と同じぐらいに偉えらい。宰相である深潭は尚しよう書しよ省しようの長官で、もう一人、中書省の長官である中書令。この三人で国の政治は行われているのだと、厳しい春麗の講義で習ったことがあった。

（妹がってことは、やっぱり賈妃のお兄さんなのかな？　まさか賈妃が、口くち添ぞえしてくれたとか？）

　いかにも自分に都合のいい想像だが、他に思い当たる理由なんてなかった。
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　出会った時は私を嫌きらっていた彼女だ。

　そう考えるには厳しい気もしたが、なんだか認められたようで嬉うれしくなった。

「だから鈴音。きっとお前や俺が思っているよりも、障害は少ない。後宮でも、お前を慕うものは多いと聞いている。庶しよ民みんから皇后を娶めとったとなれば、今回のような無用な反乱も減るだろう。だからどうか、受けてはくれないか？」

　黒曜の真しん摯しな瞳ひとみに、私はもう逃にげることなんてできないのだと悟さとった。

　それに、私の身寄りがないからこそ国の役に立てるなら、喜んでそうしたいという気持ちになる。

　話に聞いた虎柵県の結末は、あまりにも悲しかった。

　黒曜もその反乱軍の人達も、多分どちらも国を憂うれいていたのだから余計に。

　大たい赦しやで反乱軍の家族に対する九族皆みな殺ごろしは行わないことになったが、それでも死んだ人達は戻もどってこない。

　一度面会に来てくれた、芙蓉姐ねえさんのことも心配だ。

　母を再び失った彼女は、深く傷ついているように見えた。

　誰だれかが憎にくしみあったり、誤解で傷つけあうことはひどく悲しい。

　少しでもそんな悲しみが減らせるのなら、私が皇后になるのだって悪いことではないのかもしれない。

「わ、分かりました……」

　小さな小さな声で答えると、隣となりの椅い子すに座っていた黒曜に強く強く抱だきしめられた。

「陛下！」

「おい！　何をしている！」

　いくら何でも深潭と余暉にたしなめられたが、黒曜は耳を貸さない。

　私は本当に本当に恥はずかしくて体が熱くて、もう何もまともなことは考えられなくなった。

　ただ、日本から流されてきた私の不思議な人生は、今からもっと大変なものになりそうだとこの時思ったりした。

　それでも黒曜となら、きっと後こう悔かいなんてしないけど。

　だから私の化粧けわい師しとしての人生は、これでお終しまい。

　これからは化け粧しようが得意な皇后として、誰かの役に立てたらなって思う。
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　それから一年後、生まれも育ちも定さだかではない庶民の皇后が誕生した。

　反乱の後に亡なくなった皇太后と同じく庶民出の皇后を心配する者もあったが、彼女はその後朝ちよう貢こうに訪おとずれた諸外国の大使や、その妻の歓かん待たいに才能を発揮し、国にとってなくてはならない人物となっていく。

　さらに一年後には子供も生まれ、名実共に国母として尊たつとばれた。

　他人を差別することが嫌いで、身分にかかわらず相手を尊重した。

　また後宮は政まつりごとの裏であるという認にん識しきを持ち続け、妃きさきや宦かん官がん、またはその縁えん戚せきが政に介かい入にゆうするのを決して許さなかったという。

　彼女は常に自らは『裏方』だと語り、表おもて舞ぶ台たいに立つことを厭いとった。

　尊敬を込めて裏方皇后と呼ばれた彼女が使っていたとされる化粧品は、今も国中の女性に愛され、その製法は今こん日にちでも十分実用に堪たえるものとされている。

　その後皇こう帝ていが七十歳で亡くなるまで、二人は仲なか睦むつまじく暮らした。

　夫亡き後は皇帝となった息子むすこを支え、しかし公おおやけには姿を見せなくなった。

　享きよう年ねん八十八。

　因ちなみに、榮の外から来たとされる彼女の出身地がどこであったのか。それは今でも研究者の間で意見が分かれており、今日でも歴史上大きな謎なぞとして議論が続いている。







　あとがき




『皇太后のお化け粧しよう係』も最終巻となりました。

　ここまでお付き合いいただいた皆みな様さま、ほんとにほんとうにありがとうございます！

　まずはこのシリーズに関かかわってくださった皆様に謝辞を。

　そして二に人にん三さん脚きやくでこのシリーズに関わってくださった編集様。そして三巻ともに素す晴ばらしいイラストを描えがいてくださった由ゆ羅らカイリ様。もう一生の思い出です。

　本当に、皆様に支えていただいたシリーズだと思います。

　ビーンズ文庫様で初めてのシリーズということで、緊きん張ちようしましたがとても嬉うれしかったです。

　鈴すず音ね達とお別れするのは少し寂さびしいですが、今後もこうして皆様のお目にかかれればいいなあということで、一層努力していきたいと思います。

『小説家になろう』の方で諸もろ々もろ連れん載さいしておりますので、そちらもよろしくお願いします。

　それでは誰だれも求めていない近きん況きようを。

　二巻のあとがきに書いた動画サービス巡めぐりは未いまだ継けい続ぞく中で、dTVを経て今はNetflixに移行しました。

　それぞれにそれぞれの良さがあって、なかなかマイベストが決まりません。

　でも有名どころは大たい抵てい無料体験してしまったので、そろそろどこか一か所に決めないとな感じです。おかげさまで以前よりも引きこもりが加速しています。

　あとは、そうですね。年末に申し込んでおいたふるさと納税のお礼の品が届きました。

　十二キロの無洗米です。

　一人暮らしなので、半年ぐらいかけて頑がん張ばって食べていきたいと思います。

　メルカリでも十キロのミカンを買ったので、今消費するのに必死です。なんで十キロも買ったかって？　だって安かったから。

　メルカリがおしゃれな服とかブランド品ばっかりだと思っている方、ちょっと一回使ってみてください。農家さんから直接農産物が買えたりして、結構お得で楽しいですよ。

　それに最近やっと住んでいる地域がアマゾンのプライム ナウの対象入りを果たし、わくわくしております。一時間で届くとか楽しみすぎる。

　さて、後半はどこかの回し者のような話に終始しましたが、別に広告料は一銭も受け取っていないですよ。

　それでは、またどこかで皆様にお会いできることを願って。
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